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は じ め に 
  

本県では、男女が互いにその人権を尊重しつつ、ともに責任も分かち

合い、男性も女性も個性と能力を十分に発揮することができる男女共同

参画社会の実現を目指して、「第４次千葉県男女共同参画計画」（平成２８

年３月策定）に基づき、男女共同参画に関する施策を総合的、計画的に 
推進しています。 

また、男女共同参画社会づくりを進めるためには、市町村、事業者、

そして何よりも県民の皆様一人ひとりがその大切さや必要性を理解し、

それぞれが主体的に取組を進めていくことも重要です。 

こうした施策や取組を一層推進するための基礎資料とすることを目的

に、県では、県民の男女共同参画に関する意識の変化等について調査を 

実施しています。 

今回の調査では、「女性の活躍推進」や「ＤＶ」など、社会情勢等の 

変化に対応した新たな調査項目を追加するとともに、調査票の回収率を

高めるため、オンライン回答を導入したところです。 

今回の調査結果は、第５次千葉県男女共同参画計画や各種事業に反映

させるとともに、地域における男女共同参画推進のための資料としても、

広く御活用いただけることを願っております。 

 終わりに、この調査に御協力いただきました県民の皆様はじめ、関係

者の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 令和２年３月 

                

千葉県総合企画部長  石川 徹 
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第１章 調査の概要 

１ 調査の概要 
（１）調査の趣旨 

令和２年度に策定する千葉県男女共同参画（第５次）の基礎資料とすることを目的として、県民

対象の意識調査を実施し、本県の男女共同参画の意識の変化や、実態を把握するとともに、課題の

分析等を行う。 

 

（２）調査内容 

①男女共同参画に関する意識等 

②家庭生活 

③教育 

④人権 

⑤ＤＶ 

⑥仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス、男性の育児休業取得の義務化） 

⑦あらゆる分野における女性活躍の推進 

⑧少子・高齢化 

⑨地域活動などへの参画 

⑩回答者のプロフィール 

 

（３）調査設計 

①調査地域  千葉県全域 

②調査対象  千葉県在住の満 20歳以上の男女 

③標本数   2,000 人 

④標本抽出法 住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

※層化二段無作為抽出法とは、行政単位と地域によって県内をブロックごとに分類

し（層化）、各層に調査地点を人口に応じて比例配分し、国勢調査における調査区

域及び住民基本台帳を利用して（二段）、地点ごとに一定数のサンプル抽出を行う

ものである。 

⑤調査方法  郵送により調査票・返信用封筒を配布し、郵送・オンラインで回収 

⑥調査期間  令和元年 11 月１日～11 月 22 日（11 月 29 日到着分まで集計対象とした） 

 

（４）回収結果 

 回収率   756 件（37.8％） 

       女 性 401 件 

       男 性 343 件 

       その他   - 件 

       無回答  12 件 
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（５）標本抽出 

①調査対象  千葉県在住の満 20歳以上の男女個人 

②標本数   2,000 人 

③地点数   100 地点（市部 96・郡部４） 

④抽出法   住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

 

【層化】 

①県内６地域分類 

 県内を次の６地域に分類した。 

地 域 該 当 市 郡 名 

千葉・葛南 千葉市、市原市、四街道市、市川市、船橋市、習志野市、八千代市、浦安市 

東葛飾 松戸市、野田市、流山市、我孫子市、印西市、白井市、鎌ヶ谷市、柏市 

北総 
成田市、佐倉市、八街市、富里市、香取市、栄町、多古町、東庄町、酒々井町、 

神崎町 

海匝･山武 
銚子市、東金市、旭市、匝瑳市、山武市、大網白里市、九十九里町、横芝光町、 

芝山町 

東上総 
茂原市、勝浦市、いすみ市、長生村、白子町、長柄町、大多喜町、一宮町、 

睦沢町、長南町、御宿町 

南房総 館山市、木更津市、君津市、袖ケ浦市、富津市、鴨川市、南房総市、鋸南町 

 

 

 

 

 

 

  

（人）

東葛飾地域

千葉・葛南地域

北総地域

海匝・山武地域

東上総地域

南房総地域

千葉市

銚子市市川市
船橋市

館山市

木更津市

松戸市

野田市

香取市

茂原市

成田市

佐倉市

東金市

匝瑳市

旭市

習志野市

柏市

勝浦市

市原市

流山市

八千代

我孫子市

鴨川市

鎌ヶ谷市

君津市

富津市

浦安市 四街道市

袖ヶ浦市

八街市

印西市白井市

酒々井町
富里市

栄町

神崎町

多古町

東庄町

大網白里市
九十九里町

山武市

横芝光町

芝山町

一宮町
睦沢町

長生村

白子町長柄町

長南町

大多喜町

いすみ市

御宿町

鋸南町

南房総市
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②県内５地域ごとの市部郡部分類 

 各地域内においては、更に市部、郡部に分け、層とした。 

 

【標本数の配分】 

 各地域・市郡規模別の層における満 20歳以上の人口（平成 30年４月１日現在）に対して、2,000

の標本数を比例配分した。 

 

【抽出】 

 平成 27 年国勢調査時に設定された調査区の基本単位区を、第一抽出単位として使用した。 

①調査地点の抽出は、調査地点が２地点以上割り当てられた層については、 

 

 

      層における 20 歳以上国勢調査人口の合計 

                           ＝ 抽出間隔 

層で算出された調査地点数 

 

 を算出し、等間隔抽出法によって抽出した。 

②抽出に際しての各層内における市町村の配列順序は、平成 27 年国勢調査時の「標準地域コード

一覧」に従った。 

③調査地点における対象者の抽出は、調査地点の範囲内（町・丁目・番地等を指定）を住民基本台

帳から等間隔抽出法によって抽出した。 
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（６）報告書の見方 

 本報告書を読む際の留意点は以下のとおり。 

 

①結果はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このために、百分率の

合計が 100％にならないことや個々の比率の合計とその少数の数値が一致しないことがある。 

②グラフ中の（ ）内の数値は回答者総数（又は、分類別の該当者数）を示し、回答比率は、これ

を 100％として算出した。 

③標本誤差は、回答者数と得られた結果の比率によって異なるが、層化二段無作為抽出法による場

合の誤差（信頼度 95％）は次の式によって得られる。 

 

  Ｎ－ｎ   Ｐ（１－Ｐ） 
  標本誤差＝±２ 

  Ｎ－１      ｎ 

 

Ｎ＝母集団数（＝5,231,991 人、基準日平成 30年 4 月 1日現在の 20 歳以上人口の推定数） 

ｎ＝比率算出の基数（756 件） 

Ｐ＝回答の比率 

 

 次に、本調査の標本誤差の早見表をあげる。 

回答比率

(Ｐ) 

ｎ 

90％または

10％程度 

80％または

20％程度 

70％または

30％程度 

60％または

40％程度 
50％程度 

756 ± 3.1% ± 4.1% ± 4.7% ± 5.0% ± 5.1% 

500 ± 3.8% ± 5.1% ± 5.8% ± 6.2% ± 6.3% 

200 ± 6.0% ± 8.0% ± 9.2% ± 9.8% ±10.0% 

100 ± 8.5% ±11.3% ±13.0% ±13.9% ±14.1% 

50 ±12.0% ±16.0% ±18.3% ±19.6% ±20.0% 

 

注／標本誤差の表の見方 

 標本誤差とは…今回のように全体（母集団）の中から一部を抽出して行う標本調査においては、

全体を対象に行った調査と比べ、調査結果に差が生じることがあり、その誤差

のことをいう。この誤差は、標本の抽出方法や標本数によって異なるが、その

誤差を数学的に計算することが可能である。その計算式を今回の調査に当ては

めて算出したのが、上記の表である。見方としては、例えば、「ある設問の回

答数が 756 であり、その設問中の選択肢の回答比率が 60％であった場合、その

回答比率の誤差の範囲は最高でも±5.0％以内（65.0～55.0％）である」と見

ることができる。 

  

 × ２ 
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④１人の対象者に２つ以上の回答を認めた設問では、百分率（％）の合計は、100％を超える場合

がある。 

⑤分析の軸（縦軸）としたプロフィールや設問は、無回答を除いているため、各プロフィールの基

数の合計が全体と一致しない場合がある。また、分析によっては、必要な選択肢を抽出して使用

したり、複数の選択肢をまとめて仕様したりしているところもある。 

⑥グラフや表のタイトルなどは、なるべく調査票そのままの表現を用いているが、スペースなどの

関係から一部省略した表現としている箇所がある。 

⑦本調査は、平成 26 年度に行った「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」に続くも

のである。 

⑧平成 26年度調査との比較については、本調査で新たに追加した調査項目を掲載していない。 

⑨国で実施した調査との比較については、国は個別面接調査で実施しているため、「無回答」がな

いことから、正確な比較は行えないため、参考とする。 

⑩回答者数が 20未満の場合は、比率が上下しやすいため分析の対象外とする場合がある。 

⑪クロス集計の分析で、分析の軸（＝表側）が性別や対になっている項目については、二つの差を

記述している。その表現は％ではなく、ポイントで表すこととしている。 

⑫統計数値を考察するに当たっては、表現を概ね以下のとおりとする。 

 

例 表現 

17.0～19.9％ 約２割 

20.0～20.9％ ２割 

21.0～22.9％ ２割を超える 

23.0～26.9％ ２割半ば 

27.0～29.9％ 約３割 
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第２章 調査の結果 

１ 回答者のプロフィール 
（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）婚姻状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

基数 構成比

女性 401 53.0%

男性 343 45.4%

その他 - -

無回答 12 1.6%

　全　体 756 100.0%

53.0

45.4

-

1.6

0 20 40 60 (%)

基数 構成比

20～29歳 34 4.5%

30～39歳 64 8.5%

40～49歳 114 15.1%

50～59歳 128 16.9%

60～69歳 163 21.6%

70歳以上 243 32.1%

無回答 10 1.3%

　全　体 756 100.0%

4.5

8.5

15.1

16.9

21.6

32.1

1.3

0 10 20 30 40 (%)

基数 構成比

結婚している 548 72.5%

離別・死別 95 12.6%

未婚 98 13.0%

無回答 15 2.0%

　全　体 756 100.0%

72.5

12.6

13.0

2.0

0 20 40 60 80 (%)
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（４）職業構成 

①本人の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
②配偶者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基数 構成比

農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業な
どの自営主）

18 2.4%

商工サービス業（商店、飲食店、理髪店、
修理業など）

21 2.8%

自由業（弁護士、開業医、芸術家など） 13 1.7%

農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業な
どの自営主）

4 0.5%

商工サービス業（商店、飲食店、美容院、
修理業など）

8 1.1%

自由業（弁護士、開業医、芸術家など） 4 0.5%

管理職（民間会社・団体・官公庁の課長
級以上、大学の教授以上、学校の教頭

44 5.8%

専門・技術職（技術研究員、勤務医師、
看護師、教員、保育士、美容師など）

83 11.0%

事務職（一般事務員、営業員など） 76 10.1%

労務職（一般工員、建築作業者、運転手
など）

53 7.0%

販売・サービス業 75 9.9%

専業主婦・専業主夫 100 13.2%

学生 7 0.9%

無職（年金、金利生活者など含む） 205 27.1%

その他 24 3.2%

21 2.8%

756 100.0%

【
自
営
業

】
【
家
族

　
従
業
者

】

【
勤
務
者

】

【
そ
の
他

】

無回答

　全　体

2.4

2.8

1.7

0.5

1.1

0.5

5.8

11.0

10.1

7.0

9.9

13.2

0.9

27.1

3.2

2.8

0 10 20 30 (%)

基数 構成比

農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業な
どの自営主）

18 3.3%

商工サービス業（商店、飲食店、理髪店、
修理業など）

14 2.6%

自由業（弁護士、開業医、芸術家など） 9 1.6%

農林漁業（農業、林業、畜産業、漁業な
どの自営主）

4 0.7%

商工サービス業（商店、飲食店、美容院、
修理業など）

4 0.7%

自由業（弁護士、開業医、芸術家など） 2 0.4%

管理職（民間会社・団体・官公庁の課長
級以上、大学の教授以上、学校の教頭

42 7.7%

専門・技術職（技術研究員、勤務医師、
看護師、教員、保育士、美容師など）

41 7.5%

事務職（一般事務員、営業員など） 56 10.2%

労務職（一般工員、建築作業者、運転手
など）

30 5.5%

販売・サービス業 48 8.8%

専業主婦・専業主夫 65 11.9%

学生 - -

無職（年金、金利生活者など含む） 130 23.7%

その他 9 1.6%

76 13.9%

548 100.0%

無回答

　全　体

【
自
営
業

】
【
家
族

　
従
業
者

】

【
勤
務
者

】

【
そ
の
他

】

3.3

2.6

1.6

0.7

0.7

0.4

7.7

7.5

10.2

5.5

8.8

11.9

-

23.7

1.6

13.9

0 10 20 30 (%)
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（５）勤務形態〔新規〕 

①本人の勤務形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【子育て、介護の状態】「子育てを担っている」：【子育て】のみ担っている状態 

            「介護を担っている」：【介護】のみ担っている状態 

 

②配偶者の勤務形態 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (331)

子育て介護をともに担っている
（ダブルケア）

(25)

子育てを担っている (103)

介護を担っている (24)

担っていない (173)

80.0

68.0

62.5

77.5

20.0

31.1

33.3

22.0

1.0

4.2

0.6

(%)ｎ

74.0 25.1

0.9

常

務

非

常

務

無

回

答  全  体 (331)

担っている (50)

担っていない (279)

72.0

74.2

26.0

25.1

2.0

0.7

(%)
ｎ

74.0 25.1

0.9

常

務

非

常
務

無

回
答

  全  体 (331)

担っている (129)

担っていない (197)

70.5

75.6

28.7

23.4

0.8

1.0

(%)
ｎ

74.0 25.1

0.9

常

勤

非

常

勤

無

回

答

【子育て】 

【介 護】 

基数 構成比

常勤 245 74.0%

非常勤 83 25.1%

無回答 3 0.9%

　全　体 331 100.0%

74.0

25.1

0.9

0 20 40 60 80(%)

基数 構成比

常勤 148 68.2%

非常勤 49 22.6%

無回答 20 9.2%

　全　体 217 100.0%

68.2

22.6

9.2

0 20 40 60 80 (%)

【子育て、介護の状態】 
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（６）雇用形態 

①本人の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【子育て、介護の状態】「子育てを担っている」：【子育て】のみ担っている状態 

            「介護を担っている」：【介護】のみ担っている状態 

 

②配偶者の雇用形態 

 

 

 

 

 

  

基数 構成比

正規 211 63.7%

非正規 111 33.5%

無回答 9 2.7%

　全　体 331 100.0%

63.7

33.5

2.7

0 20 40 60 80 (%)

基数 構成比

正規 136 62.7%

非正規 59 27.2%

無回答 22 10.1%

　全　体 217 100.0%

62.7

27.2

10.1

0 20 40 60 80 (%)

  全  体 (331)

子育て介護をともに担っている
（ダブルケア）

(25)

子育てを担っている (103)

介護を担っている (24)

担っていない (173)

64.0

64.1

54.2

65.3

28.0

34.0

41.7

32.4

8.0

1.9

4.2

2.3

(%)ｎ

63.7 33.5

2.7

正

規

非

正

規

無

回

答  全  体 (331)

担っている (50)

担っていない (279)

58.0

64.9

36.0

33.0

6.0

2.2

(%)ｎ

63.7 33.5

2.7

正

規

非

正

規

無

回

答

  全  体 (331)

担っている (129)

担っていない (197)

64.3

64.0

32.6

33.5

3.1

2.5

(%)ｎ

63.7 33.5

2.7

正

規

非

正

規

無

回

答

【子育て】 

【介 護】 

【子育て、介護の状態】 
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（７）世帯構成〔新規〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（８）子どもの有無 

 

 

 

 

 
 
 

（９）一番下の子どもの年齢〔新規〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（10）地域構成 

 

 

 

 

 

 

基数 構成比

ひとり暮らし 81 10.7%

夫婦のみ（一世代世帯） 247 32.7%

親と未婚の子ども 270 35.7%

親と子ども夫婦（二世代世帯） 54 7.1%

親と子どもと孫（三世代世帯） 57 7.5%

その他 28 3.7%

無回答 19 2.5%

　全　体 756 100.0%

10.7

32.7

35.7

7.1

7.5

3.7

2.5

0 10 20 30 40 (%)

基数 構成比

いる 570 75.4%

いない 161 21.3%

無回答 25 3.3%

　全　体 756 100.0%

75.4

21.3

3.3

0 20 40 60 80 (%)

基数 構成比

３歳未満 35 6.1%

３歳～小学校入学前 25 4.4%

小学生 39 6.8%

中学生 23 4.0%

中学校卒業後～１８歳 22 3.9%

１８歳以上 409 71.8%

無回答 17 3.0%

　全　体 570 100.0%

6.1

4.4

6.8

4.0

3.9

71.8

3.0

0 20 40 60 80(%)

基数 構成比

千葉・葛南地域 349 46.2%

東葛飾地域 205 27.1%

北総地域 90 11.9%

海匝･ 山武地域 32 4.2%

東上総地域 15 2.0%

南房総地域 55 7.3%

無回答 10 1.3%

　全　体 756 100.0%

46.2

27.1

11.9

4.2

2.0

7.3

1.3

0 10 20 30 40 50(%)
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２ 男女共同参画全般について 
（１）男女平等意識 

 

問１ あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。次の（ア）～（ク）

のそれぞれについてあなたの考えに最も近い番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『女性が優遇されている（計）』 

 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

11.2

5.5

7.7

10.5

4.1

11.9

14.2

9.0

3.0

3.5

1.7

33.2

36.7

29.2

65.1

61.5

37.7

45.1

29.2

49.9

48.6

52.2

19.0

20.9

17.2

43.0

41.4

44.6

9.7

18.4

40.2

32.9

49.0

19.7

17.5

22.7

51.5

48.9

56.0

11.8

7.5

17.2

2.2

9.0

7.8

4.2

12.2

5.2

2.2

8.5

3.0

0.7

5.8

1.1

0.2

2.0

0.2

0.9

1.1

0.7

1.5

1.1

0.5

1.7

0.4

0.2

0.6

0.5

1.2

5.7

2.9

3.3

3.2

2.9

9.0

12.2

4.4

19.2

20.7

16.6

8.1

10.5

5.0

5.7

1.7

2.2

3.2

1.2

3.3

4.7

1.5

3.8

5.0

2.0

2.4

3.7

0.9

(%)
8.7 63.1 13.6 5.3

0.5

4.5 4.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

(ア)社会全体で 

(イ)家庭のなかで 

(オ)政治の場で 

(ウ)職場のなかで 

(エ)学校教育の場で 

『男性が優遇されている（計）』 
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男女平等意識について、"（ア）社会全体で"は、『男性が優遇されている（計）』が 71.8％、「平

等」が 13.6％、『女性が優遇されている（計）』が 5.8％となっている。 

性別でみると、『男性が優遇されている（計）』は女性が男性よりも 9.3 ポイント高くなっている。

一方、「平等」や『女性が優遇されている（計）』」は男性が女性よりも高く、「平等」で男性が 8.7

ポイント、『女性が優遇されている（計）』で男性が 7.5 ポイント高くなっている。 

各分野の男女平等意識をみると、『男性が優遇されている（計）』は、"（キ）社会通念・慣習で(風

潮・しきたり等) "が 76.6％と最も高く、次いで"（オ）政治の場で"が 76.2％、"（ア）社会全体

で"が 71.8％となっている。「平等」は、"（エ）学校教育の場で"が 51.5％で最も高く、次いで"（ク）

地域活動の場で( 自治会・PTA ・ボランティア等) "で 43.4％、"（イ）家庭のなかで"で 40.2％と

なっている。『女性が優遇されている（計）』は、どの分野でも 10.0％未満となっている。 

性別でみると、『男性が優遇されている（計）』は全ての項目で女性が男性を上回っている。特に、

"（イ）家庭のなかで"は女性が男性よりも 22.3 ポイント高くなっている。"（ク）地域活動の場で

(自治会・PTA ・ボランティア等) "も女性が 14.1 ポイント、"（カ）法律や制度の上で"も女性が

13.0 ポイント高くなっている。一方、「平等」や『女性が優遇されている（計）』は全ての項目で男

性が女性を上回っている。「平等」の"（カ）法律や制度の上で"は男性が女性よりも 16.7 ポイント

高く、"（イ）家庭のなかで"も男性が 16.1 ポイント、"（ク）地域活動の場で( 自治会・PTA ・ボ

ランティア等) "も男性が 10.1 ポイント高くなっている。『女性が優遇されている（計）』の"（イ）

家庭のなかで"は男性が女性よりも 8.8 ポイント高くなっている。  

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

(カ)法律や制度の上で 

(ク)地域活動の場で

(自治会・PTA・ 

ボランティア等) 

(キ)社会通念・慣習で

（風潮・しきたり等） 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

11.2

5.2

21.2

27.4

13.7

4.9

7.0

2.3

36.7

29.7

55.4

50.9

61.2

28.2

32.4

23.0

29.9

46.6

13.6

10.2

17.2

43.4

38.9

49.0

3.5

7.3

1.7

3.8

7.7

5.0

11.1

2.3

0.4

0.9

0.5

0.7

0.3

14.7

6.7

5.7

8.2

2.6

13.2

12.7

13.4

4.0

2.0

2.0

3.2

0.6

2.1

3.2

0.9

(%)ｎ

8.6 33.3 37.6 5.2

1.1

11.1 3.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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【全国調査（令和元年）との比較】 

 全国調査と比較すると、"（ア）社会全体で"、"（イ）家庭のなかで"、"（オ）政治の場で"、"

（ク）地域活動の場で( 自治会・PTA ・ボランティア等) "、で大きな差異はみられないが、"（ウ）

職場のなかで"では『男性が優遇されている（計）』で千葉県が国よりも 8.4 ポイント、"（キ）社

会通念・慣習で ( 風潮・しきたり等) "も『男性が優遇されている（計）』で千葉県が国よりも 6.5

ポイント、"（エ）学校教育の場で"も『男性が優遇されている（計）』で千葉県が国よりも 3.5 ポ

イント高くなっている。一方、"（カ）法律や制度の上で"では『男性が優遇されている（計）』で

国が千葉県よりも 5.0 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国調査：男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年度） 

  

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

ｎ

11.3

7.7

9.3

11.9

13.6

3.0

3.3

33.2

35.0

62.8

37.7

35.6

49.9

39.8

19.0

15.2

43.0

44.0

21.2

40.2

45.5

19.7

30.7

51.5

61.2

11.8

14.4

2.8

7.8

6.5

5.2

4.5

3.0

2.3

1.1

1.1

0.3

1.1

0.7

1.1

0.5

0.4

0.3

0.5

0.1

1.6

3.3

2.4

9.0

10.9

19.2

17.7

8.1

5.4

2.2

3.3

3.8

2.4

(%)
8.7 63.1 13.6 5.3

0.5

4.5 4.2

男
性
が

非
常

に
優

遇

さ
れ
て

い
る

ど
ち
ら

か
と

い
え

ば

男
性
が

優
遇

さ
れ

て

い
る

平
等

ど
ち
ら

か
と

い
え

ば

女
性
が

優
遇

さ
れ

て

い
る

女
性
が

非
常

に
優

遇

さ
れ
て

い
る

わ
か
ら

な
い

無
回
答

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

(ア)社会全体で 

(イ)家庭のなかで 

(ウ)職場のなかで 

(オ)政治の場で 

(エ)学校教育の場で 
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※国調査：男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年度） 

 

 

  

 

『男性が優遇されている（計）』 

   

『女性が優遇されている（計）』 

(カ)法律や制度の上で 

(キ)社会通念・慣習で

（風潮・しきたり等） 

(ク)地域活動の場で

(自治会・PTA・ 

ボランティア等) 

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

県調査 (756)

国調査 (2,645)

10.3

21.2

19.1

4.9

7.0

36.6

55.4

51.0

28.2

27.7

39.7

13.6

22.6

43.4

46.5

4.0

1.7

2.1

7.7

8.7

0.4

0.4

0.2

0.5

1.6

9.0

5.7

5.0

13.2

8.6

2.0

2.1

(%)ｎ

8.6 33.3 37.6 5.2

1.1

11.1 3.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（ア）社会全体で 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）家庭のなかで 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『男性が優遇されている（計）』は男

性で今回調査が前回調査よりも 5.5 ポイント低くなっている。一方、「平等」は男性で前回調査が

今回調査よりも 6.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

   

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

 

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

11.2

5.5

10.9

13.8

7.6

65.1

61.5

60.6

62.0

58.9

9.7

18.4

13.0

9.0

18.1

2.2

9.0

6.3

3.6

9.6

0.2

0.9

0.9

0.5

1.5

5.7

2.9

5.9

7.7

3.2

5.7

1.7

2.5

3.4

1.2

(%)
8.7 63.1 13.6 5.3

0.5

4.5 4.2

男

性
が

非
常

に
優

遇

さ

れ
て

い
る

ど

ち
ら

か
と

い
え

ば

男

性
が

優
遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち
ら

か
と

い
え

ば

女

性
が

優
遇

さ
れ

て

い

る

女

性
が

非
常

に
優

遇

さ

れ
て

い
る

わ

か
ら

な
い

無

回
答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

10.5

4.1

9.0

12.0

4.7

45.1

29.2

37.4

40.0

34.1

32.9

49.0

37.5

33.9

42.6

4.2

12.2

8.6

7.0

10.8

0.7

1.5

2.0

1.4

2.9

3.2

2.9

3.4

2.5

4.4

3.2

1.2

2.0

3.2

0.6

(%)ｎ

7.7 37.7 40.2 7.8

1.1

3.3

2.2

男

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

男

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

女

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

女

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（ウ）職場のなかで 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で「平等」は今回調査が前回調査よりも 3.9 ポイント高くなってお

り、女性も今回調査が 5.3 ポイント、男性も今回調査が 3.2 ポイント高くなっている。一方、『男

性が優遇されている（計）』は女性で今回調査が前回調査よりも 5.1 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）学校教育の場で 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「平等」は全体で今回調査が前回調査よりも 3.8 ポイント低くなってお

り、男性も今回調査が 5.5 ポイント低くなっている。一方、『男性が優遇されている（計）』は男

性で今回調査が前回調査よりも高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

14.2

9.0

13.1

16.1

9.6

48.6

52.2

51.7

51.8

51.9

17.5

22.7

15.8

12.2

19.5

2.2

8.5

6.3

2.9

10.5

0.5

1.7

1.9

1.6

2.3

12.2

4.4

7.9

10.4

4.7

4.7

1.5

3.4

5.0

1.5

(%)ｎ

11.9 49.9 19.7 5.2

1.1

9.0 3.3

男

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

男

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

女

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

女

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

3.5

1.7

2.8

3.6

1.7

20.9

17.2

16.6

18.8

13.7

48.9

56.0

55.3

50.9

61.5

0.7

5.8

4.8

3.6

6.4

0.2

0.6

0.5

0.2

0.9

20.7

16.6

15.8

18.3

11.7

5.0

2.0

4.3

4.5

4.1

(%)ｎ

3.0 19.0 51.5 3.0

0.4

19.2 3.8

男

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

男

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

女

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

女

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 
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（オ）政治の場で 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『男性が優遇されている（計）』は

男性で今回調査が前回調査よりも 3.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）法律や制度の上で 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『女性が優遇されている（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 3.4

ポイント低くなっており、男性も今回調査が 5.2 ポイント低くなっている。一方、『男性が優遇さ

れている（計）』は女性で今回調査が前回調査よりも低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

36.7

29.2

30.9

36.9

23.3

41.4

44.6

44.3

42.5

46.9

7.5

17.2

12.4

7.5

19.0

0.2

2.0

2.4

1.1

4.1

1.2

0.5

0.2

0.9

10.5

5.0

6.8

8.6

3.5

3.7

0.9

2.8

3.2

2.3

(%)ｎ

33.2 43.0 11.8

1.1

0.5 8.1

2.4

男

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

男

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

女

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

女

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
 

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

11.2

5.2

9.1

12.9

4.7

36.7

29.7

31.9

36.2

25.9

29.9

46.6

36.0

28.7

46.1

3.5

7.3

8.4

5.4

12.2

2.3

1.3

0.2

2.6

14.7

6.7

10.5

12.9

6.7

4.0

2.0

2.8

3.6

1.7

(%)ｎ

8.6 33.3 37.6 5.2

1.1

11.1 3.2

男

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

男

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

女

性

が
優

遇

さ
れ

て

い

る

女

性

が
非

常

に
優

遇

さ

れ

て
い

る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（キ）社会通念・習慣で(風潮・しきたり等) 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『男性が優遇されている（計）』は男

性で今回調査が前回調査よりも 4.4 ポイント高くなっている。 

 

 

  

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

27.4

13.7

16.8

20.1

12.8

50.9

61.2

57.3

57.5

57.7

10.2

17.2

12.1

9.0

15.2

3.8

4.5

2.0

7.6

0.9

0.5

1.2

8.2

2.6

6.6

8.1

4.7

3.2

0.6

2.1

3.2

0.9

(%)ｎ

21.2 55.4 13.6

1.7 0.4

5.7

2.0

男

性
が

非

常
に

優
遇

さ

れ
て

い

る

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

男

性
が

優

遇
さ

れ
て

い

る

平

等

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

女

性
が

優

遇
さ

れ
て

い

る

女

性
が

非

常
に

優
遇

さ

れ
て

い

る

わ

か
ら

な

い

無

回
答
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（ア）社会全体で 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 50～59 歳、女性 60～69 歳で８割

を超え、女性 30～39 歳で８割と高くなっている。「平等」は、男性 20～29 歳で約４割、男性 30～

39 歳で２割半ばと高くなっている。『女性が優遇されている（計）』は、男性 40～49 歳で約２割、

男性 20～29 歳、30～39 歳で１割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

ｎ

9.5

11.4

6.2

11.0

13.1

13.0

7.7

8.2

5.5

5.1

5.9

61.9

68.6

61.5

71.2

67.9

61.0

38.5

58.6

44.9

65.5

65.8

66.9

9.5

8.6

16.9

6.8

6.0

10.6

38.5

24.1

22.4

16.4

16.5

15.3

4.8

3.1

4.1

2.4

0.8

15.4

13.8

12.2

9.1

10.1

5.1

0.8

6.1

9.5

2.9

9.2

2.7

3.6

7.3

3.4

6.1

1.8

2.5

2.5

4.8

8.6

3.1

4.1

7.1

6.5

1.8

4.2

(%)
8.7 63.1 13.6 5.3

0.5

4.5 4.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

11.2

5.5

65.1

61.5

9.7

18.4

2.2

9.0

0.2

0.9

5.7

2.9

5.7

1.7

(%)
8.7 63.1 13.6 5.3

0.5

4.5 4.2

男
性

が
非

常

に
優

遇

さ
れ

て
い

る

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば

男
性

が
優

遇

さ
れ

て

い
る

平
等

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば

女
性

が
優

遇

さ
れ

て

い
る

女
性

が
非

常

に
優

遇

さ
れ

て
い

る

わ
か

ら
な

い

無
回

答
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（イ）家庭のなかで 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 60～69 歳で６割半ば、女性 50～

59 歳で６割を超え、女性 40～49 歳で５割半ばと高くなっている。「平等」は、男性 20～29 歳で６

割を超え、男性 60～69 歳、70歳以上で５割を超えて高くなっている。『女性が優遇されている（計）』

は、男性 20～29 歳、40～49 歳で２割半ば、男性 30～39 歳で２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

10.5

4.1

45.1

29.2

32.9

49.0

4.2

12.2

0.7

1.5

3.2

2.9

3.2

1.2

(%)ｎ

7.7 37.7 40.2 7.8

1.1

3.3

2.2

男

性

が

非
常

に

優

遇

さ

れ

て

い
る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

男

性

が

優
遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

女

性

が

優
遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非
常

に

優

遇

さ

れ

て

い
る

わ

か

ら

な
い

無

回

答

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

11.4

13.8

13.7

10.7

7.3

3.4

10.2

5.5

1.3

3.4

47.6

25.7

40.0

47.9

56.0

43.9

15.4

27.6

28.6

21.8

32.9

32.2

47.6

48.6

35.4

31.5

23.8

31.7

61.5

48.3

34.7

49.1

51.9

51.7

8.6

6.2

6.0

4.1

23.1

17.2

22.4

10.9

11.4

6.8

2.9

1.4

0.8

3.4

2.0

3.6

0.8

2.9

4.6

4.1

2.4

3.3

2.0

9.1

2.5

1.7

1.4

1.2

8.9

3.4

【
女
性
】

【
男
性
】
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（ウ）職場のなかで 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 60～69 歳で７割半ば、女性 50～

59 歳、男性 70歳以上で７割を超えて高くなっている。「平等」は、男性 20～29 歳で４割半ば、男

性 60～69 歳で約３割と高くなっている。『女性が優遇されている（計）』は、男性 40～49 歳で２割

半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

14.3

14.3

12.3

20.5

11.9

13.0

6.9

12.2

5.5

5.1

13.6

52.4

51.4

53.8

52.1

61.9

33.3

30.8

58.6

38.8

50.9

51.9

59.3

14.3

25.7

23.1

16.4

15.5

14.6

46.2

24.1

22.4

23.6

29.1

15.3

2.9

4.6

2.7

2.4

0.8

15.4

3.4

20.4

12.7

5.1

4.2

4.8

1.4

3.4

4.1

3.6

1.3

14.3

2.9

6.2

5.5

6.0

26.0

7.7

3.4

2.0

3.6

6.3

4.2

2.9

1.4

2.4

12.2

1.3

3.4

(%)ｎ

11.9 49.9 19.7 5.2

1.1

9.0 3.3

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
男
性
】

【
女
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

14.2

9.0

48.6

52.2

17.5

22.7

2.2

8.5

0.5

1.7

12.2

4.4

4.7

1.5

(%)ｎ

11.9 49.9 19.7 5.2

1.1

9.0 3.3

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（エ）学校教育の場で 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 60～69 歳で３割半ば、女性 30～

39 歳、40～49 歳で約３割となっている。「平等」は、女性 20～29 歳、男性 40～49 歳で６割半ば、

女性 50～59 歳、男性 30～39 歳で６割を超えて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

2.9

1.4

3.6

6.5

7.7

4.1

1.3

1.7

9.5

25.7

29.2

12.3

33.3

13.8

15.4

13.8

18.4

20.0

15.2

17.8

66.7

42.9

55.4

61.6

38.1

43.9

53.8

62.1

63.3

49.1

55.7

55.1

3.1

1.2

15.4

8.2

3.6

8.9

4.2

0.8

7.7

2.0

19.0

25.7

10.8

24.7

20.2

22.8

24.1

4.1

27.3

16.5

16.9

2.9

1.5

3.6

12.2

2.5

4.2

(%)
ｎ

3.0 19.0 51.5 3.0

0.4

19.2 3.8

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

3.5

1.7

20.9

17.2

48.9

56.0

0.7

5.8

0.2

0.6

20.7

16.6

5.0

2.0

(%)ｎ

3.0 19.0 51.5 3.0

0.4

19.2 3.8

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（オ）政治の場で 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 20～29 歳から 60～69 歳で８割以

上と高くなっており、特に 50～59 歳で約９割と高くなっている。「平等」は男性 20～29 歳で３割、

男性 60～69 歳で２割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

38.1

57.1

35.4

38.4

33.3

32.5

53.8

24.1

26.5

32.7

21.5

32.2

47.6

25.7

47.7

50.7

48.8

30.9

7.7

51.7

53.1

36.4

46.8

45.8

4.8

2.9

12.3

2.7

7.1

9.8

30.8

13.8

16.3

18.2

22.8

12.7

1.2

2.0

5.5

2.5

0.8

3.4

2.0

1.8

0.8

9.5

14.3

4.6

6.8

8.3

16.3

7.7

6.9

5.5

6.3

5.1

1.4

1.2

10.6

2.5

(%)
ｎ

33.2 43.0 11.8 1.1

0.5

8.1

2.4

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
男
性
】

【
女
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

36.7

29.2

41.4

44.6

7.5

17.2

0.2

2.0

1.2

10.5

5.0

3.7

0.9

(%)ｎ

33.2 43.0 11.8

1.1

0.5 8.1

2.4

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（カ）法律や制度の上で 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 30～39 歳、40～49 歳で約６割、

女性 60～69 歳で５割半ば、女性 50～59 歳で５割と高くなっている。「平等」は、男性 30～39 歳、

60～69 歳で５割を超え、男性 50～59 歳で約５割と高くなっている。『女性が優遇されている（計）』

は、男性 20～29 歳で２割半ば、男性 40～49 歳で２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

19.0

17.1

10.8

11.0

11.9

8.1

7.7

3.4

4.1

5.5

2.5

7.6

23.8

40.0

46.2

39.7

42.9

26.8

23.1

20.7

38.8

29.1

29.1

29.7

28.6

22.9

27.7

27.4

32.1

33.3

38.5

51.7

36.7

49.1

51.9

45.8

9.5

2.9

4.6

5.5

2.4

1.6

15.4

6.9

16.3

9.1

6.3

2.5

7.7

6.9

4.1

1.8

1.3

0.8

19.0

17.1

10.8

15.1

9.5

18.7

7.7

10.3

3.6

7.6

9.3

1.4

1.2

11.4

1.8

1.3

4.2

(%)ｎ

8.6 33.3 37.6 5.2

1.1

11.1 3.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

11.2

5.2

36.7

29.7

29.9

46.6

3.5

7.3

2.3

14.7

6.7

4.0

2.0

(%)ｎ

8.6 33.3 37.6 5.2

1.1

11.1 3.2

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（キ）社会通念・習慣で(風潮・しきたり等) 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 50～59 歳で９割を超え、60～69

歳で９割、30～39 歳で８割半ばと高くなっている。「平等」は、男性 20～29 歳で３割、女性 20～

29 歳、男性 30～39 歳で２割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『男性が優遇されている（計）』 

 

『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

33.3

60.0

27.7

30.1

27.4

15.4

23.1

17.2

10.2

12.7

8.9

16.9

28.6

25.7

52.3

61.6

63.1

46.3

38.5

44.8

67.3

61.8

68.4

60.2

23.8

5.7

13.8

1.4

3.6

17.1

30.8

24.1

16.3

16.4

16.5

15.3

10.3

6.1

5.5

2.5

1.7

3.4

1.3

0.8

14.3

8.6

6.2

6.8

4.8

11.4

7.7

3.6

2.5

3.4

1.2

9.8

1.7

(%)
ｎ

21.2 55.4 13.6 1.7

0.4

5.7

2.0

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
男
性
】

【
女
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

27.4

13.7

50.9

61.2

10.2

17.2 3.8

0.9

8.2

2.6

3.2

0.6

(%)ｎ

21.2 55.4 13.6

1.7 0.4

5.7

2.0

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（ク）地域活動の場で(自治会・PTA・ボランティア等) 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『男性が優遇されている（計）』は、女性 50～59 歳で約５割、女性 40～49

歳、60～69 歳で４割半ばと高くなっている。「平等」は、男性 30～39 歳で約６割、男性 50～59 歳

で５割、男性 40～49 歳、70 歳以上で約５割と高くなっている。『女性が優遇されている（計）』は、

男性 70 歳以上で１割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『男性が優遇されている（計）』 『女性が優遇されている（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

19.0

5.7

4.6

8.2

6.0

6.5

7.7

8.2

2.5

19.0

25.7

41.5

41.1

40.5

21.1

15.4

20.7

22.4

10.9

25.3

28.8

28.6

28.6

41.5

37.0

40.5

42.3

46.2

58.6

49.0

50.9

45.6

48.3

9.5

5.7

9.2

2.4

6.5

6.9

12.2

10.9

11.4

12.7

2.4

0.8

23.8

34.3

3.1

13.7

9.5

11.4

30.8

13.8

8.2

25.5

17.7

5.1

1.2

9.8

1.8

1.7

(%)
ｎ

4.9 28.2 43.4 7.7

0.5

13.2

2.1

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

7.0

2.3

32.4

23.0

38.9

49.0

5.0

11.1

0.7

0.3

12.7

13.4

3.2

0.9

(%)ｎ

4.9 28.2 43.4 7.7

0.5

13.2

2.1

男

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（２）言葉の認知度 

 

問２ 次の言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがある番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の認知度は、「ＤＶ」が 85.4％で最も高く、次いで「男女雇用機会均等法」が 83.5％、「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」が 80.7％となっている。 

 

  

n=(756)  

ＤＶ

男女雇用機会均等法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関
する法律（ＤＶ防止法）

ＬＧＢＴ（性的マイノリティ）

ジェンダー（社会的文化的につくられた性別）

男女共同参画社会基本法

ＪＫビジネス

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律
（女性活躍推進法）

デートＤＶ

政治分野における男女共同参画の推進に関する法
律（候補者男女均等法）

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

見たり聞いたりしたものはない

無回答

85.4

83.5

80.7

62.7

58.1

51.6

44.8

44.4

42.5

28.3

27.9

27.2

11.4

1.6

3.4

0 20 40 60 80 100 (%)
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「ジェンダー（社会的文化的につくられた性別）」は今回調査が前回調査

よりも 25.3 ポイント高くなっている。また、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」

も今回調査が 8.7 ポイント、「男女共同参画社会基本法」も今回調査が 4.0 ポイント高くなってい

る。一方、「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」は今回調査が前回調査よりも 4.6 ポイン

ト、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」も今回調査が 3.7

ポイント、「男女雇用機会均等法」も今回調査が 3.4 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□ＤＶ □男女雇用機会均等法 □配偶者からの暴力の防
止及び被害者の保護等
に関する法律（ＤＶ防止
法）

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□ＬＧＢＴ（性的マイノリ
ティ）

□ジェンダー（社会的文
化的につくられた性別）

□男女共同参画社会基本
法

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□ ＪＫビジネス □ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

□女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関する
法律（女性活躍推進法）

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□デートＤＶ □政治分野における男女
共同参画の推進に関
する法律（候補者男女
均等法）

□女子差別撤廃条約

今回調査 (756)

H26調査 (799)

85.4

-

0 50 100

(%)(%)(%)(%)

83.5

86.9

0 50 100

(%)(%)(%)(%)

80.7

84.4

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

62.7

-

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

58.1

32.8

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

51.6

47.6

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

44.8

-

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

44.4

35.7

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

42.5

-

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

28.3

-

0 50 100 (%)(%)(%)(%)

27.9

-

0 50 100 (%)(%)(%)(%)

27.2

28.9

0 50 100 (%)(%)(%)(%)

ｎ

□ポジティブ・アクション
（積極的改善措置）

□見たり聞いたりしたもの
はない

今回調査 (756)

H26調査 (799)

11.4

16.0

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

1.6

2.5

0 50 100
(%)(%)(%)(%)
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３ 家庭生活について 
（１）結婚についての考え 

 

問３ あなたは、結婚について、次の（ア）～（ケ）の考え方をそれぞれどう思いますか。 

（ア）～（ケ）それぞれについて、一番近い考えの番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

23.9

39.9

63.2

67.3

58.0

0.9

1.2

0.6

16.0

16.2

16.3

33.3

23.7

44.6

38.7

36.4

22.6

19.2

27.1

2.9

2.5

3.5

17.2

16.5

18.7

34.4

35.9

31.8

5.0

3.5

5.6

4.2

7.3

11.1

10.5

11.4

15.6

14.7

15.7

3.7

5.0

2.3

9.0

8.2

3.4

2.7

4.4

70.1

69.6

71.7

30.4

29.9

31.2

7.4

9.2

5.5

22.7

11.4

3.3

4.0

2.0

13.1

14.5

11.4

18.7

20.0

16.9

19.8

24.9

14.3

0.7

0.6

1.9

2.5

1.2

1.9

1.7

1.5

2.1

2.7

1.2

1.3

1.2

1.5

(%)ｎ

31.1 38.1 4.2 8.5 17.5

0.7

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か
と

い
え
ば

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か
と

い
え
ば

そ

う
思
わ
な

い

そ

う
思
わ
な

い

ど

ち
ら
と
も

い
え
な

い

無

回
答

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

(ア)女性も男性も 

結婚した方がよい 

(イ)結婚する、しないは、 

個人の自由である 

(エ)結婚と性的関係は 

別である 

(ウ)結婚は個人の自由を 

束縛するものだから、 

一生結婚しない方が 

よい 

(オ)結婚したら子どもを 

持つ方がよい 
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結婚についての考えは、『そう思う（計）』は、"（イ）結婚する、しないは、個人の自由である"

が 85.8％で最も高く、次いで"（ア）女性も男性も結婚した方がよい"が 69.2％、"（オ）結婚した

ら子どもを持つ方がよい"が 67.7％となっている。一方、『そう思わない（計）』は、"（ウ）結婚は

個人の自由を束縛するものだから、一生結婚しない方がよい"が 81.2％で最も高く、次いで"（カ）

子どもを産み育てるのに、戸籍の上で結婚しているかどうかは関係ない"が 60.4％、"（ク）結婚し

た以上離婚すべきではない"が 54.1％となっている。 

 性別でみると、『そう思う（計）』は"（オ）結婚したら子どもを持つ方がよい"で男性が女性より

も 16.8 ポイント高くなっている。"（ア）女性も男性も結婚した方がよい"も男性が 13.7 ポイント、

"（ク）結婚した以上離婚すべきではない"も男性が 12.3 ポイント高くなっている。一方、『そう思

わない（計）』は"（ク）結婚した以上離婚すべきではない"で女性が男性よりも 14.0 ポイント高く、

"（オ）結婚したら子どもを持つ方がよい"も女性が 6.4 ポイント高くなっている。 

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

15.5

14.0

21.4

22.4

21.0

7.0

4.7

9.3

11.9

10.7

13.4

10.5

14.3

17.1

17.5

16.6

18.1

14.7

22.4

22.1

19.2

25.1

21.2

19.5

14.3

13.5

15.2

11.0

11.7

10.2

13.1

14.2

11.7

37.7

42.6

23.0

18.5

28.0

43.1

48.9

36.4

27.5

27.4

28.0

13.5

7.6

22.5

26.4

17.8

19.4

18.7

20.4

23.9

27.2

20.4

1.7

2.0

1.7

1.7

1.5

1.3

1.2

1.2

1.5

1.2

1.5

(%)

ｎ

14.8 12.0 20.6 39.8 10.7

2.0

(%)

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か
と

い

え

ば

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か
と

い

え

ば

そ

う
思

わ
な

い

そ

う
思

わ
な

い

ど

ち
ら

と
も

い

え

な

い 無

回
答

(キ)夫婦が別姓を名乗るのを

認めた方がよい 

(ク)結婚した以上離婚すべき

ではない 

(ケ)子供ができたら結婚すれ

ばいい 

(カ)子どもを産み育てるのに、

戸籍の上で結婚している

かどうかは関係ない 

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（ア）女性も男性も結婚した方がよい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 4.9 ポイント低

くなっており、女性も今回調査が 8.2 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）結婚する、しないは、個人の自由である 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『そう思う（計）』は女性で今回調

査が前回調査よりも 3.5 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

67.3

58.0

58.2

57.2

59.2

19.2

27.1

24.9

25.8

24.5

4.2

7.3

4.9

5.2

4.4

2.7

4.4

5.0

3.8

6.1

4.0

2.0

3.8

4.3

2.9

2.5

1.2

3.3

3.6

2.9

(%)ｎ

63.2 22.6 5.6 3.43.3

1.9

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

23.9

39.9

37.9

32.8

44.6

38.7

36.4

36.2

38.0

33.8

5.0

3.5

3.1

3.2

3.2

9.0

8.2

6.5

6.3

7.0

22.7

11.4

14.3

17.2

10.2

0.7

0.6

2.0

2.5

1.2

(%)ｎ

31.1 38.1 4.2 8.5 17.5

0.7

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答
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（ウ）結婚は個人の自由を束縛するものだから、一生結婚しない方がよい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体、女性、男性すべてで今回調査が前回調

査よりも 6.1 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）結婚と性的関係は別である 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 7.4 ポイン

ト低くなっており、女性も今回調査が 7.2 ポイント、男性も今回調査が 9.4 ポイント低くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

1.2

0.6

0.4

0.9

2.5

3.5

1.0

0.9

1.2

10.5

11.4

8.5

7.5

9.9

69.6

71.7

78.8

78.7

79.3

14.5

11.4

7.8

8.6

6.4

1.7

1.5

3.5

4.3

2.3

(%)
ｎ

0.9

2.9 11.1 70.1 13.1

1.9

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答
 

『そう思う（計）』 

  

『そう思わない（計）』 

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

16.2

16.3

13.3

12.7

14.0

16.5

18.7

13.6

13.3

13.4

14.7

15.7

15.0

11.1

20.7

29.9

31.2

38.4

40.7

35.6

20.0

16.9

16.3

18.1

14.0

2.7

1.2

3.4

4.1

2.3

(%)
ｎ

16.0 17.2 15.6 30.4 18.7

2.1

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答
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（オ）結婚したら子どもを持つ方がよい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 5.3 ポイント低

くなっており、女性も今回調査が 8.5 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）子どもを産み育てるのに、戸籍の上で結婚しているかどうかは関係ない 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『そう思う（計）』は女性で今回調

査が前回調査よりも 5.9 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

23.7

44.6

41.6

37.3

46.6

35.9

31.8

31.4

30.8

32.1

5.0

2.3

3.5

4.1

2.9

9.2

5.5

4.8

4.8

5.0

24.9

14.3

16.1

19.9

11.7

1.2

1.5

2.6

3.2

1.7

(%)
ｎ

33.3 34.4 3.7 7.4 19.8

1.3

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

そ

う
思

わ

な
い

そ

う
思

わ

な
い

ど

ち
ら

と

も
い

え
な

い 無

回
答

  

『そう思う（計）』 

 

『そう思う（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

15.5

14.0

10.6

7.7

14.6

10.5

14.3

13.4

12.4

14.6

21.2

19.5

17.6

17.0

19.0

37.7

42.6

45.7

46.6

44.3

13.5

7.6

9.5

12.0

5.8

1.7

2.0

3.1

4.1

1.7

(%)
ｎ

14.8 12.0 20.6 39.8 10.7

2.0

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答

 

『そう思わない（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（キ）夫婦が別姓を名乗るのを認めた方がよい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 6.9 ポイント高

くなっており、女性も今回調査が 8.0 ポイント、男性も今回調査が 6.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ク）結婚した以上離婚すべきではない 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 10.2 ポイ

ント高くなっており、女性も 15.1 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

22.4

21.0

15.1

16.5

13.7

17.5

16.6

16.5

15.4

17.5

13.5

15.2

12.9

10.2

16.6

18.5

28.0

28.9

28.7

29.7

26.4

17.8

23.2

24.7

20.7

1.7

1.5

3.4

4.5

1.7

(%)
ｎ

21.4 17.1 14.3 23.0 22.5

1.7

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

そ

う
思

う

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

そ

う
思

わ

な
い

そ

う
思

わ

な
い

ど

ち
ら

と

も
い

え
な

い 無

回
答

   

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

4.7

9.3

11.4

8.4

15.2

14.7

22.4

21.4

19.5

24.8

11.7

10.2

9.0

8.4

9.9

48.9

36.4

34.9

37.1

32.4

18.7

20.4

20.4

23.1

16.0

1.2

1.2

2.9

3.6

1.7

(%)
ｎ

7.0 18.1 11.0 43.1 19.4

1.3

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い 無

回

答

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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（ア）女性も男性も結婚した方がよい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 70 歳以上で８割半ば、男性 60～69 歳で約８割、

女性 70 歳以上、男性 30～39 歳、40～49 歳で７割半ばと高くなっている。一方、『そう思わない（計）』

は、男性 20～29 歳で約４割、女性 30～39 歳で２割を超え、女性 40～49 歳で２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

9.5

22.9

16.9

13.7

21.4

38.2

23.1

27.6

32.7

32.7

40.5

50.8

33.3

34.3

38.5

49.3

36.9

35.8

7.7

48.3

40.8

32.7

39.2

34.7

4.8

5.7

6.2

5.5

4.8

4.1

2.0

5.5

6.3

2.5

14.3

17.1

13.8

2.7

10.7

5.7

38.5

13.8

4.1

9.1

7.6

5.1

38.1

17.1

24.6

28.8

26.2

14.6

30.8

10.3

20.4

20.0

6.3

5.1

2.9

1.6

1.7

(%)
ｎ

31.1 38.1 4.2 8.5 17.5

0.7

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
男
性
】

【
女
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

23.9

39.9

38.7

36.4

5.0

3.5

9.0

8.2

22.7

11.4

0.7

0.6

(%)ｎ

31.1 38.1 4.2 8.5 17.5

0.7

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答



調査の結果／３ 家庭生活について 

（１）結婚についての考え 

39 

（イ）結婚する、しないは、個人の自由である 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、女性 40～49 歳で約 10 割、女性 20～29 歳、50～59

歳、男性 30～39 歳で９割半ばと高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、男性 60～69 歳

で約２割、女性男性 70歳以上で１割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

67.3

58.0

19.2

27.1

4.2

7.3

2.7

4.4

4.0

2.0

2.5

1.2

(%)
ｎ

63.2 22.6 5.6 3.4 3.3

1.9

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

そ

う
思
わ

な
い

そ

う
思
わ

な
い

ど

ち
ら
と

も
い

え
な

い 無

回
答

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

85.7

80.0

86.2

74.0

65.5

48.0

84.6

79.3

57.1

65.5

46.8

54.2

9.5

11.4

10.8

21.9

22.6

23.6

7.7

13.8

30.6

25.5

32.9

28.0

1.4

6.0

8.9

7.7

8.2

5.5

12.7

5.9

1.5

1.4

1.2

6.5

3.4

6.3

7.6

4.8

5.7

1.5

1.4

2.4

7.3

3.4

4.1

3.6

1.7

2.9

2.4

5.7

1.3

2.5

1.9

【
女
性
】

【
男
性
】
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（ウ）結婚は個人の自由を束縛するものだから、一生結婚しない方がよい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 30～39 歳で１割となっている。一方、『そう思

わない（計）』は、男性 60～69 歳、70 歳以上で約９割、女性 70 歳以上、男性 40～49 歳以上で８割

半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

1.2

0.6

2.5

3.5

10.5

11.4

69.6

71.7

14.5

11.4

1.7

1.5

(%)
ｎ

0.9

2.9 11.1 70.1 13.1

1.9

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

5.7

1.2

1.6

3.4

0.8

4.8

3.1

2.7

1.2

3.3

7.7

6.9

4.1

3.6

2.5

2.5

19.0

20.0

9.2

16.4

3.6

8.1

15.4

17.2

16.3

7.3

10.1

10.2

47.6

60.0

72.3

56.2

78.6

76.4

46.2

48.3

69.4

72.7

77.2

77.1

28.6

11.4

15.4

24.7

13.1

7.3

30.8

24.1

10.2

16.4

7.6

6.8

2.9

2.4

3.3

2.5

2.5

0.9 1.9

【
女
性
】

【
男
性
】
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（エ）結婚と性的関係は別である 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 20～29 歳で５割半ば、女性 20～29 歳で約５割、

女性 50～59 歳、男性 30～39 歳で４割半ばと高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、女

性 60～69 歳、男性 40～49 歳で５割半ば、男性 70 歳以上で５割、女性 70 歳以上、男性 50～59 歳

で約５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

28.6

20.0

18.5

16.4

11.9

14.6

23.1

27.6

18.4

9.1

11.4

18.6

19.0

20.0

16.9

27.4

15.5

8.9

30.8

17.2

8.2

21.8

24.1

16.9

4.8

14.3

18.5

19.2

14.3

12.2

15.4

20.7

18.4

16.4

15.2

13.6

19.0

28.6

26.2

16.4

39.3

35.8

13.8

36.7

30.9

31.6

36.4

28.6

14.3

20.0

19.2

17.9

22.0

30.8

20.7

16.3

21.8

17.7

11.9

2.9

1.4

1.2

6.5

2.0

2.5

(%)ｎ

16.0 17.2 15.6 30.4 18.7

2.1

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

16.2

16.3

16.5

18.7

14.7

15.7

29.9

31.2

20.0

16.9

2.7

1.2

(%)
ｎ

16.0 17.2 15.6 30.4 18.7

2.1

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

  

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（オ）結婚したら子どもを持つ方がよい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 50～59 歳から 70 歳以上で８割を超え、女性 70

歳以上で７割半ばと高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、男性 20～29 歳で３割、女

性 30～39 歳で２割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

14.3

10.8

11.0

29.8

39.8

15.4

31.0

36.7

40.0

38.0

61.0

33.3

31.4

41.5

41.1

29.8

35.8

15.4

31.0

32.7

41.8

44.3

20.3

7.7

6.8

7.1

3.3

7.7

3.4

2.0

2.5

2.5

14.3

22.9

9.2

9.6

4.8

7.3

23.1

13.8

4.1

5.5

3.8

3.4

47.6

28.6

30.8

31.5

28.6

10.6

38.5

17.2

24.5

12.7

10.1

10.2

2.9

3.3

3.4

1.3

2.5

(%)ｎ

33.3 34.4 3.7 7.4 19.8

1.3

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

23.7

44.6

35.9

31.8

5.0

2.3

9.2

5.5

24.9

14.3

1.2

1.5

(%)
ｎ

33.3 34.4 3.7 7.4 19.8

1.3

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答



調査の結果／３ 家庭生活について 

（１）結婚についての考え 

43 

（カ）子どもを産み育てるのに、戸籍の上で結婚しているかどうかは関係ない 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 20～29 歳で４割半ば、女性 30～39 歳、男性 40

～49 歳で４割と高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、男性 60～69 歳、70歳以上で約

７割、女性 50～59 歳で６割半ば、女性 70 歳以上で６割を超えて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

14.3

22.9

16.9

16.4

10.7

15.4

23.1

20.7

18.4

12.7

7.6

14.4

23.8

17.1

16.9

8.2

10.7

4.1

23.1

13.8

22.4

16.4

12.7

10.2

23.8

22.9

24.6

30.1

15.5

17.1

15.4

20.7

16.3

23.6

25.3

15.3

28.6

31.4

30.8

32.9

42.9

43.9

23.1

37.9

30.6

36.4

43.0

53.4

9.5

5.7

10.8

12.3

20.2

13.8

15.4

6.9

10.2

10.9

8.9

3.4

5.7

2.0

2.5

3.4

(%)ｎ

14.8 12.0 20.6 39.8 10.7

2.0

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

15.5

14.0

10.5

14.3

21.2

19.5

37.7

42.6

13.5

7.6

1.7

2.0

(%)
ｎ

14.8 12.0 20.6 39.8 10.7

2.0

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答
 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（キ）夫婦が別姓を名乗るのを認めた方がよい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 20～29 歳で約７割、女性 30～39 歳で６割、女

性 20～29 歳で５割を超えて高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、男性 40～49 歳で５

割を超え、男性 70 歳以上で約５割、女性 70 歳以上、男性 60～69 歳以上で４割半ばと高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

23.8

40.0

21.5

30.1

17.9

16.3

46.2

20.7

26.5

20.0

16.5

19.5

28.6

20.0

27.7

19.2

14.3

10.6

23.1

10.3

10.2

18.2

21.5

16.1

9.5

8.6

10.8

19.2

15.5

12.2

20.7

14.3

14.5

16.5

15.3

14.3

5.7

6.2

9.6

19.0

34.1

7.7

20.7

36.7

20.0

26.6

33.1

23.8

22.9

33.8

21.9

32.1

22.8

23.1

27.6

12.2

27.3

17.7

12.7

2.9

1.2

4.1

1.3

3.4

(%)ｎ

21.4 17.1 14.3 23.0 22.5

1.7

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

22.4

21.0

17.5

16.6

13.5

15.2

18.5

28.0

26.4

17.8

1.7

1.5

(%)
ｎ

21.4 17.1 14.3 23.0 22.5

1.7

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答



調査の結果／３ 家庭生活について 

（１）結婚についての考え 

45 

（ク）結婚した以上離婚すべきではない 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う(計）』は、男性 70 歳以上で約４割、男性 20～29 歳、40～49 歳、

60～69 歳で３割と高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、女性 40～49 歳で約７割、女

性 60～69 歳で６割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

5.7

3.1

1.4

3.6

8.1

7.7

10.3

12.2

3.6

7.6

11.9

23.8

11.4

9.2

16.4

10.7

18.7

23.1

13.8

18.4

18.2

22.8

28.0

23.8

14.3

12.3

8.2

14.3

8.9

15.4

17.2

8.2

9.1

15.2

5.9

38.1

48.6

55.4

52.1

50.0

44.7

23.1

34.5

36.7

45.5

38.0

33.1

9.5

20.0

20.0

21.9

21.4

15.4

30.8

24.1

24.5

23.6

15.2

18.6

4.1

1.3

2.5

(%)ｎ

7.0 18.1 11.0 43.1 19.4

1.3

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

4.7

9.3

14.7

22.4

11.7

10.2

48.9

36.4

18.7

20.4

1.2

1.2

(%)
ｎ

7.0 18.1 11.0 43.1 19.4

1.3

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答
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（ケ）子供ができたら結婚すればいい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う (計）』は、男性 70 歳以上で５割、女性 70 歳以上で４割半ばと

高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、女性 20～29 歳で６割を超え、男性 30～39 歳で

５割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

8.6

3.1

9.6

7.1

20.3

6.9

14.3

10.9

5.1

22.9

19.0

11.4

12.3

16.4

20.2

26.0

7.7

13.8

24.5

25.5

27.8

28.0

19.0

20.0

16.9

15.1

14.3

9.8

15.4

24.1

16.3

12.7

11.4

5.9

42.9

31.4

30.8

34.2

23.8

20.3

15.4

31.0

24.5

32.7

32.9

24.6

19.0

28.6

36.9

24.7

34.5

19.5

61.5

24.1

20.4

18.2

21.5

15.3

4.1

1.3

3.4

(%)ｎ

11.9 22.1 13.1 27.5 23.9

1.5

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

10.7

13.4

19.2

25.1

14.2

11.7

27.4

28.0

27.2

20.4

1.2

1.5

(%)
ｎ

11.9 22.1 13.1 27.5 23.9

1.5

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（２）非婚化する理由 

 

問４ 最近、結婚しない（したくてもできない）人が増えていますが、その理由は何だと思い

ますか。該当する番号三つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非婚化する理由は、「結婚の必要性を感じない人が増えたから」が 65.9％で最も高く、次いで「収

入が不安定で、結婚後の生活が不安だから」が 56.0％、「自由や気楽さを失いたくないという人が

増えたから」が 51.2％となっている。 

 性別でみると、「結婚すると家事・育児・介護（以下、「家事等」という。）の家庭責任を担わな

いといけないから」は女性が男性よりも 7.0 ポイント高く、「自由や気楽さを失いたくないという

人が増えたから」も女性が 3.0 ポイント高くなっている。一方、「収入が不安定で、結婚後の生活

が不安だから」は男性が女性よりも 4.4 ポイント高くなっている。 

 

  

結婚の必要性を感じない人が増えたから

収入が不安定で、結婚後の生活が

不安だから

自由や気楽さを失いたくないという人が

増えたから

結婚すると家事等の家庭責任を担わない

といけないから

結婚後も女性が働き続けられる環境が

整っていないから

異性とうまくコミュニケーションをとることが

できない人が増えたから

結婚相手に対する理想が高すぎるから

若い人達が異性と出会えるような機会が

少ないから

親や世間が結婚することを強く勧めなく

なったから

その他

無回答

65.9

56.0

51.2

25.8

25.4

23.4

14.7

14.6

10.8

3.7

1.5

66.6

53.6

52.9

29.2

24.4

22.9

14.0

13.7

11.5

3.0

1.5

65.6

58.0

49.9

22.2

26.5

24.5

15.2

15.5

9.9

4.7

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70

全体(n=756)

女性(n=401)

男性(n=343)

(%)
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「結婚すると家事・育児・介護（以下、「家事等」という。）の家庭責任

を担わないといけないから」は全体で今回調査が前回調査よりも 12.4 ポイント高くなっており、

女性も今回調査が 13.6 ポイント、男性も今回調査が 12.0 ポイント高くなっている。全体で大きな

差異はみられないが、「結婚の必要性を感じない人が増えたから」も女性で今回調査が前回調査よ

りも 5.1 ポイント高くなっている。一方、「収入が不安定で、結婚後の生活が不安だから」は全体

で今回調査が 6.5 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 4.3 ポイント、男性も今回調査が 9.9

ポイント低くなっている。「結婚相手に対する理想が高すぎるから」も全体で今回調査が前回調査

よりも 5.3 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 5.0 ポイント、男性も今回調査が 5.5 ポイ

ント低くなっている。全体で大きな差異はみられないが、「結婚後も女性が働き続けられる環境が

整っていないから」も女性で今回調査が前回調査よりも 6.1 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□結婚の必要性を感じな
い人が増えたから

□収入が不安定で、結婚
後の生活が不安だから

□自由や気楽さを失いたく
ないという人が増えたか
ら

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (422)

男性 (343)

ｎ

□結婚すると家事・育児・
介護（以下、「家事等」
という。）の家庭責任を
担わないといけないか
ら

□結婚後も女性が働き続
けられる環境が整って
いないから

□異性とうまくコミュニケー
ションをとることができな
い人が増えたから

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (422)

男性 (343)

ｎ

□結婚相手に対する理想
が高すぎるから

□若い人達が異性と出会
えるような機会が少な
いから

□親や世間が結婚すること
を強く勧めなくなったか
ら

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (422)

男性 (343)

ｎ

□その他 □無回答 □

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (422)

男性 (343)

65.9

66.6

65.6

62.7

61.5

63.8

0 40 80 (%)

56.0

53.6

58.0

62.5

57.9

67.9

0 40 80 (%)

51.2

52.9

49.9

52.8

52.7

52.8

0 40 80 (%)

25.8

29.2

22.2

13.4

15.6

10.2

0 40 80 (%)

25.4

24.4

26.5

27.4

30.5

24.5

0 40 80 (%)

23.4

22.9

24.5

24.9

24.0

25.9

0 40 80 (%)

14.7

14.0

15.2

20.0

19.0

20.7

0 40 80
(%)

14.6

13.7

15.5

15.1

16.1

14.6

0 40 80
(%)

10.8

11.5

9.9

15.3

17.2

12.8

0 40 80
(%)

3.7

3.0

4.7

4.4

4.1

5.0

0 40 80
(%)

1.5

1.5

1.2

1.5

1.1

2.0

0 40 80
(%)

0 40 80
(%)
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「結婚の必要性を感じない人が増えたから」は、女性 40～49 歳で７割半ば、

女性 30～39 歳、50～59 歳、男性 30～39 歳で７割を超えて高くなっている。「収入が不安定で、結

婚後の生活が不安だから」は、男性 20～29 歳で８割半ば、女性男性 40～49 歳で６割を超えて高く

なっている。「自由や気楽さを失いたくないという人が増えたから」は、女性 50～59 歳で６割を超

え、男性 50～59 歳で６割、女性 60～69 歳で約６割と高くなっている。「結婚すると家事・育児・

介護（以下、「家事等」という。）の家庭責任を担わないといけないから」、「結婚後も女性が働き続

けられる環境が整っていないから」は、女性 20～29 歳で６割を超えて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□結婚の必要性を感じな
い人が増えたから

□収入が不安定で、結婚
後の生活が不安だから

□自由や気楽さを失いた
くないという人が増えた
から

□結婚すると家事・育児・
介護（以下、「家事等」と
いう。）の家庭責任を担
わないといけないから

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

ｎ

□結婚後も女性が働き続
けられる環境が整って
いないから

□異性とうまくコミュニケー
ションをとることができな
い人が増えたから

□結婚相手に対する理想
が高すぎるから

□若い人達が異性と出会
えるような機会が少ない
から

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

ｎ

□親や世間が結婚するこ
とを強く勧めなくなった
から

□その他
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（３）家事等の役割分担 

（ア）現在の役割分担 

※ 現在結婚（事実婚を含む）している方のみお答えください。 

問５ あなたのご家庭では現在、家事等の日常的な仕事は、主にどなたがしていますか。 

   また、あなたはどのような仕事の分担が理想的だと考えますか。それぞれについて、一番近

い番号ひとつに○をつけてください。 
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に
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夫

婦
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も
同

じ
く

ら

い

行
う

主

に
そ

の
他

の
人

が

行

う

無

回
答

(ア)食事の支度・ 

あとかたづけ 

(イ)掃除・洗濯 

(ウ)食料品・日用品等の 

買物 

(エ)役所等への用事・ 

書類の作成 
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家事等の役割分担の現実は、「主に夫が行う」は、"（エ）役所等への用事・書類の作成"が 35.6％

で最も高くなっている。「主に妻が行う」は、"（ア）食事の支度・あとかたづけ"が 77.0％で最も

高く、次いで"（イ）掃除・洗濯"が 76.6％、"（オ）乳児・幼児の世話（現在、または過去に）"

が 75.4％となっている。「夫婦とも同じくらい行う」は、"（ウ）食料品・日用品等の買物"が 29.2％

で最も高く、次いで"（エ）役所等への用事・書類の作成"が 25.4％、"（キ）子どもの送迎、勉強

や遊びの世話"が 23.9％となっている。 

 性別でみると、「主に夫が行う」は"（エ）役所等への用事・書類の作成"で男性が女性よりも 24.0

ポイント高くなっている。「主に妻が行う」は"（エ）役所等への用事・書類の作成"で女性が男性

よりも 25.4 ポイント高く、"（カ）子どもの学校行事等への参加（現在、または過去に）"も女性

が 21.3 ポイント、"（キ）子どもの送迎、勉強や遊びの世話"も女性が 17.8 ポイント高くなってい

る。「夫婦とも同じくらい行う」は"（カ）子どもの学校行事等への参加（現在、または過去に）"

で男性が女性よりも 18.3 ポイント高く、"（キ）子どもの送迎、勉強や遊びの世話"も男性が 13.1

ポイント高くなっている。  
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子
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護
の
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要

な

高
齢

者

は
い

な

い 無

回

答

(カ)子どもの学校行事等

への参加 

（現在、または過去に） 

(キ)子どもの送迎、 

勉強や遊びの世話 

(ク)高齢者の世話（介護）

（現在、または過去に） 

(オ)乳児・幼児の世話 

(現在、または過去に) 
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「夫婦とも同じくらい行う」は、"（ア）食事の支度・あとかたづけ"で

今回調査が前回調査よりも 4.8 ポイント、"（ク）高齢者の世話（介護）（現在、または過去に）"

も今回調査が 3.6 ポイント高くなっている。一方、「主に妻が行う」は"（ア）食事の支度・あとか

たづけ"で今回調査が前回調査よりも 4.7 ポイント、"(エ)役所等への用事・書類の作成"で 4.0 ポ

イント、"(ウ)食料品・日用品等の買物"で 3.9 ポイント低くなっている。 
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（イ）理想の役割分担 

※ 現在結婚（事実婚を含む）している方のみお答えください。 

問５ あなたのご家庭では現在、家事等の日常的な仕事は、主にどなたがしていますか。 

  また、あなたはどのような仕事の分担が理想的だと考えますか。それぞれについて、一番近い

番号ひとつに○をつけてください。 
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(ケ)食事の支度・ 

あとかたづけ 

(コ)掃除・洗濯 

(サ)食料品・日用品等の 

買物 

(シ)役所等への用事・ 

書類の作成 
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家事等の役割分担の理想は、「主に夫が行う」は、"（シ）役所等への用事・書類の作成"が 27.6％

で最も高くなっている。「主に妻が行う」は、"（ケ）食事の支度・あとかたづけ"が 36.3％で最も

高く、次いで"（コ）掃除・洗濯"が 35.6％、"（サ）食料品・日用品等の買物"が 27.7％となって

いる。「夫婦とも同じくらい行う」は、"（ソ）子どもの送迎、勉強や遊びの世話"が 68.8％で最も

高く、次いで"（セ）子どもの学校行事等への参加"が 67.0％、"（サ）食料品・日用品等の買物"

が 65.7％、"（タ）高齢者の世話（介護）"が 62.0％となっている。 

 性別でみると、「主に夫が行う」は"（シ）役所等への用事・書類の作成"で男性が女性よりも 15.0

ポイント高くなっている。「主に妻が行う」は"（ス）乳児・幼児の世話"で男性が女性よりも 9.3

ポイント高くなっている。一方、"（シ）役所等への用事・書類の作成"で女性が男性よりも 5.0 ポ

イント高くなっている。「夫婦とも同じくらい行う」は"（ス）乳児・幼児の世話"で女性が男性よ

りも 10.5 ポイント、"（シ）役所等への用事・書類の作成"も女性が 9.1 ポイント高くなっている。 
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「主に夫が行う」は"(シ)役所等への用事・書類の作成"で今回調査が前

回調査よりも 4.0 ポイント高くなっている。「主に妻が行う」も"(サ)食料品・日用品等の買物"で

今回調査が前回調査よりも 3.4 ポイント、"（ケ）食事の支度・あとかたづけ"、"（コ）掃除・洗

濯"で今回調査が 3.1 ポイント高くなっている。 
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(タ)高齢者の世話(介護) 

(ス)乳児・幼児の世話 

 

(ソ)子どもの送迎、 

勉強や遊びの世話 

（H26 調査なし） 

今回調査 (548) 2.6 13.0 68.8 10.9 4.7
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４ 学校や家庭における子どもの教育について 
（１）子どもの教育における男女平等意識 

 

問６ あなたは、子どもの教育における男女平等の意識についてどう思いますか。 

（ア）～（ウ）それぞれについて一番近い考え方の番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの教育における男女平等の意識は、『そう思う（計）』は、"（ア）男の子は男の子らしく、

女の子は女の子らしく育てる方がよい"が 55.8％、"（イ）性別にとらわれず、男の子も女の子も炊

事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけることが必要である"が 90.4％、"（ウ）理系は、

男性の方が向いている"が 23.2％となっている。『そう思わない（計）』は、"（ア）男の子は男の子

らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい"が 33.9％、"（イ）性別にとらわれず、男の子も女

の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけることが必要である"が 5.1％、"（ウ）

理系は、男性の方が向いている"が 59.4％となっている。 

 性別でみると、『そう思う（計）』は"（ア）男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育て

る方がよい"で男性が女性よりも 20.5 ポイント高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は"

（ア）男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい"で女性が男性よりも 17.6 ポ

イント、"（イ）性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を

身につけることが必要である"も男性が 3.8 ポイント高くなっている。また、"（ウ）理系は、男性

の方が向いている"では大きな差異はみられない。  

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

9.0

29.4

58.1

62.3

53.6

5.7

5.2

6.1

37.2

37.3

32.3

29.4

35.9

17.5

17.0

17.5

17.2

10.8

3.2

2.5

4.1

13.9

13.7

14.3

25.2

14.0

1.9

0.7

2.9

45.5

45.1

46.6

6.2

6.1

1.3

1.0

1.7

12.8

13.0

13.1

5.2

2.3

3.3

4.0

1.7

4.6

6.0

2.3

(%)
ｎ

18.4 37.4 14.2 19.7 6.1 4.2

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

(ア)男の子は男の子らしく、 

女の子は女の子らしく 

育てる方がよい 

(イ)性別にとらわれず、男

の子も女の子も炊事・

掃除・洗濯など生活に

必要な技術を身につ

けることが必要である 

(ウ)理系は、男性の方が 

向いている 

 

『そう思う（計）』 

  

『そう思わない（計）』 
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（ア）男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 8.6 ポイント低

くなっており、女性も今回調査が 12.2 ポイント、男性も今回調査が 5.9 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につける

ことが必要である 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「そう思う」は全体で今回調査が前回調査よりも 3.6 ポイント低くなっ

ており、女性も今回調査が 3.5 ポイント、男性も今回調査が 4.1 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

 

『そう思う（計）』 

  

『そう思わない（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

9.0

29.4

24.9

19.9

31.8

37.2

37.3

39.5

38.5

40.8

17.2

10.8

10.4

12.9

7.3

25.2

14.0

15.9

17.6

14.0

6.2

6.1

5.1

6.3

3.5

5.2

2.3

4.1

4.8

2.6

(%)
ｎ

18.4 37.4 14.2 19.7 6.1 4.2

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

わ

か

ら
な

い

無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

62.3

53.6

61.7

65.8

57.7

29.4

35.9

30.7

27.8

33.5

2.5

4.1

3.1

2.3

4.4

0.7

2.9

1.1

0.7

1.7

1.0

1.7

0.9

0.9

0.6

4.0

1.7

2.5

2.5

2.0

(%)
ｎ

58.1 32.3 3.2

1.9 1.3

3.3

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

そ

う

思
わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（ア）男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う（計）』は、男性 60～69 歳、70歳以上で７割半ば、男性 40～49

歳で６割半ば、男性 50～59 歳で６割と高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、女性 20

～29 歳で６割半ば、女性 50～59 歳で５割を超え、女性 40～49 歳で約５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

7.7

2.7

10.7

15.4

7.7

27.6

24.5

21.8

26.6

39.8

19.0

40.0

36.9

35.6

39.3

39.0

15.4

20.7

38.8

38.2

46.8

36.4

23.8

20.0

12.3

28.8

16.7

11.4

15.4

20.7

8.2

12.7

8.9

9.3

42.9

25.7

36.9

23.3

22.6

18.7

30.8

20.7

22.4

12.7

11.4

9.3

4.8

11.4

4.6

5.5

7.1

5.7

30.8

10.3

2.0

12.7

3.8

2.5

4.8

2.9

1.5

4.1

3.6

9.8

4.1

1.8

2.5

2.5

(%)ｎ

18.4 37.4 14.2 19.7 6.1 4.2

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

9.0

29.4

37.2

37.3

17.2

10.8

25.2

14.0

6.2

6.1

5.2

2.3

(%)
ｎ

18.4 37.4 14.2 19.7 6.1 4.2

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

そ

う
思
う

ど

ち
ら
か

と
い

え
ば

そ

う
思
わ

な
い

そ

う
思
わ

な
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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（イ）性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につける

ことが必要である 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う（計）』は、女性 30～39 歳、40～49 歳で約 10割、女性 20～29

歳、女性 60～69 歳で９割半ば、女性 50～59 歳、男性 70歳以上で９割を超えて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

62.3

53.6

29.4

35.9

2.5

4.1

0.7

2.9

1.0

1.7

4.0

1.7

(%)
ｎ

58.1 32.3 3.2

1.9 1.3

3.3

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

76.2

71.4

69.2

75.3

67.9

42.3

61.5

62.1

63.3

69.1

46.8

44.1

19.0

25.7

29.2

16.4

26.2

42.3

23.1

24.1

26.5

18.2

41.8

48.3

2.9

1.5

2.7

2.4

3.3

3.4

7.3

5.1

4.2

1.2

1.6

7.7

3.4

6.1

1.8

2.5

1.7

1.4

1.2

1.6

7.7

6.9

1.8

1.3

0.8

4.8

4.1

1.2

8.9

4.1

1.8

2.5

0.8

【
女
性
】

【
男
性
】
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（ウ）理系は、男性の方が向いている 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う（計）』は、男性 30～39 歳で３割を超え、男性 40～49 歳で３割

と高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は、男性 20～29 歳、男性 50～59 歳で７割半ば、

女性 20～29 歳で７割を超え、女性 40～49 歳で約７割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

5.7

3.1

1.4

8.3

7.3

7.7

13.8

6.1

1.8

7.6

5.1

14.3

20.0

12.3

23.3

9.5

20.3

17.2

24.5

5.5

19.0

21.2

9.5

11.4

18.5

11.0

15.5

13.0

15.4

17.2

10.2

12.7

15.2

15.3

61.9

40.0

50.8

50.7

51.2

33.3

61.5

34.5

40.8

61.8

45.6

44.1

9.5

22.9

15.4

9.6

11.9

12.2

15.4

17.2

14.3

16.4

10.1

11.9

4.8

4.1

3.6

13.8

4.1

1.8

2.5

2.5

(%)
ｎ

5.7 17.5 13.9 45.5 12.8 4.6

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

5.2

6.1

17.0

17.5

13.7

14.3

45.1

46.6

13.0

13.1

6.0

2.3

(%)ｎ

5.7 17.5 13.9 45.5 12.8 4.6

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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５ 人権について 
（１）人権が侵害されていると感じること 

 

問７ 次のうち、あなたが、人権が侵害されていると感じるのは、どのようなことについてで

しょうか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権が侵害されていると感じることは、「レイプ（強制性交等）などの性暴力」が 86.1％で最も

高く、次いで「職場等におけるハラスメント」が 79.0％、「痴漢等のわいせつな行為」が 77.2％と

なっている。 

 性別でみると、「女性の体の一部などを、内容と無関係に使用した広告」は女性が男性よりも 9.8

ポイント高く、「売春・買春・援助交際」も女性が 5.8 ポイント高くなっている。一方、「つきまと

いなどのストーカー行為」は男性が女性よりも 3.1 ポイント高くなっている。 

 

 

  

レイプ（強制性交等）などの性暴力

職場等におけるハラスメント

痴漢等のわいせつな行為

配偶者又は恋人からの暴力

つきまといなどのストーカー行為

夫婦生活における一方的セックスの強要

ＬＧＢＴへの偏見と無理解

売春・買春・援助交際

女性の体の一部などを、内容と無関係に

使用した広告

その他

無回答

86.1

79.0

77.2

75.8

73.0

60.3

53.8

50.9

40.9

2.8

3.0

87.3

80.0

77.3

77.8

71.8

63.3

54.4

53.9

45.4

3.7

4.0

85.4

78.1

77.6

74.1

74.9

57.1

54.2

48.1

35.6

1.7

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=756)

女性(n=401)

男性(n=343)

(%)
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「つきまといなどのストーカー行為」は全体で今回調査が前回調査より

も 4.7 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 4.7 ポイント、男性も今回調査が 5.0 ポイント

低くなっている。全体で大きな差異はみられないが、「職場等におけるハラスメント」も男性で今

回調査が 3.5 ポイント、「痴漢等のわいせつな行為」も男性で今回調査が 3.4 ポイント低くなって

いる。一方、「女性の体の一部などを、内容と無関係に使用した広告」は全体で大きな差異はみら

れないが、女性で今回調査が前回調査よりも 5.1 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□レイプ（強制性交等）な
どの性暴力

□職場等におけるハラス
メント

□痴漢等のわいせつな行
為

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□配偶者又は恋人からの
暴力

□つきまといなどのストー
カー行為

□夫婦生活における一方
的セックスの強要

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□ＬＧＢＴへの偏見と無理
解

□売春・買春・援助交際 □女性の体の一部などを、
内容と無関係に使用した
広告

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□その他 □無回答 □

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

86.1

87.3

85.4

86.6

86.2

87.5

0 50 100
(%)

79.0

80.0

78.1

79.3

78.3

81.6

0 50 100
(%)

77.2

77.3

77.6

79.2

78.1

81.0

0 50 100
(%)

75.8

77.8

74.1

76.5

77.6

75.8

0 50 100
(%)

73.0

71.8

74.9

77.7

76.5

79.9

0 50 100
(%)

60.3

63.3

57.1

59.2

61.3

57.7

0 50 100
(%)

53.8

54.4

54.2

-

-

-

0 50 100
(%)

50.9

53.9

48.1

50.4

51.8

48.4

0 50 100
(%)

40.9

45.4

35.6

38.7

40.3

37.3

0 50 100
(%)

2.8

3.7

1.7

3.6

2.0

5.8

0 50 100
(%)

3.0

4.0

1.5

-

-

-

0 50 100
(%)

0 50 100
(%)
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６ ＤＶについて 
（１）配偶者や同棲相手の有無〔新規〕 

 

問８ あなたは、これまでに配偶者や同棲相手がいますか。あるいは、これまでに、いたこと

がありますか。該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者や同棲相手の有無は、「いる／いたことがある」が 79.9％、「いない」が 18.7％となって

いる。 

 

 

 

79.9 18.7

1.5

ｎ

(756)

(%)

い

る
／

い

た

こ

と

が

あ

る

い

な
い

無

回
答
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（２）ＤＶの被害経験〔新規〕 

 

※問８で「１ いる／いたことがある」と回答された方のみお答えください。 

問９ （１）あなたはこれまでに、あなたの配偶者などから（ア）～（エ）のような行為（Ｄ

Ｖ）をされた経験がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶの被害経験の全体"（ア）-（エ）配偶者からの被害経験の有無"は、『経験がある』が 31.6％、

「まったくない」が 67.4％となっている。 

 性別でみると、"（ア）-（エ）配偶者からの被害経験の有無"、各行為全てで『経験がある』は

女性が男性よりも高くなっており、"（ア）-（エ）配偶者からの被害経験の有無"を比較すると、

女性が 14.0 ポイント高くなっている。  

(ア)-（エ）配偶者からの
被害経験の有無

(604)

（ア）身体的暴行 (604)

（イ）心理的攻撃 (604)

（ウ）性的強要 (604)

（エ）経済的圧迫 (604)

(ア)-（エ）配偶者からの
被害経験の有無

(321)

（ア）身体的暴行 (321)

（イ）心理的攻撃 (321)

（ウ）性的強要 (321)

（エ）経済的圧迫 (321)

(ア)-（エ）配偶者からの
被害経験の有無

(275)

（ア）身体的暴行 (275)

（イ）心理的攻撃 (275)

（ウ）性的強要 (275)

（エ）経済的圧迫 (275)

ｎ

4.0

7.9

3.5

5.3

17.8

6.2

11.2

5.6

7.8

6.5

1.5

3.6

0.7

2.5

13.4

9.9

6.5

4.6

20.2

14.3

9.7

10.3

6.5

17.5

12.4

10.5

2.2

2.5

80.8

78.8

86.6

86.8

61.4

77.9

75.7

81.3

82.9

74.9

84.4

82.9

93.5

91.6

1.8

3.3

3.5

3.3

0.6

1.6

3.4

2.8

2.8

1.1

1.8

2.9

3.6

3.3

(%)
12.7 18.9 67.4

1.0

何

度

も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

【
全
体
】

 

『経験がある』 
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（ア）身体的暴行：なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなど 

（イ）心理的攻撃：人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視したり、長期間

無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられる

のではないかと恐怖を感じるような脅迫など 

（ウ）性的強要 ：いやがっているのに、性的な行為を強要される、見たくないのにポルノ映像等を見せられる、 

避妊に協力しないなど 

（エ）経済的圧迫：生活費を渡されない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるなど 

 

 

【内閣府調査（平成 29年）との比較】 

 内閣府調査と比較すると、『経験がある』は"（ア）-（エ）配偶者からの被害経験の有無"で県調

査が内閣府調査よりも 5.5 ポイント高くなっている。各行為をみると、"（イ）心理的攻撃"は県調

査が内閣府調査よりも 4.1 ポイント、"（ウ）性的強要"も県調査が 3.3 ポイント、"（エ）経済的

圧迫"も県調査が 3.8 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※内閣府調査：平成 29 年度男女間における暴力に関する調査 

  

  

『経験がある』 

（エ）経済的圧迫 

（ウ）性的強要 

（イ）心理的攻撃 

（ア）身体的暴行 

（ア）－（エ）配偶者からの 

被害経験の有無 

県調査 (604)

内閣府調査 (2,485)

県調査 (604)

内閣府調査 (2,485)

県調査 (604)

内閣府調査 (2,485)

県調査 (604)

内閣府調査 (2,485)

県調査 (604)

内閣府調査 (2,485)

9.7

4.0

3.7

7.9

5.8

3.5

3.3

5.3

2.2

16.4

13.4

13.7

9.9

7.9

6.5

3.4

4.6

3.9

72.3

80.8

80.6

78.8

83.3

86.6

90.7

86.8

90.0

1.5

1.8

2.0

3.3

3.0

3.5

3.2

3.3

3.3

(%)ｎ

12.7 18.9 67.4

1.0

何

度

も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な

い

無

回

答
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（ア）－（エ）配偶者からの被害経験の有無 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『経験がある』は全ての年代で女性が男性よりも高くなっており、女性 30

～39 歳、40～49 歳、60～69 歳で４割以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

『経験がある』 

  全  体 (604)

20～29歳 (9)

30～39歳 (29)

40～49歳 (54)

50～59歳 (65)

60～69歳 (74)

70歳以上 (90)

20～29歳 (4)

30～39歳 (19)

40～49歳 (36)

50～59歳 (43)

60～69歳 (68)

70歳以上 (105)

11.1

24.1

27.8

16.9

17.6

11.1

10.5

11.1

11.6

5.9

2.9

22.2

17.2

13.0

20.0

27.0

20.0

25.0

26.3

19.4

11.6

14.7

19.0

66.7

58.6

57.4

63.1

55.4

67.8

75.0

63.2

69.4

76.7

79.4

75.2

1.9

1.1

2.9

(%)
ｎ

12.7 18.9 67.4

1.0

何

度
も

あ
っ

た

１
、

２

度
あ
っ

た

ま
っ

た

く
な

い

無

回
答

【
女
性
】

【
男
性
】

全　体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

17.8

6.5

20.2

17.5

61.4

74.9

0.6

1.1

(%)ｎ

12.7 18.9 67.4

1.0

何
度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な
い

無
回

答
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【性・地域（市部郡部）別】 

 性・地域（市部郡部）別でみると、『経験がある』は市部の女性で約４割と高く、市部の男性と

比較すると、市部の女性が 14.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『経験がある』 

  全  体 (604)

市部 (301)

郡部 (18)

市部 (258)

郡部 (15)

17.9

11.1

6.2

13.3

20.3

22.2

17.4

13.3

61.1

66.7

75.2

73.3

0.7

1.2

(%)
ｎ

12.7 18.9 67.4

1.0

何

度

も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な
い

無

回

答

【
女
性
】 

【
男
性
】 

全　体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

17.8

6.5

20.2

17.5

61.4

74.9

0.6

1.1

(%)ｎ

12.7 18.9 67.4

1.0

何

度
も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な
い

無

回
答
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（ア）身体的暴行 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『経験がある」は男女とも年齢が低いほど高い傾向にあり、女性 30～39 歳

で３割を超えて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『経験がある』 

  全  体 (604)

20～29歳 (9)

30～39歳 (29)

40～49歳 (54)

50～59歳 (65)

60～69歳 (74)

70歳以上 (90)

20～29歳 (4)

30～39歳 (19)

40～49歳 (36)

50～59歳 (43)

60～69歳 (68)

70歳以上 (105)

13.8

5.6

1.5

8.1

6.7

5.3

2.8

1.5

1.0

22.2

17.2

16.7

16.9

13.5

10.0

25.0

15.8

19.4

11.6

7.4

12.4

77.8

69.0

75.9

81.5

75.7

81.1

75.0

78.9

77.8

86.0

91.2

82.9

1.9

2.7

2.2

2.3

3.8

(%)ｎ

4.0 13.4 80.8

1.8

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

6.2

1.5

14.3

12.4

77.9

84.4

1.6

1.8

(%)ｎ

4.0 13.4 80.8

1.8

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答
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（イ）心理的攻撃 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『経験がある』は女性で２割以上となっている年代が多く、女性 40～49 歳

で約３割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『経験がある』 

  全  体 (604)

20～29歳 (9)

30～39歳 (29)

40～49歳 (54)

50～59歳 (65)

60～69歳 (74)

70歳以上 (90)

20～29歳 (4)

30～39歳 (19)

40～49歳 (36)

50～59歳 (43)

60～69歳 (68)

70歳以上 (105)

11.1

17.2

18.5

13.8

9.5

4.4

10.5

5.6

4.7

4.4

1.0

22.2

6.9

9.3

12.3

12.2

5.6

25.0

15.8

13.9

11.6

11.8

6.7

66.7

75.9

68.5

72.3

75.7

83.3

75.0

73.7

80.6

81.4

82.4

86.7

3.7

1.5

2.7

6.7

2.3

1.5

5.7

(%)ｎ

7.9 9.9 78.8 3.3

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

11.2

3.6

9.7

10.5

75.7

82.9

3.4

2.9

(%)ｎ

7.9 9.9 78.8 3.3

何

度

も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な
い

無

回

答
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（ウ）性的強要 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『経験がある』は男性の全ての年代で 5.0％以下となっている。一方、女性

は全ての年代で 10.0％以上となっており、女性 60～69 歳で２割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『経験がある』 

  全  体 (604)

20～29歳 (9)

30～39歳 (29)

40～49歳 (54)

50～59歳 (65)

60～69歳 (74)

70歳以上 (90)

20～29歳 (4)

30～39歳 (19)

40～49歳 (36)

50～59歳 (43)

60～69歳 (68)

70歳以上 (105)

17.2

5.6

4.6

4.1

4.4

2.8

1.5

11.1

3.4

9.3

9.2

17.6

7.8

2.9

3.8

88.9

79.3

81.5

84.6

75.7

83.3

100.0

100.0

97.2

95.3

94.1

89.5

3.7

1.5

2.7

4.4

4.7

1.5

6.7

(%)ｎ

3.5 6.5 86.6 3.5

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

5.6

0.7

10.3

2.2

81.3

93.5

2.8

3.6

(%)ｎ

3.5 6.5 86.6 3.5

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答
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（エ）経済的圧迫 

【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『経験がある』は女性 30～39 歳、40～49 歳で約２割、女性 60～69 歳、男

性 40～49 歳で１割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『経験がある』 

  全  体 (604)

20～29歳 (9)

30～39歳 (29)

40～49歳 (54)

50～59歳 (65)

60～69歳 (74)

70歳以上 (90)

20～29歳 (4)

30～39歳 (19)

40～49歳 (36)

50～59歳 (43)

60～69歳 (68)

70歳以上 (105)

13.8

14.8

6.2

8.1

3.3

8.3

7.0

1.0

11.1

3.4

3.7

6.2

6.8

8.9

5.6

2.3

1.5

2.9

88.9

82.8

77.8

86.2

83.8

82.2

100.0

100.0

86.1

86.0

97.1

90.5

3.7

1.5

1.4

5.6

4.7

1.5

5.7

(%)ｎ

5.3 4.6 86.8 3.3

何

度

も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (604)

女性 (321)

男性 (275)

7.8

2.5

6.5

2.5

82.9

91.6

2.8

3.3

(%)ｎ

5.3 4.6 86.8 3.3

何

度

も

あ
っ

た

１
、

２

度

あ
っ

た

ま
っ

た

く

な
い

無

回

答
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（３）ＤＶ被害の相談有無〔新規〕 
 

※問８で「１ いる／いたことがある」と回答された方のみお答えください。 

（２）また、以下の表の「（１）経験」の（ア）～（エ）のいずれかで「１、２度あった」、「何

度もあった」と回答された方は、その行為についてだれかに相談しましたか。以下の表の

「（２）相談」のそれぞれについて、該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害の相談有無の全体総数は、「相談した」が 24.6％、「相談できなかった」が 17.3％、「相

談しようと思わなかった」が 53.4％となっている。 

性別でみると、総数で「相談した」は女性が男性よりも 22.2 ポイント高くなっている。一方、『相

談しなかった』は総数、各行為全てで男性が女性よりも高くなっており、総数を比較すると、男性

が 22.5 ポイント高く、"（ア）身体的暴行"では男性が 22.0 ポイント高くなっている。 

全体総数 (191)

（ア）身体的暴行 (105)

（イ）心理的攻撃 (108)

（ウ）性的強要 (60)

（エ）経済的圧迫 (60)

女性総数 (122)

（ア）身体的暴行 (66)

（イ）心理的攻撃 (67)

（ウ）性的強要 (51)

（エ）経済的圧迫 (46)

男性総数 (66)

（ア）身体的暴行 (38)

（イ）心理的攻撃 (39)

（ウ）性的強要 (8)

（エ）経済的圧迫 (14)

14.3

28.7

8.3

40.0

32.8

22.7

38.8

9.8

41.3

10.6

12.8

35.7

22.9

22.2

40.0

26.7

20.5

31.8

25.4

41.2

30.4

10.6

7.9

15.4

25.0

14.3

58.1

45.4

48.3

30.0

41.8

40.9

32.8

47.1

26.1

74.2

86.8

66.7

62.5

42.9

4.8

3.7

3.3

3.3

4.9

4.5

3.0

2.0

2.2

4.5

5.3

5.1

12.5

7.1

(%)
ｎ

24.6 17.3 53.4 4.7

相

談

し
た

相

談

で
き

な

か
っ

た

相

談

し
よ

う

と
思

わ

な

か
っ

た

無

回

答

 

『相談しなかった』 
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【内閣府調査（平成 29年）との比較≪（ア）－（エ）総数≫】 

 内閣府調査と比較すると、「相談しなかった」は県調査が内閣府調査よりも 21.8 ポイント高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

※内閣府調査：平成 29 年度男女間における暴力に関する調査 

※県調査「相談しなかった」：「相談できなかった」、「相談しようと思わなかった」の合計 

（ア）－（エ）総数 

【性・年齢別】 

 回答者数が少ないため参考値として掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県調査 (191)

内閣府調査 (650) 47.1 48.9 4.0

(%)ｎ

24.6 70.7 4.7

相

談

し

た

相

談

し

な

か
っ

た

無

回

答

『相談しなかった』 

  全  体 (191)

20～29歳 (3)

30～39歳 (12)

40～49歳 (22)

50～59歳 (24)

60～69歳 (33)

70歳以上 (28)

20～29歳 (1)

30～39歳 (7)

40～49歳 (11)

50～59歳 (10)

60～69歳 (14)

70歳以上 (23)

33.3

41.7

45.5

41.7

24.2

21.4

14.3

18.2

20.0

7.1

4.3

33.3

25.0

22.7

16.7

21.2

17.9

9.1

10.0

21.4

8.7

33.3

33.3

31.8

37.5

48.5

50.0

100.0

71.4

72.7

70.0

64.3

82.6

4.2

6.1

10.7

14.3

7.1

4.3

(%)
ｎ

24.6 17.3 53.4 4.7

相
談

し

た

相
談

で

き
な

か
っ

た

相
談

し

よ
う

と

思
わ

な
か
っ

た

無
回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (191)

女性 (122)

男性 (66)

32.8

10.6

20.5

10.6

41.8

74.2

4.9

4.5

(%)ｎ

24.6 17.3 53.4 4.7

相
談

し

た

相
談

で

き

な

か
っ

た

相
談

し

よ

う

と

思
わ

な

か
っ

た

無
回

答
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（４）ＤＶ被害の相談先〔新規〕 

 

※問９の（２）で、「相談した」と回答された方のみお答えください。 

問 10 あなたが、相談した人（機関又は手段）を教えてください。あてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害の相談先は、「家族・親戚」が 74.5％で最も高く、次いで「友人・知人」が 59.6％、「医

師・カウンセラー」が 12.8％となっている。 

 

 

 

家族・親戚

友人・知人

医師・カウンセラー

弁護士

市町村の相談窓口・電話相談など

警察

配偶者暴力相談支援センター

民間の相談機関（民間シェルター・

カウンセリング機関等）

インターネットの掲示板やＳＮＳなど

法務局・地方法務局・人権擁護委員

その他

74.5

59.6

12.8

8.5

8.5

4.3

4.3

4.3

2.1

-

-

72.5

65.0

15.0

7.5

10.0

2.5

5.0

5.0

2.5

-

-

85.7

28.6

-

14.3

-

14.3

-

-

-

-

-

0 20 40 60 80 100

全体(n=47)

女性(n=40)

男性(n=7)

(%)
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（５）相談できなかった理由〔新規〕 

 

※問９の（２）で、「相談できなかった」、又は「相談しようと思わなかった」と回答された方

のみお答えください。 

問 11 あなたが、誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。あてはまる番号すべてに

○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談できなかった理由は、「相談するほどのことではないと思った」が 55.1％で最も高く、次い

で「自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができると思った」が 26.9％、「相談し

ても無駄だと思った」が 25.6％となっている。 

 

 

相談するほどのことではないと思った

自分さえ我慢すれば、このまま何とか

やっていくことができると思った

相談しても無駄だと思った

自分に悪いところがあると思った

恥ずかしくて誰にも言えなかった

誰に相談してよいのかわからなかった

別れたら、生活できないと思った

相談したことがわかると、仕返しをされた

り、もっとひどい暴力を受けると思った

相談窓口があるのを知らなかった

ＳＮＳなどで相談したかったが、

そのような窓口がなかった

その他

無回答

55.1

26.9

25.6

21.2

14.1

10.3

7.7

6.4

5.8

-

4.5

10.9

43.2

33.7

32.6

18.9

16.8

12.6

12.6

9.5

7.4

-

6.3

12.6

72.4

15.5

13.8

24.1

10.3

5.2

-

1.7

3.4

-

1.7

8.6

0 20 40 60 80

全体(n=156)

女性(n=95)

男性(n=58)

(%)
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７ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 
（１）男女の役割分担意識 

 

問 12 「男は仕事、女は家庭」という考え方について賛成ですか、反対ですか。あてはまる番

号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の役割分担意識は、「賛成」が 9.3％、「反対」が 41.4％となっている。 

 性別でみると、「賛成」は男性が女性よりも 5.2 ポイント高くなっている。 

 

  

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

7.0

12.2

43.4

39.1

48.9

47.8

0.7

0.9

(%)ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

(%)

賛
成

反
対

ど
ち

ら

と
も

い
え

な

い

無
回

答
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【全国調査（令和元年）との比較】 

 全国調査と比較すると、「賛成」は国が千葉県よりも 25.7 ポイント高く、「反対」も国が千葉県

よりも 18.4 ポイント高くなっている。一方、「どちらともいえない」は千葉県が国よりも 42.9 ポ

イント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国調査：男女共同参画社会に関する世論調査（令和元年度） 

※国調査「賛成」：「賛成」、「どちらかといえば賛成」の合計、「反対」：「反対」、「どちらかといえば反対」の合計 

 

 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「反対」は全体で今回調査が前回調査よりも 4.6 ポイント高くなってお

り、男性も今回調査が 6.7 ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

県調査 (756)

国調査 (2,645) 35.0 59.8 5.2

(%)ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

7.0

12.2

11.9

8.8

16.0

43.4

39.1

36.8

40.7

32.4

48.9

47.8

49.9

49.1

50.7

0.7

0.9

1.4

1.4

0.9

(%)
ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「賛成」は、男性 70 歳以上で約２割、男性 40～49 歳で１割半ばとなって

いる。一方、「反対」は、女性 20～29 歳で７割を超え、男性 20～29 歳で約７割、女性 30～39 歳で

約６割と高くなっている。また、「どちらともいえない」は、女性 60～69 歳、70歳以上、男性 60

～69 歳で５割半ば、男性 50～59 歳で５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

4.8

5.7

9.2

5.5

3.6

9.8

7.7

6.9

16.3

7.3

7.6

17.8

71.4

57.1

43.1

49.3

38.1

35.0

69.2

48.3

34.7

41.8

39.2

33.9

23.8

37.1

47.7

45.2

56.0

54.5

23.1

44.8

46.9

50.9

53.2

46.6

2.4

0.8

2.0

1.7

(%)
ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

7.0

12.2

43.4

39.1

48.9

47.8

0.7

0.9

(%)ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と
も

い

え

な

い

無

回

答
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【性・地域（市部郡部）別】 

性・地域（市部郡部）別でみると、「賛成」は、市部の男性で１割を超えている。一方、「反対」

は郡部の女性で５割半ば、郡部の男性で５割と高くなっている。また、「どちらともいえない」は、

市部の女性男性で約５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (756)

市部 (378)

郡部 (20)

市部 (322)

郡部 (18)

7.1

5.0

12.7

5.6

42.9

55.0

38.2

50.0

49.2

40.0

48.4

38.9

0.8

0.6

5.6

(%)
ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

【
女
性
】 

【
男
性
】 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

7.0

12.2

43.4

39.1

48.9

47.8

0.7

0.9

(%)
ｎ

9.3 41.4 48.1

1.2

賛

成

反

対

ど

ち

ら

と
も

い

え

な

い

無

回

答
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（２）夫婦の働き方 

 

問 13 ご自身と配偶者の働き方について、理想と現実はどうですか。（１）～（４）について、

それぞれ下の選択肢からひとつ選び、番号を記入してください。その他の場合は具体的な

内容をご記入願います。 

※結婚されていない方は、結婚しているものと想定してお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫婦の働き方は、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、自身配偶者の理想・現実す

べて 40％以上となっており、"（４）配偶者の働き方（現実）"が 47.5％で最も高く、次いで"（１）

自身の働き方（理想）"が 45.8％、"（３）配偶者の働き方（理想）"が 44.6％、"（２）自身の働

き方（現実）"が 43.1％となっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で

働く」は、"（１）自身の働き方（理想）"が 20.9％、"（３）配偶者の働き方（理想）"が 19.4％

で高くなっている。 

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

28.2

67.6

43.1

25.4

65.0

44.6

64.8

21.9

47.5

68.3

23.9

7.7

2.3

8.5

11.2

5.2

3.0

0.5

6.1

5.3

1.7

9.6

13.0

5.5

7.5

10.0

4.4

7.5

3.5

12.5

6.2

3.0

10.2

0.2

0.3

3.0

3.5

2.6

1.6

1.0

2.0

2.0

1.2

2.9

9.7

5.2

7.1

10.7

2.9

7.9

6.2

10.2

4.6

3.2

6.4

29.7

10.5

16.0

24.4

6.7

19.4

7.5

33.8

15.3

4.0

28.9

2.2

0.6

1.9

2.5

1.2

1.9

2.0

1.7

3.2

2.2

4.4

1.2

1.7

2.9

3.2

2.6

2.4

1.7

3.2

2.9

3.2

2.6

8.0

6.1

9.9

9.0

9.3

11.6

12.7

8.5

13.0

13.0

11.1

(%)
ｎ

45.8 5.3 9.5

0.3

7.5 20.9

1.51.5

7.8

(%)

結

婚
、

子
ど

も

の

有

無

に

関

わ

ら

ず

働
き

続

け

る

結

婚

を

機
に

仕

事

を

や

め

る

子

ど

も

が
生

ま

れ

る

の

を

機

に

仕

事

を
や

め

る

介

護

を

機
に

仕

事

を

や

め

る

育

児

・

介
護

等

で

一

時

仕

事

を

や

め

る
が
、

そ

の

後

フ

ル

タ

イ

ム

で
働

く

育

児

・

介
護

等

で

一

時

仕

事

を

や

め

る
が
、

そ

の

後

短

時

間

勤

務

で
働

く

就

職

し

な
い

そ

の

他

無

回

答

(1)自身の働き方 

（理想） 

(2)自身の働き方 

（現実） 

(3)配偶者の働き方 

（理想） 

(4)配偶者の働き方 

（現実） 
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 女性の自身の働き方の理想と現実を比較すると、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後

短時間勤務で働く」は理想が現実よりも 5.3 ポイント高くなっている。一方、「結婚を機に仕事を

やめる」は現実が理想よりも 3.5 ポイント、「介護を機に仕事をやめる」も現実が 3.3 ポイント高

くなっている。 

 男性の自身の働き方の理想と現実を比較すると、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後

短時間勤務で働く」は理想が現実よりも 3.8 ポイント高くなっている。 
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（ア）自身の働き方（理想） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後フルタイムで働く」は全

体で今回調査が前回調査よりも 3.0 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 3.2 ポイント低く

なっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は全体で大きな差

異はみられないが、女性で今回調査が前回調査よりも 3.1 ポイント低くなっている。一方、男性で

は今回調査が前回調査よりも 3.5 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雇用形態別】 

 雇用形態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、正規が非正規よりも 12.5

ポイント高くなっている。一方、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」

は非正規が正規よりも 15.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (331)

正規 (211)

非正規 (111)

60.2

47.7

3.3

3.6

6.2

5.4
0.9

10.4

4.5

16.1

31.5

0.5

1.8

1.4

0.9

1.9

3.6

(%)
ｎ

55.6 3.3 6.0

0.3

8.8 21.1

0.9

1.2

2.7

結

婚
、

子

ど

も

の
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無

に

関

わ

ら
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き
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る
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を
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【性・地域（市部郡部）別】 

性・地域（市部郡部）別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、市部の男

性で約７割、郡部の男性で６割を超えて高くなっている。「子どもが生まれるのを機に仕事をやめ

る」は、郡部の女性で１割半ば、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」

は、市部の女性で３割、郡部の女性で２割半ばとなっている。 
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【子育て、介護の状態別】 

子育て、介護の状態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、"介護を担っ

ている"で５割半ば、"子育て介護をともに担っている（ダブルケア）"で約５割と高くなっている。

「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は、"子育てを担っている"で２

割半ば、"担っていない"で２割を超えている。 
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（イ）自身の働き方（現実） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は全体で今回調査が前回

調査よりも 3.2 ポイント高くなっている。そのほかの働き方は全体、性別ともに大きな差異はみら

れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雇用形態別】 

 雇用形態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、正規が非正規よりも 33.3

ポイント高くなっている。一方、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」
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【性・地域（市部郡部）別】 

 性・地域（市部郡部）別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、市部郡部

の男性で６割半ばと高くなっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で

働く」は市部郡部の女性で２割半ばとなっている。 
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【子育て、介護の状態別】 

子育て、介護の状態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、すべてで４

割台となっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は、"子育て

を担っている"で２割を超え、"介護を担っている"、"担っていない"で１割半ばとなっている。「結

婚を機に仕事をやめる」、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後フルタイムで働く」、「育児・

介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は、"子育て介護をともに担っている（ダ

ブルケア）"で１割を超えている。 
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（ウ）配偶者の働き方（理想） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、「結婚、子どもの有無に関わらず働

き続ける」は男性で今回調査が前回調査よりも 3.8 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雇用形態別】 

雇用形態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、非正規が正規よりも 17.2

ポイント高くなっている。一方、「子どもが生まれるのを機に仕事をやめる」は、正規が非正規よ

りも 4.9 ポイント高くなっている。 
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【性・地域（市部郡部）別】 

性・地域（市部郡部）別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、郡部の女

性で７割、市部の女性で６割半ばと高くなっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その

後短時間勤務で働く」は、市部の男性で３割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て、介護の状態別】 

子育て、介護の状態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、"子育てを担

っている"で５割半ば、"子育て介護をともに担っている（ダブルケア）"で約５割と高くなってい

る。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は、"介護を担っている"で

２割半ばとなっている。 
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（エ）配偶者の働き方（現実） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は全

体で今回調査が前回調査よりも 3.3 ポイント低くなっており、男性も今回調査が 5.2 ポイント低く

なっている。一方、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は全体で大きな差異はみられな

いが、女性で今回調査が前回調査よりも 3.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雇用形態別】 

雇用形態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、非正規が正規よりも 18.0

ポイント高くなっている。一方、「育児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」

は、正規が非正規よりも 7.4 ポイント、「子どもが生まれるのを機に仕事をやめる」も正規が非正

規よりも 5.8 ポイント、「結婚を機に仕事をやめる」も正規が非正規よりも 5.7 ポイント高くなっ

ている。 
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【性・地域（市部郡部）別】 

性・地域（市部郡部）別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、郡部の女

性で７割半ば、市部の女性で約７割と高くなっている。「育児・介護等で一時仕事をやめるが、そ

の後短時間勤務で働く」は、市部郡部の男性で約３割となっている。 
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【子育て、介護の状態別】 

子育て、介護の状態別でみると、「結婚、子どもの有無に関わらず働き続ける」は、"子育てを担

っている"で約６割、"子育て介護をともに担っている（ダブルケア）"で５割と高くなっている。「育

児・介護等で一時仕事をやめるが、その後短時間勤務で働く」は、"子育て介護をともに担ってい

る（ダブルケア）"で２割を超えている。 
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（３）有給休暇、育児・介護休業の取りやすさ 
 

※働いている方（自営業主、家族従業者の方を含む）のみお答えください。 

問 14 あなたの職場では、社員（職員）が有給休暇や育児・介護休業を取りやすい環境にあり

ますか。それぞれ下の選択肢から該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有給休暇、育児・介護休業の取りやすさは、『取りやすい（計）』は、どの休暇・休業も女性が男

性よりも高くなっており、女性社員・女性職員は、"（ア）有給休暇"が 51.2％、"（イ）育児休業"

が 43.4％、"（ウ）介護休業"が 30.8％、男性社員・男性職員は、"（ア）有給休暇"が 44.2％、"

（イ）育児休業"が 20.8％、"（ウ）介護休業"が 21.1％となっている。『取りにくい（計）』は、男

性社員・男性職員の、"（イ）育児休業"が 34.1％、"（ウ）介護休業"が 30.8％となっている。 
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20.0

20.3

22.8

18.1

17.3

16.9

17.6

7.9

13.3

11.0

8.5

13.3

10.0

8.5

11.4

7.8

9.5

6.2

7.5

10.1

5.2

9.3

12.2

6.7

7.9

17.1

23.1

15.9

29.5

20.8

14.3

26.7

9.0

11.6

6.7

8.3

9.0

7.6

11.3

13.2

9.5

9.5

3.8

18.5

18.0

19.0

21.6

21.7

21.4

5.8

6.3

5.2

13.3

18.5

8.6

20.8

29.1

13.3

42.3

11.0

26.6

42.9

11.9

26.6

43.4

11.4

26.3

12.2

39.0

27.6

14.8

39.0

27.8

15.3

39.0

(%)
ｎ

23.6 20.6 10.8 12.8 6.5 25.8

取

り

や

す
い

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

取

り

や
す

い

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

取

り

に
く

い

取

り

に

く
い

わ

か

ら

な
い

無

回

答

『取りやすい（計）』   

『取りにくい（計）』 

男性社員・男性職員 

（ア）有給休暇 

（イ）育児休業 

（ウ）介護休業 

女性社員・女性職員 

（ア）有給休暇 

（イ）育児休業 

（ウ）介護休業 
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（４）働いていない理由 

 

※現在働いていない方（学生は除く）のみお答えください。 

問 15 あなたが働いていない理由は何ですか。その理由としてあてはまるものを三つまで選ん

で、その中から最もあてはまると思う順に該当する番号を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在働いていない方の働いていない理由は、「定年退職したから」が 40.0％で最も高く、次いで

「年齢面の制約のため」が 39.7％、「経済的に働く必要がないから」が 23.6％となっている。 

 性別でみると、「家事との両立が困難だから」は女性が男性よりも 10.9 ポイント高く、「希望す

る勤務条件( 時間、場所、給与等) の仕事がなかったから」も女性が 4.6 ポイント高くなっている。

一方、「定年退職したから」は男性が女性よりも 38.1 ポイント高く、「経済的に働く必要がないか

ら」も男性が 7.5 ポイント、「年齢面の制約のため」も男性が 6.6 ポイント高くなっている。 

  

定年退職したから

年齢面の制約のため

経済的に働く必要がないから

健康面の理由から

希望する勤務条件( 時間、場所、給与

等) の仕事がなかったから

家事等に専念したいから

家事との両立が困難だから

求職しているが仕事が見つからないから

子育てとの両立が困難だから

配偶者等家族が望まないから

介護との両立が困難だから

その他

特に理由はない

無回答

40.0

39.7

23.6

21.0

17.4

8.9

7.5

7.5

6.6

5.9

5.6

14.8

6.6

20.0

25.7

37.4

20.9

22.5

19.3

14.4

11.8

7.0

10.7

7.0

5.9

14.4

7.0

21.9

63.8

44.0

28.4

19.0

14.7

-

0.9

8.6

-

4.3

5.2

15.5

6.0

15.5

0 10 20 30 40 50 60 70

全体(n=305)

女性(n=187)

男性(n=116)

(%)
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、「定年退職したから」、「年齢面の制約のため」は、女性男性の 60～69 歳、

70 歳以上で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□定年退職したから □年齢面の制約のため □経済的に働く必要がな
いから

  全  体 (305)

20～29歳 (5)

30～39歳 (8)

40～49歳 (14)

50～59歳 (15)

60～69歳 (47)

70歳以上 (98)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (2)

50～59歳 (4)

60～69歳 (21)

70歳以上 (86)

ｎ

□健康面の理由から □希望する勤務条件( 時
間、場所、給与等) の
仕事がなかったから

□家事等に専念したいから

  全  体 (305)

20～29歳 (5)

30～39歳 (8)

40～49歳 (14)

50～59歳 (15)

60～69歳 (47)

70歳以上 (98)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (2)

50～59歳 (4)

60～69歳 (21)

70歳以上 (86)

ｎ

□家事との両立が困難だ
から

□求職しているが仕事が
見つからないから

□子育てとの両立が困難
だから

  全  体 (305)

20～29歳 (5)

30～39歳 (8)

40～49歳 (14)

50～59歳 (15)

60～69歳 (47)

70歳以上 (98)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (2)

50～59歳 (4)

60～69歳 (21)

70歳以上 (86)

ｎ

□配偶者等家族が望まな
いから

□介護との両立が困難だ
から

□その他

  全  体 (305)

20～29歳 (5)

30～39歳 (8)

40～49歳 (14)

50～59歳 (15)

60～69歳 (47)

70歳以上 (98)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (2)

50～59歳 (4)

60～69歳 (21)

70歳以上 (86)

40.0

-

-

-

-

44.7

27.6

-

-

-

-

-

61.9

70.9

0 50 100
(%)

39.7

-

12.5

7.1

13.3

38.3

49.0

-

-

-

-

-

33.3

51.2

0 50 100
(%)

23.6

-

25.0

14.3

46.7

19.1

19.4

-

-

-

-

25.0

38.1

27.9

0 50 100
(%)

21.0

-

12.5

21.4

26.7

19.1

25.5

-

-

100.0

50.0

25.0

14.3

18.6

0 50 100
(%)

17.4

60.0

25.0

50.0

40.0

25.5

6.1

-

50.0

-

50.0

25.0

4.8

15.1

0 50 100
(%)

8.9

60.0

62.5

28.6

26.7

8.5

7.1

-

-

-

-

-

-

-

0 50 100
(%)

7.5

40.0

50.0

28.6

13.3

10.6

5.1

-

-

-

50.0

-

-

-

0 50 100
(%)

7.5

40.0

-

14.3

20.0

8.5

2.0

-

100.0

-

-

-

9.5

7.0

0 50 100
(%)

6.6

40.0

50.0

42.9

13.3

4.3

4.1

-

-

-

-

-

-

-

0 50 100
(%)

5.9

20.0

-

14.3

6.7

4.3

7.1

-

-

-

-

-

4.8

4.7

0 50 100
(%)

5.6

-

-

7.1

26.7

6.4

3.1

-

-

-

-

50.0

9.5

2.3

0 50 100
(%)

14.8

20.0

12.5

-

20.0

14.9

15.3

-

-

-

50.0

25.0

19.0

14.0

0 50 100
(%)

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 
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（５）男性の育児休業取得の義務化についての考え〔新規〕 

 

問 16 あなたは、男性の育児休業取得の義務化についてどのようにお考えですか。あてはまる

番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児休業取得の義務化についての考えは、「賛成」と「どちらかといえば賛成」をあわせ

た『賛成（計）』が 67.0％、「反対」と「どちらかといえば反対」をあわせた『反対（計）』が 16.2％

となっている。 

 性別でみると、『反対（計）』は男性が女性よりも 7.9 ポイント高くなっている。 

 

  

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

26.2

28.9

42.9

36.2

10.0

15.2

2.5

5.2

13.7

11.7

4.7

2.9

(%)ｎ

27.4 39.6 12.4 3.8 12.6 4.2

(%)

賛
成

ど
ち

ら

か
と
い

え

ば

賛
成

ど
ち

ら

か
と
い

え

ば

反
対

反
対

わ
か

ら

な
い

無
回

答
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『賛成（計）』は、女性 30～39 歳で８割、女性 70 歳以上、男性 30～39 歳

で７割半ば、女性 60～69 歳、男性 70 歳以上で７割を超えて高くなっている。一方、『反対（計）』

は、男性 40～49 歳、50～59 歳で２割半ばとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

28.6

48.6

23.1

23.3

23.8

24.4

46.2

31.0

36.7

25.5

21.5

29.7

28.6

31.4

36.9

42.5

47.6

48.8

23.1

44.8

24.5

29.1

39.2

41.5

14.3

5.7

12.3

15.1

8.3

7.3

13.8

18.4

20.0

13.9

14.4

2.9

4.6

4.1

1.2

1.6

15.4

6.9

6.1

3.6

6.3

3.4

19.0

5.7

21.5

11.0

16.7

10.6

15.4

3.4

8.2

21.8

13.9

8.5

9.5

5.7

1.5

4.1

2.4

7.3

6.1

5.1

2.5

(%)ｎ

27.4 39.6 12.4 3.8 12.6 4.2

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

26.2

28.9

42.9

36.2

10.0

15.2

2.5

5.2

13.7

11.7

4.7

2.9

(%)ｎ

27.4 39.6 12.4 3.8 12.6 4.2

賛

成

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な
い

無

回

答

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 
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【職業別】 

 職業別でみると、『賛成（計）』は専業主婦（夫）で７割半ば、学生・その他で７割と高くなって

いる。一方、『反対（計）』は自営業主、勤務者で約２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『賛成（計）』 『反対（計）』 

  全  体 (756)

自営業主 (52)

家族従業者 (16)

勤務者 (331)

専業主婦（夫） (100)

学生・その他 (236)

ｎ

36.5

18.8

27.5

33.0

23.3

32.7

37.5

35.0

43.0

47.5

11.5

25.0

13.3

9.0

12.3

5.8

4.8

2.0

3.0

13.5

18.8

14.5

7.0

11.9

4.8

6.0

2.1

(%)
27.4 39.6 12.4 3.8 12.6 4.2

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（６）賛成する理由〔新規〕 

 

※問 16 で「１ 賛成」、「２ どちらかといえば賛成」と回答された方のみお答えください。 

問 17 その理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児休業取得の義務化に賛成する理由は、「女性の子育てに対する負担が軽くなると思う

から」が 77.3％で最も高く、次いで「子育ては夫婦で行うものだと思うから」が 75.5％、「義務化

すると、取りやすい雰囲気ができるから」が 68.2％となっている。 

 性別でみると、「出産・子育てに伴う女性の離職防止につながるから」は男性が女性よりも 8.5

ポイント高くなっている。一方、「子どもと接する時間が増えることで、父親としての自覚を持ち

やすくなると思うから」は女性が男性よりも 8.3 ポイント、「子育ては夫婦で行うものだと思うか

ら」も女性が 3.3 ポイント高くなっている。 

 

 

  

女性の子育てに対する負担が軽くなると

思うから

子育ては夫婦で行うものだと思うから

義務化すると、取りやすい雰囲気が

できるから

子どもと接する時間が増えることで、父親

としての自覚を持ちやすくなると思うから

上司や同僚に気兼ねなく、男性も育児

休業が取得できるようになるから

子どもと接する時間が増えることで、父親

が育児の楽しさを知ることができるから

出産・子育てに伴う女性の離職防止に

つながるから

その他

無回答

77.3

75.5

68.2

62.3

55.5

44.9

40.3

2.6

0.6

76.5

77.3

69.3

66.1

56.0

45.5

36.8

2.9

0.4

78.9

74.0

66.8

57.8

55.2

44.4

45.3

2.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=506)

女性(n=277)

男性(n=223)

(%)
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、「女性の子育てに対する負担が軽くなると思うから」は、女性男性 30～39

歳、男性 70 歳以上で８割を超え、女性 60～69 歳で８割、女性 40～49 歳で約８割と高くなってい

る。「子育ては夫婦で行うものだと思うから」は、女性 30～39 歳で９割を超え、女性 60～69 歳、

男性 30～39 歳、50～59 歳で８割半ばと高くなっている。「子どもと接する時間が増えることで、父

親としての自覚を持ちやすくなると思うから」は、女性 20～29 歳で８割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□女性の子育てに対する
負担が軽くなると思うか
ら

□子育ては夫婦で行うも
のだと思うから

□義務化すると、取りやす
い雰囲気ができるから

  全  体 (506)

20～29歳 (12)

　　30～39歳 (28)

　　40～49歳 (39)

　　50～59歳 (48)

　　60～69歳 (60)

　　70歳以上 (90)

20～29歳 (9)

　　30～39歳 (22)

　　40～49歳 (30)

　　50～59歳 (30)

　　60～69歳 (48)

　　70歳以上 (84)

ｎ

□子どもと接する時間が
増えることで、父親とし
ての自覚を持ちやすく
なると思うから

□上司や同僚に気兼ね
なく、男性も育児休業
が取得できるようになる
から

□子どもと接する時間が増
えることで、父親が育児
の楽しさを知ることができ
るから

  全  体 (506)

20～29歳 (12)

　　30～39歳 (28)

　　40～49歳 (39)

　　50～59歳 (48)

　　60～69歳 (60)

　　70歳以上 (90)

20～29歳 (9)

　　30～39歳 (22)

　　40～49歳 (30)

　　50～59歳 (30)

　　60～69歳 (48)

　　70歳以上 (84)

ｎ

□出産・子育てに伴う女
性の離職防止につなが
るから

□その他 □無回答

  全  体 (506)

20～29歳 (12)

　　30～39歳 (28)

　　40～49歳 (39)

　　50～59歳 (48)

　　60～69歳 (60)

　　70歳以上 (90)

20～29歳 (9)

　　30～39歳 (22)

　　40～49歳 (30)

　　50～59歳 (30)

　　60～69歳 (48)

　　70歳以上 (84)

77.3

75.0

82.1

79.5

70.8

80.0

74.4

-

77.8

81.8

76.7

76.7

77.1

81.0

0 50 100
(%)

75.5

83.3

92.9

76.9

79.2

86.7

64.4

-

100.0

86.4

83.3

86.7

64.6

65.5

0 50 100
(%)

68.2

50.0

78.6

71.8

58.3

75.0

70.0

-

77.8

68.2

63.3

56.7

64.6

71.4

0 50 100
(%)

62.3

83.3

64.3

69.2

64.6

73.3

58.9

-

44.4

59.1

76.7

43.3

60.4

56.0

0 50 100
(%)

55.5

75.0

60.7

64.1

52.1

51.7

53.3

-

66.7

50.0

60.0

60.0

52.1

53.6

0 50 100
(%)

44.9

58.3

57.1

46.2

41.7

43.3

43.3

-

44.4

45.5

63.3

50.0

47.9

33.3

0 50 100
(%)

40.3

33.3

39.3

28.2

37.5

40.0

37.8

-

44.4

40.9

33.3

56.7

47.9

45.2

0 50 100
(%)

2.6

-

14.3

-

-

1.7

3.3

-

-

4.5

-

-

6.3

1.2

0 50 100
(%)

0.6

-

-

-

-

-

1.1

-

-

-

-

-

-

2.4

0 50 100
(%)

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 
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（７）反対する理由〔新規〕 

 

※問 16 で「３ どちらかといえば反対」、「４ 反対」と回答された方のみお答えください。 

問 18 その理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児休業取得の義務化に反対する理由は、「義務ではなく、夫婦の選択・判断で行うべき」

が 81.3％で最も高く、次いで「同僚への負担が増えるから」が 43.1％、「収入が減少するから」が

34.1％となっている。 

 性別でみると、「代替社員（職員）の確保が困難だから」は男性が女性よりも 17.4 ポイント高く、

「育児休業を取得することによって昇進・昇給に影響すると思うから」も男性が 6.6 ポイント高く

なっている。一方、「義務ではなく、夫婦の選択・判断で行うべき」は女性が男性よりも 9.4 ポイ

ント高く、「同僚への負担が増えるから」も女性が 8.0 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

義務ではなく、夫婦の選択・判断で

行うべき

同僚への負担が増えるから

収入が減少するから

男性は働くべきだと思うから

代替社員（職員）の確保が困難だから

育児休業を取得することによって昇進・

昇給に影響すると思うから

その他

無回答

81.3

43.1

34.1

31.7

24.4

16.3

10.6

2.4

88.0

48.0

36.0

30.0

14.0

12.0

14.0

-

78.6

40.0

32.9

31.4

31.4

18.6

8.6

2.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=123)

女性(n=50)

男性(n=70)

(%)
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、回答数が少ないため参考値とするが、「義務ではなく、夫婦の選択・判断

で行うべき」は、女性 50～59 歳で９割を超え、男性 70 歳以上で９割と高くなっている。「同僚へ

の負担が増えるから」は、女性 70歳以上、男性 60～69 歳で６割台と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□義務ではなく、夫婦の
選択・判断で行うべき

□同僚への負担が増える
から

□収入が減少するから

  全  体 (123)

20～29歳 (3)

30～39歳 (3)

40～49歳 (11)

50～59歳 (14)

60～69歳 (8)

70歳以上 (11)

20～29歳 (2)

30～39歳 (6)

40～49歳 (12)

50～59歳 (13)

60～69歳 (16)

70歳以上 (21)

ｎ

□男性は働くべきだと思う
から

□代替社員（職員）の確
保が困難だから

□育児休業を取得すること
によって昇進・昇給に影
響すると思うから

  全  体 (123)

20～29歳 (3)

30～39歳 (3)

40～49歳 (11)

50～59歳 (14)

60～69歳 (8)

70歳以上 (11)

20～29歳 (2)

30～39歳 (6)

40～49歳 (12)

50～59歳 (13)

60～69歳 (16)

70歳以上 (21)

ｎ

□その他 □無回答 □

  全  体 (123)

20～29歳 (3)

30～39歳 (3)

40～49歳 (11)

50～59歳 (14)

60～69歳 (8)

70歳以上 (11)

20～29歳 (2)

30～39歳 (6)

40～49歳 (12)

50～59歳 (13)

60～69歳 (16)

70歳以上 (21)

81.3

100.0

100.0

81.8

92.9

87.5

81.8

-

100.0

83.3

75.0

69.2

68.8

90.5

0 50 100
(%)

43.1

-

33.3

36.4

42.9

75.0

63.6

-

-

16.7

50.0

38.5

62.5

28.6

0 50 100
(%)

34.1

33.3

33.3

63.6

35.7

37.5

9.1

-

50.0

16.7

66.7

23.1

43.8

14.3

0 50 100
(%)

31.7

-

33.3

9.1

28.6

25.0

63.6

-

50.0

-

66.7

7.7

18.8

42.9

0 50 100
(%)

24.4

-

33.3

27.3

7.1

12.5

9.1

-

-

33.3

33.3

38.5

50.0

14.3

0 50 100
(%)

16.3

-

33.3

-

28.6

-

9.1

-

-

-

50.0

-

18.8

19.0

0 50 100
(%)

10.6

-

33.3

27.3

7.1

-

18.2

-

-

50.0

8.3

7.7

-

4.8

0 50 100
(%)

2.4

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

6.3

4.8

0 50 100
(%)

0 50 100
(%)

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 



調査の結果／７ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（８）仕事と家庭生活の両立のために必要と思う環境整備 

105 

（８）仕事と家庭生活の両立のために必要と思う環境整備 

 

問 19 一般的に、男女が共に仕事と家庭を両立していくためには、どのような環境整備が必要

だと思いますか。該当する番号三つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と家庭生活の両立のために必要と思う環境整備は、「男女が共に家事等の家庭的責任を負う

という意識改革」が 45.2％で最も高く、次いで「男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対す

る、職場・家族など周囲の理解があること」が 37.7％、「地域や職場内の保育所、学童保育の整備、

保育時間の延長など保育内容を充実すること」が 32.7％となっている。 

 性別でみると、「管理職の意識、代替要員の確保など、制度を利用しやすい職場環境を整備する

こと」は男性が女性よりも 8.0 ポイント高くなっている。一方、「男女が共に仕事と家庭を両立し

ていくことに対する、職場・家族など周囲の理解があること」は女性が男性よりも 4.8 ポイント高

くなっている。  

男女が共に家事等の家庭的責任を負うという
意識改革

男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対
する、職場・家族など周囲の理解があること

地域や職場内の保育所、学童保育の整備、
保育時間の延長など保育内容を充実すること

育児・介護休業中の賃金や手当などの経済
的支援を充実すること

管理職の意識、代替要員の確保など、制度を
利用しやすい職場環境を整備すること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、
柔軟な勤務制度

育児・介護休業を取得できる期間を延ばす
など、制度を充実させること

パートタイマーなど非正規職員の労働条件を
改善すること

残業を減らすなど、年間労働時間を短縮する
こと

育児や介護による仕事への制約を理由とした
昇進などへの不利益な取扱いの禁止

家事等に対する社会通念の変化

家事等の支援サービスの充実

ライフスタイルに対する女性の意識改革

その他

わからない

無回答

45.2

37.7

32.7

31.6

30.2

25.8

20.8

16.3

14.8

9.8

9.3

6.1

2.4

0.4

1.6

3.0

46.6

40.1

32.2

31.9

26.7

26.2

20.0

16.5

15.5

10.5

9.2

6.2

2.2

0.5

1.0

3.0

43.7

35.3

33.2

32.1

34.7

25.1

21.9

16.6

14.3

9.0

9.6

5.8

2.6

0.3

2.3

2.0

0 10 20 30 40 50

全体 n=(756)  

女性 n=(401)  

男性 n=(343)  

(%)
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「育児・介護休業を取得できる期間を延ばすなど、制度を充実させるこ

と」は全体で今回調査が前回調査よりも 17.2 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 17.1 ポ

イント、男性も今回調査が 17.5 ポイント低くなっている。「地域や職場内の保育所、学童保育の整

備、保育時間の延長など保育内容を充実すること」も全体で今回調査が前回調査よりも 13.4 ポイ

ント低くなっており、女性も今回調査が 13.7 ポイント、男性も今回調査が 13.4 ポイント低くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□ライフスタイルに対する
女性の意識改革

□その他 □わからない

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

2.4

2.2

2.6

-

-

-

0 30 60 (%)

0.4

0.5

0.3

2.5

2.7

2.3

0 30 60 (%)

1.6

1.0

2.3

0.9

1.4

0.3

0 30 60 (%)

ｎ

□男女が共に家事等の家
庭的責任を負うという意
識改革

□男女が共に仕事と家庭
を両立していくことに対
する、職場・家族など周
囲の理解があること

□地域や職場内の保育
所、学童保育の整備、
保育時間の延長など保
育内容を充実すること

□育児・介護休業中の賃
金や手当などの経済的
支援を充実すること

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□管理職の意識、代替要
員の確保など、制度を
利用しやすい職場環境
を整備すること

□在宅勤務やフレックスタ
イム制度など、柔軟な
勤務制度

□育児・介護休業を取得
できる期間を延ばすな
ど、制度を充実させるこ
と

□パートタイマーなど非正
規職員の労働条件を改
善すること

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□残業を減らすなど、年
間労働時間を短縮する
こと

□育児や介護による仕事
への制約を理由とした
昇進などへの不利益な
取扱いの禁止

□家事等に対する社会通
念の変化

□家事等の支援サービス
の充実

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

45.2

46.6

43.7

-

-

-

0 30 60 (%)

37.7

40.1

35.3

36.7

42.1

29.7

0 30 60 (%)

32.7

32.2

33.2

46.1

45.9

46.6

0 30 60 (%)

31.6

31.9

32.1

37.4

35.5

39.4

0 30 60 (%)

30.2

26.7

34.7

38.5

36.0

42.0

0 30 60 (%)

25.8

26.2

25.1

31.8

28.5

36.7

0 30 60 (%)

20.8

20.0

21.9

38.0

37.1

39.4

0 30 60 (%)

16.3

16.5

16.6

27.2

26.2

28.0

0 30 60 (%)

14.8

15.5

14.3

15.3

15.6

15.2

0 30 60 (%)

9.8

10.5

9.0

-

-

-

0 30 60 (%)

9.3

9.2

9.6

-

-

-

0 30 60 (%)

6.1

6.2

5.8

-

-

-

0 30 60
(%)
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【子育て、介護の状態別】 

 子育て、介護の状態別でみると、「男女が共に家事等の家庭的責任を負うという意識改革」は"子

育て介護をともに担っている（ダブルケア）"で５割を超えて高く、次いで"担っていない"で約５

割となっている。「男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対する、職場・家族など周囲の理

解があること」も"子育て介護をともに担っている（ダブルケア）"で４割を超えて高く、"担って

いない"で約４割となっている。「育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実すること」、

「管理職の意識、代替要員の確保など、制度を利用しやすい職場環境を整備すること」は"介護を

担っている"で約４割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□男女が共に家事等の家
庭的責任を負うという意
識改革

□男女が共に仕事と家庭
を両立していくことに対
する、職場・家族など周
囲の理解があること

□地域や職場内の保育
所、学童保育の整備、
保育時間の延長など保
育内容を充実すること

□育児・介護休業中の賃
金や手当などの経済的
支援を充実すること

  全  体 (756)

子育て介護をともに担っている（ダブルケア） (70)

子育てを担っている (190)

介護を担っている (56)

担っていない (393)

ｎ

□管理職の意識、代替要
員の確保など、制度を
利用しやすい職場環境
を整備すること

□在宅勤務やフレックスタ
イム制度など、柔軟な
勤務制度

□育児・介護休業を取得
できる期間を延ばすな
ど、制度を充実させるこ
と

□パートタイマーなど非正
規職員の労働条件を改
善すること

  全  体 (756)

子育て介護をともに担っている（ダブルケア） (70)

子育てを担っている (190)

介護を担っている (56)

担っていない (393)

ｎ

□残業を減らすなど、年
間労働時間を短縮する
こと

□育児や介護による仕事
への制約を理由とした
昇進などへの不利益な
取扱いの禁止

□家事等に対する社会通
念の変化

□家事等の支援サービス
の充実

  全  体 (756)

子育て介護をともに担っている（ダブルケア） (70)

子育てを担っている (190)

介護を担っている (56)

担っていない (393)

45.2

51.4

42.1

44.6

47.6

0 30 60 (%)

37.7

41.4

36.3

28.6

37.2

0 30 60 (%)

32.7

32.9

33.7

32.1

34.4

0 30 60 (%)

31.6

31.4

30.0

39.3

32.6

0 30 60
(%)

30.2

32.9

27.4

37.5

31.3

0 30 60 (%)

25.8

20.0

27.9

23.2

28.5

0 30 60 (%)

20.8

30.0

20.0

25.0

19.6

0 30 60 (%)

16.3

18.6

19.5

21.4

14.0

0 30 60 (%)

14.8

11.4

18.4

12.5

13.5

0 30 60 (%)

9.8

5.7

11.1

7.1

10.2

0 30 60 (%)

9.3

4.3

11.1

8.9

9.7

0 30 60 (%)

6.1

5.7

7.4

5.4

5.9

0 30 60 (%)

100%

ｎ

□ライフスタイルに対する
女性の意識改革

□その他 □わからない

  全  体 (756)

子育て介護をともに担っている（ダブルケア） (70)

子育てを担っている (190)

介護を担っている (56)

担っていない (393)

2.4

1.4

3.7

-

2.5

0 30 60 (%)

0.4

-

-

-

0.5

0 30 60 (%)

1.6

1.4

1.6

-

1.8

0 30 60 (%)
100%
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（９）男性が家事等に参加するために必要な環境整備 

 

問 20 今後、男性が家事、子育て、介護（以下、「家事等」という。）、地域活動に積極的に参

加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。該当する番号すべてに○を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が家事等に参加するために必要な環境整備は、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよ

くはかること」が 61.4％で最も高く、次いで「男性が家事等に参加することに対する男性自身の抵

抗感をなくすこと」が 58.1％、「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をよ

り多く持てるようにすること」が 48.5％となっている。 

 性別でみると、「男性が家事等に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」は女性

が男性よりも 14.4 ポイント高く、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の

考え方を尊重すること」も女性が 10.7 ポイント高くなっている。一方、「労働時間短縮や休暇制度

を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」は男性が女性よりも 7.4 ポ

イント高くなっている。 

 

  

夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よくはかること

男性が家事等に参加することに対する男性

自身の抵抗感をなくすこと

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事等、地域活動に

ついても、その評価を高めること

男性が地域活動や家事等に関心を高めるよう

啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が地域活動や家事等を行うための、仲間

（ネットワーク）作りをすすめること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に

ついて、男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が家事等に参加することに対する女性の

抵抗感をなくすこと

その他

特に必要なことはない

無回答
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「社会の中で、男性による家事等、地域活動についても、その評価を高

めること」は全体で今回調査が前回調査よりも 22.2 ポイント低くなっており、女性も今回調査が

25.1 ポイント、男性も今回調査が 19.0 ポイント低くなっている。「男性が地域活動や家事等に関心

を高めるよう啓発や情報提供を行うこと」も全体で今回調査が前回調査よりも 8.8 ポイント低くな

っており、女性も今回調査が 9.9 ポイント、男性も今回調査が 7.3 ポイント低くなっている。「家

庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設けること」も全体で

今回調査が前回調査よりも 8.6 ポイント低くなっており、女性も今回調査が 9.4 ポイント、男性も

今回調査が 6.5 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□夫婦や家族間でのコ
ミュニケーションをよく
はかること

□男性が家事等に参加
することに対する男性
自身の抵抗感をなくす
こと

□労働時間短縮や休暇制
度を普及することで、仕
事以外の時間をより多く
持てるようにすること

今回調査 (756)
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男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□年配者やまわりの人
が、夫婦の役割分担等
についての当事者の考
え方を尊重すること

□社会の中で、男性によ
る家事等、地域活動に
ついても、その評価を
高めること

□男性が地域活動や家事
等に関心を高めるよう啓
発や情報提供を行うこと
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ｎ

□国や地方自治体などの
研修等により、男性の
家事や子育て、介護等
の技能を高めること

□男性が地域活動や家
事等を行うための、仲
間（ネットワーク）作りを
すすめること

□家庭や地域活動と仕事
の両立などの問題につ
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H26調査 (799)
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ｎ

□男性が家事等に参加
することに対する女性
の抵抗感をなくすこと

□その他 □特に必要なことはない
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」は、女性 60～

69 歳、70歳以上で約７割、女性 20～29 歳、男性 30～39 歳、70 歳以上で６割半ばと高くなってい

る。「男性が家事等に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」は、男性 20～29 歳で

７割半ば、女性 50～59 歳で７割を超え、女性 30～39 歳、60～69 歳で約７割と高くなっている。「労

働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」は、

女性 20～29 歳で７割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□夫婦や家族間でのコ
ミュニケーションをよく
はかること

□男性が家事等に参加
することに対する男性
自身の抵抗感をなくす
こと

□労働時間短縮や休暇
制度を普及することで、
仕事以外の時間をより
多く持てるようにするこ
と

□年配者やまわりの人が、
夫婦の役割分担等につ
いての当事者の考え方
を尊重すること

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)
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30～39歳 (29)

40～49歳 (49)
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□社会の中で、男性によ
る家事等、地域活動に
ついても、その評価を
高めること

□男性が地域活動や家
事等に関心を高めるよ
う啓発や情報提供を行
うこと

□国や地方自治体などの
研修等により、男性の
家事や子育て、介護等
の技能を高めること

□男性が地域活動や家事
等を行うための、仲間
（ネットワーク）作りをすす
めること
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□家庭や地域活動と仕事
の両立などの問題につ
いて、男性が相談しや
すい窓口を設けること

□男性が家事等に参加
することに対する女性
の抵抗感をなくすこと

□その他 □特に必要なことはない

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)
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【性・地域（市部郡部）別】 

 性・地域（市部郡部）別でみると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」

は、郡部の男性で７割を超え、郡部の女性で７割と高くなっている。「男性が家事等に参加するこ

とに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」は、郡部の女性で７割と高くなっている。「労働時間

短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」は、郡部の

女性で６割、市部の男性で５割半ばと高くなっている。 
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  全  体 (756)

市部 (378)

郡部 (20)

市部 (322)

郡部 (18)

ｎ

□男性が家事等に参加
することに対する女性
の抵抗感をなくすこと

□その他 □特に必要なことはない
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８ 政治・行政・職場・地域などあらゆる分野における女性活躍の 
推進について 

（１）役職・公職への女性の進出についての考え方 

 

問 21 あなたは、次の（ア）～（ソ）にあげるような役職・公職への女性の進出について、ど

のように思いますか。（ア）～（ソ）それぞれについて一番近い考え方の番号ひとつに○

をつけてください。※（ソ）については、該当がある場合のみご記入ください。 
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(ウ)地方公共団の首長 
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(カ)学校の管理職 

(校長・教頭等) 

(キ)裁判官、検察官、 

弁護士 

(ク)大学教授 

(ケ)医師 

(コ)会社の経営者、 

起業家 

(サ)企業の管理職 

 

『賛成（計）』 『反対（計）』 
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5.2

5.5

6.0

6.7

5.0

5.8

6.2

5.2

4.1

4.0

4.1

6.1

6.0

6.1

6.3

6.5

5.8

7.2

3.5

5.7

7.0

3.5

6.1

7.2

4.1

5.3

6.5

3.5

5.7

7.0

3.5

6.1

7.5

3.8

(%)
ｎ

58.9 25.8 3.0

0.9

5.6 5.8

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な
い

無

回

答
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役職・公職への女性の進出についての考え方は、『賛成（計）』は、どの分野でも 80％以上で高く

なっており、"（ケ）医師"が 89.8％で最も高く、次いで"（ア）国会議員"が 88.4％、"（イ）県・

市町村の議会議員"が 87.4％となっている。 

 性別でみると、大きな差異のない項目が多いが、『賛成（計）』は"（キ）裁判官、検察官、弁護

士"で男性が女性よりも 4.7 ポイント、"（ク）大学教授"で男性が 4.6 ポイント高くなっている。『反

対（計）』も"（シ）労働組合の幹部"で男性が女性よりも 4.9 ポイント、（カ）学校の管理職（校長・

教頭等）も男性が 3.1 ポイント高くなっている。 

  

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

54.6

58.6

56.1

55.1

58.0

62.3

60.8

64.7

6.3

5.2

7.9

26.4

23.0

26.7

27.2

26.5

22.9

23.7

22.2

2.9

2.2

3.5

2.5

5.8

2.9

2.5

3.5

2.5

2.5

2.6

0.1

0.3

0.7

2.3

1.1

0.2

1.7

0.8

0.2

1.2

0.3

0.6

8.2

6.4

7.3

7.5

6.7

6.0

6.2

5.5

6.1

6.5

5.5

7.5

3.8

6.0

7.5

3.5

5.6

6.5

3.8

84.3

86.0

82.2

(%)

ｎ

56.1 24.6 4.1

1.6

7.5 6.1

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

賛

成

す

る

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

反

対

す

る

反

対

す

る

わ

か

ら

な
い

無

回

答

(シ)労働組合の幹部 

(ス)農協等の役員 

(セ)地域活動団体役員 

（町内会長、自治会長、 

ＰＴＡ会長、ＮＰＯ 

代表等） 

(ソ)その他 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 
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（ア）国会議員 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『賛成（計）』は男性で今回調査が

前回調査よりも 4.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）県・市町村の議会議員 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『賛成（計）』は男性で今回調査が

前回調査よりも 3.2 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

59.6

67.3

59.7

59.5

61.2

27.7

23.0

25.8

25.8

24.5

1.7

2.9

2.3

2.7

1.7

0.9

0.8

0.5

1.2

6.2

3.8

6.5

6.8

6.1

4.7

2.0

5.0

4.8

5.2

(%)
ｎ

63.0 25.4

2.2 0.5

5.2 3.7

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

『賛成（計）』 『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

58.6

67.6

59.3

57.2

63.0

27.9

21.9

26.3

27.8

23.3

1.0

2.3

2.5

2.9

2.0

0.2

0.6

0.6

0.2

1.2

6.2

4.4

5.9

6.1

5.5

6.0

3.2

5.4

5.7

5.0

(%)
ｎ

62.4 25.0

1.6

0.55.4 5.0

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（ウ）地方公共団体の首長（都道府県知事、市町村長） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 3.8 ポイント高くな

っており、女性も今回調査が 3.2 ポイント、男性も今回調査が 4.9 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）県・市町村の審議会等の委員 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『賛成（計）』は男性で今回調査が

前回調査よりも 4.1 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

57.4

64.4

56.7

55.2

59.8

28.4

23.9

26.0

27.4

23.6

1.2

2.0

4.1

4.8

3.2

0.5

1.5

0.8

0.2

1.2

6.0

4.1

6.4

6.8

5.8

6.5

4.1

6.0

5.7

6.4

(%)
ｎ

60.2 26.3

1.6 1.1

5.2 5.7

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

58.4

64.7

57.7

56.3

60.6

26.9

23.0

26.0

27.4

23.0

1.2

2.0

2.5

2.5

2.6

0.6

0.6

1.5

6.0

5.8

6.5

7.0

5.8

7.5

3.8

6.6

6.8

6.4

(%)
ｎ

61.0 24.9

1.6 0.4

6.0 6.2

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

 

『賛成（計）』 『反対（計）』 
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（オ）国家公務員・地方公務員の管理職 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）裁判官、検察官、弁護士 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は男性で今回調査が前回調査よりも 4.7 ポイント高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

58.6

63.8

58.2

56.3

61.5

26.2

23.3

25.9

25.6

25.4

2.0

2.6

2.0

2.7

1.2

1.5

1.6

1.1

2.3

6.5

5.0

6.1

7.7

4.1

6.7

3.8

6.1

6.6

5.5

(%)
ｎ

60.7 24.6

2.2 0.8

6.0 5.7

賛

成
す

る

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

賛

成
す

る

ど

ち
ら

か

と
い

え
ば

反

対
す

る

反

対
す

る

わ

か
ら

な

い

無

回
答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

59.9

63.6

58.7

56.8

62.4

24.4

25.4

25.0

26.7

21.9

1.7

1.5

2.4

2.7

2.0

0.2

1.2

1.5

1.1

2.0

6.7

5.0

6.0

6.3

5.2

7.0

3.5

6.4

6.3

6.4

(%)
ｎ

61.1 24.9

1.6 0.8

6.0 5.7

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

『賛成（計）』 『反対（計）』 
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（ク）大学教授 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ケ）医師 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

61.8

67.1

60.8

60.4

63.0

22.9

22.2

24.8

24.4

24.2

1.7

0.9

2.1

2.7

1.2

0.6

0.6

0.5

0.9

6.2

5.2

5.5

5.7

5.0

7.2

4.1

6.1

6.3

5.8

(%)
ｎ

63.8 22.6

1.3 0.4

5.8 6.1

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

68.3

70.6

66.6

68.1

66.2

20.7

21.0

23.8

22.9

23.3

0.5

0.9

0.9

1.1

0.6

0.4

0.9

4.0

4.1

2.8

2.9

2.6

6.5

3.5

5.6

5.0

6.4

(%)ｎ

69.0 20.8

0.7 0.1

4.1 5.3

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

『賛成（計）』 『反対（計）』 
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（コ）会社の経営者、起業家 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 3.0 ポイント高くな

っており、女性も今回調査が 3.2 ポイント、男性も今回調査が 3.3 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サ）企業の管理職 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 3.4 ポイント高くな

っており、女性も今回調査が 5.0 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

60.3

67.1

58.2

57.7

60.3

25.7

21.0

25.3

25.1

24.5

0.7

1.5

2.8

2.5

3.2

0.2

0.9

0.9

0.5

1.5

6.0

6.1

6.4

7.9

3.8

7.0

3.5

6.5

6.3

6.7

(%)ｎ

62.8 23.7

1.1 0.7

6.1 5.7

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

57.6

64.1

55.9

55.4

58.0

27.2

22.4

25.7

24.4

26.2

1.2

2.6

3.5

3.4

3.5

1.2

1.0

0.7

1.5

6.5

5.8

7.1

9.5

3.8

7.5

3.8

6.8

6.6

7.0

(%)ｎ

60.3 24.7

1.9 0.7

6.3 6.1

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（シ）労働組合の幹部 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 4.9 ポイント高くな

っており、女性も今回調査が 4.3 ポイント、男性も今回調査が 6.7 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ス）農協等の役員 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 5.4 ポイント高くな

っており、女性も今回調査が 4.5 ポイント、男性も今回調査が 7.2 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

54.6

58.6

49.9

49.1

52.2

26.4

23.0

25.9

27.6

22.7

2.5

5.8

6.0

4.8

7.6

0.7

2.3

1.0

1.1

0.9

8.2

6.4

10.3

10.6

9.6

7.5

3.8

6.9

6.8

7.0

(%)ｎ

56.1 24.6 4.1

1.6

7.5 6.1

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

55.1

58.0

50.6

49.3

53.4

27.2

26.5

26.8

28.5

23.9

2.5

3.5

4.0

4.1

3.8

0.2

1.7

1.1

0.9

1.2

7.5

6.7

10.5

10.2

11.1

7.5

3.5

7.0

7.0

6.7

(%)ｎ

56.1 26.7

2.9

1.1 7.3 6.0

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（セ）地域活動団体役員（町内会長、自治会長、ＰＴＡ会長、ＮＰＯ代表等） 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、『賛成（計）』は男性で今回調査が

前回調査よりも 3.2 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

60.8

64.7

57.3

56.6

59.8

23.7

22.2

25.7

26.2

23.9

2.5

2.6

4.3

5.0

3.5

0.2

1.2

0.8

0.2

1.5

6.2

5.5

5.3

5.9

4.1

6.5

3.8

6.8

6.1

7.3

(%)ｎ

62.3 22.9

2.5 0.8

6.0 5.6

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

す
る

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

す
る

反

対

す
る

わ

か

ら
な

い

無

回

答
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（２）政策や企画、方針決定に関わる女性の割合が少ない理由〔新規〕 

 

問 22 あなたは、政治や行政、職場、地域などあらゆる分野において、政策や企画、方針決定

の場に女性の割合が少ない理由は何だと思いますか。該当する番号すべてに○をつけてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策や企画、方針決定に関わる女性の割合が少ない理由は、「社会的慣習により、男性優位に組

織が運営されているから」が 74.3％で最も高く、次いで「育児・介護休業制度の充実や長時間労働

の是正など両立のための環境整備が不十分だから」が 53.7％、「女性の参画を積極的に進めていこ

うと意識している人が少ないから」が 49.5％となっている。 

 性別でみると、「性別役割分担や性差別の意識があるから」は女性が男性よりも 14.6 ポイント高

く、「家庭の支援・協力が得られないから」も女性が 9.5 ポイント、「クオータ制度導入の遅れや、

議員の育児休業の取得に対する社会の理解が得られていないから」も女性が 5.5 ポイント高くなっ

ている。一方、「女性自身があらゆる分野に参画することに対して積極的でないから」は男性が女

性よりも6.3ポイント高く、「女性の参画を積極的に進めていこうと意識している人が少ないから」

も男性が 6.2 ポイント高くなっている。 

 

社会的慣習により、男性優位に組織が

運営されているから

育児・介護休業制度の充実や長時間労働の是

正など両立のための環境整備が不十分だから

女性の参画を積極的に進めていこうと意識してい
る人が少ないから

性別役割分担や性差別の意識があるから

女性の就業や社会参加を支援する施設や
サービスが十分でないから

家庭の支援・協力が得られないから

女性自身があらゆる分野に参画することに
対して積極的でないから

ワーク・ライフ・バランスに配慮した組織運営がな

されていないから

女性の能力開発に必要な経験や機会が十分で

ないから

クオータ制度導入の遅れや、議員の育児休業の
取得に対する社会の理解が得られていないから

その他

無回答

74.3

53.7

49.5

39.7

33.9

32.5

29.4

29.2

28.6

27.1

3.0

2.8

75.8

53.1

46.6

46.4

32.9

36.9

26.4

30.4

29.7

29.7

2.7

2.5

72.6

54.5

52.8

31.8

35.3

27.4

32.7

28.0

26.2

24.2

3.5

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全体(n=756)

女性(n=401)

男性(n=343)

(%)
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（３）職場で仕事内容や待遇面の運用などで男性が優遇されていると思うこと〔新規〕 

 

問 23 あなたの今の職場では、仕事の内容や待遇面の運用や実態で、男性が優遇されていると

思うことはありますか。該当する番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場で仕事内容や待遇面の運用などで男性が優遇されていると思うことは、「昇進、昇格・幹部

役員への登用」が 34.6％で最も高く、次いで「賃金」が 24.8％、「仕事の内容」が 17.3％となって

いる。 

 性別でみると、「採用」は男性が女性よりも 7.0 ポイント高く、「配属先・転勤」も男性が 6.0 ポ

イント、「結婚・出産（育児休業）を機とした退職の勧奨がない」も男性が 5.8 ポイント、「仕事の

内容」も男性が 5.7 ポイント高くなっている。一方、「昇進、昇格・幹部役員への登用」は女性が

男性よりも 5.7 ポイント高く、「賃金」も女性が 5.1 ポイント高くなっている。 

  

昇進、昇格・幹部役員への登用

賃金

仕事の内容

能力評価

結婚・出産（育児休業）を機とした退職の

勧奨がない

企画会議などの意思決定の場への参画

採用

配属先・転勤

一定の年齢以上の退職の勧奨がない

時間外労働の負担

教育・研修

休暇等の取りやすさ

その他

特にない

無回答

34.6

24.8

17.3

13.0

11.5

10.3

10.0

5.8

5.0

5.5

5.0

1.0

30.3

8.3

10.5

37.6

27.5

14.3

14.3

8.5

10.6

6.3

2.6

4.2

3.2

4.8

1.6

32.8

4.8

11.1

31.9

22.4

20.0

11.9

14.3

10.0

13.3

8.6

5.7

7.6

5.2

0.5

28.1

11.4

10.0

0 10 20 30 40

全体(n=399)

女性(n=189)

男性(n=210)

(%)
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「昇進、昇格・幹部役員への登用」は、女性 30～39 歳で約７割、女性 50

～59 歳で４割半ば、男性 60～69 歳で４割と高くなっている。「賃金」は、女性 30～39 歳、女性 60

～69 歳、男性 60～69 歳で３割半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□昇進、昇格・幹部役員
への登用

□賃金 □仕事の内容 □能力評価

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

ｎ

□結婚・出産（育児休業）
を機とした退職の勧奨
がない

□企画会議などの意思決
定の場への参画

□採用 □配属先・転勤

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

ｎ

□時間外労働の負担 □教育・研修 □一定の年齢以上の退
職の勧奨がない

□休暇等の取りやすさ

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

34.6

33.3

69.2

28.6

44.8

28.6

6.3

-

28.6

38.5

37.0

20.8

40.4

19.2

0 40 80 (%)

24.8

8.3

34.6

28.6

27.6

35.7

12.5

-

28.6

11.5

21.7

10.4

35.1

26.9

0 40 80 (%)

17.3

25.0

19.2

8.2

13.8

21.4

6.3

-

-

26.9

30.4

10.4

21.1

15.4

0 40 80 (%)

13.0

8.3

15.4

16.3

12.1

21.4

6.3

-

-

3.8

8.7

10.4

17.5

19.2

0 40 80 (%)

11.5

-

7.7

12.2

6.9

14.3

-

-

14.3

11.5

19.6

10.4

15.8

11.5

0 40 80 (%)

10.3

8.3

15.4

12.2

8.6

7.1

12.5

-

-

7.7

6.5

6.3

17.5

11.5

0 40 80 (%)

10.0

8.3

15.4

6.1

1.7

10.7

-

-

-

23.1

15.2

12.5

15.8

-

0 40 80 (%)

5.8

-

3.8

8.2

-

-

-

-

-

7.7

17.4

6.3

8.8

-

0 40 80 (%)

5.5

-

7.7

4.1

1.7

3.6

-

-

-

7.7

19.6

2.1

5.3

3.8

0 40 80 (%)

5.0

8.3

3.8

2.0

5.2

7.1

6.3

-

-

7.7

4.3

-

8.8

7.7

0 40 80 (%)

5.0

-

3.8

2.0

3.4

10.7

6.3

-

-

7.7

4.3

2.1

5.3

15.4

0 40 80 (%)

1.0

8.3

-

-

1.7

3.6

-

-

-

-

-

-

1.8

-

0 40 80 (%)

ｎ

□その他 □特にない

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

30.3

33.3

23.1

42.9

32.8

32.1

18.8

-

42.9

19.2

30.4

43.8

24.6

7.7

0 30 60 (%)

8.3

8.3

3.8

2.0

6.9

7.1

-

-

14.3

11.5

8.7

18.8

10.5

3.8

0 30 60 (%)

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 
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（４）職場で仕事内容や待遇面の運用などで女性が優遇されていると思うこと〔新規〕 

 

問 24 あなたの今の職場では、仕事の内容や待遇面の運用や実態で、女性が優遇されていると

思うことはありますか。該当する番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場で仕事内容や待遇面の運用などで女性が優遇されていると思うことは、「時間外労働の負担」

が 21.1％で最も高く、次いで「休暇等の取りやすさ」が 19.5％、「仕事の内容」が 16.0％となって

いる。 

 性別でみると、「時間外労働の負担」は男性が女性よりも 16.8 ポイント高く、「休暇等の取りや

すさ」も男性が 11.0 ポイント、「仕事の内容」も男性が 9.4 ポイント高くなっている。 

  

時間外労働の負担

休暇等の取りやすさ

仕事の内容

配属先・転勤

結婚・出産（育児休業）を機とした退職の

勧奨がない

能力評価

採用

一定の年齢以上の退職の勧奨がない

賃金

昇進、昇格・幹部役員への登用

企画会議などの意思決定の場への参画

教育・研修

その他

特にない

無回答

21.1

19.5

16.0

11.5

8.3

4.0

2.3

1.8

1.8

1.8

1.0

0.5

38.1

8.5

11.3

12.2

13.8

11.1

6.9

7.4

0.5

0.5

1.6

0.5

-

0.5

-

47.6

8.5

11.1

29.0

24.8

20.5

15.7

9.0

7.1

3.8

1.9

2.9

3.3

1.4

1.0

29.5

8.6

11.4

0 10 20 30 40 50

全体(n=399)

女性(n=189)

男性(n=210)

(%)
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「時間外労働の負担」は、男性 30～39 歳、40～49 歳で４割を超えて高くな

っている。「休暇等の取りやすさ」も男性 40～49 歳で約４割、30～39 歳で３割と高くなっている。

「特にない」は、女性 30～39 歳で約２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□時間外労働の負担 □休暇等の取りやすさ □仕事の内容 □配属先・転勤

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

ｎ

□結婚・出産（育児休業）
を機とした退職の勧奨
がない

□能力評価 □採用 □一定の年齢以上の退職
の勧奨がない

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

ｎ

□賃金 □昇進、昇格・幹部役員
への登用

□企画会議などの意思決
定の場への参画

□教育・研修

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

21.1

8.3

26.9

14.3

10.3

3.6

6.3

-

-

42.3

41.3

25.0

24.6

19.2

0 40 80 (%)

19.5

8.3

19.2

20.4

12.1

3.6

12.5

-

14.3

30.8

39.1

25.0

21.1

3.8

0 40 80 (%)

16.0

-

7.7

16.3

13.8

7.1

6.3

-

14.3

38.5

23.9

18.8

15.8

11.5

0 40 80 (%)

11.5

8.3

15.4

6.1

6.9

3.6

-

-

-

15.4

26.1

25.0

5.3

7.7

0 40 80 (%)

8.3

-

19.2

4.1

6.9

3.6

12.5

-

-

7.7

6.5

10.4

12.3

7.7

0 40 80 (%)

4.0

-

-

-

-

-

6.3

-

-

11.5

6.5

8.3

7.0

3.8

0 40 80 (%)

2.3

-

-

-

1.7

-

-

-

-

7.7

8.7

-

1.8

3.8

0 40 80 (%)

1.8

-

-

2.0

-

-

-

-

14.3

-

2.2

4.2

1.8

3.8

0 40 80 (%)

1.8

-

-

-

-

-

-

-

-

-

4.3

6.3

3.5

-

0 40 80 (%)

1.8

-

-

2.0

1.7

3.6

-

-

-

-

-

2.1

5.3

-

0 40 80 (%)

1.0

-

-

-

1.7

-

-

-

-

-

-

2.1

-

7.7

0 40 80 (%)

0.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

3.5

-

0 40 80 (%)

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 

ｎ

□その他 □特にない

  全  体 (399)

20～29歳 (12)

30～39歳 (26)

40～49歳 (49)

50～59歳 (58)

60～69歳 (28)

70歳以上 (16)

20～29歳 (7)

30～39歳 (26)

40～49歳 (46)

50～59歳 (48)

60～69歳 (57)

70歳以上 (26)

38.1

66.7

34.6

51.0

50.0

60.7

12.5

-

57.1

11.5

28.3

31.3

35.1

26.9

0 40 80 (%)

8.5

8.3

19.2

6.1

8.6

7.1

-

14.3

11.5

2.2

12.5

10.5

3.8

0 40 80 (%)

【
女
性
】 

 

【
男
性
】 
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（５）ポジティブ・アクションについての考え 

 

問 25 あなたは「ポジティブ・アクション」についてどう思いますか。下の選択肢から該当す

る番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポジティブ・アクションについての考えは、『賛成（計）』が 60.5％、『反対（計）』が 8.7％、「わ

からない」が 28.8％となっている。 

 性別でみると、『反対（計）』は男性が女性よりも 7.1 ポイント高くなっている。また、「わから

ない」は女性が男性よりも 7.3 ポイント高くなっている。 

 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『賛成（計）』は全体、男女とも大きな差異はみられないが、『反対（計）』

は全体で今回調査が前回調査よりも 3.6 ポイント低くなっており、男性も今回調査が前回調査より

も 5.8 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

22.9

25.4

36.7

36.4

4.5

7.6

1.0

5.0

32.4

25.1

2.5

0.6

(%)ｎ

24.1 36.4 5.8

2.9

28.8

2.0

(%)

賛
成

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば

賛
成

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば

反
対

反
対

わ
か

ら
な
い

無
回

答

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

22.9

25.4

24.9

25.1

25.1

36.7

36.4

37.0

35.5

38.2

4.5

7.6

8.9

6.6

12.0

1.0

5.0

3.4

1.1

6.4

32.4

25.1

23.4

29.6

15.7

2.5

0.6

2.4

2.0

2.6

(%)ｎ

24.1 36.4 5.8

2.9

28.8

2.0

賛

成

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

賛

成

ど

ち

ら
か

と

い
え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら
な

い

無

回

答

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 

『賛成（計）』 『反対（計）』 
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『賛成（計）』は、女性 30～39 歳で８割、男性 70 歳以上で７割を超えて高

くなっている。一方、『反対（計）』は、男性 40～49 歳で２割半ば、男性 50～59 歳で２割を超え、

男性 30～39 歳で２割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

23.8

37.1

21.5

24.7

26.2

16.3

7.7

17.2

16.3

25.5

20.3

36.4

23.8

42.9

35.4

42.5

32.1

37.4

46.2

44.8

38.8

20.0

43.0

35.6

9.5

6.2

11.0

1.2

2.4

7.7

6.9

10.2

14.5

6.3

4.2

4.8

2.9

1.4

1.2

7.7

13.8

14.3

7.3

1.3

38.1

17.1

36.9

20.5

38.1

36.6

30.8

17.2

20.4

32.7

29.1

22.0

1.2

7.3

1.7

(%)ｎ

24.1 36.4 5.8

2.9

28.8

2.0

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

22.9

25.4

36.7

36.4

4.5

7.6

1.0

5.0

32.4

25.1

2.5

0.6

(%)ｎ

24.1 36.4 5.8

2.9

28.8

2.0

賛

成

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

賛

成

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

反

対

反

対

わ

か

ら

な
い

無

回

答

 

『賛成（計）』 

 

『反対（計）』 
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（６）女性の活躍についての考え〔新規〕 

 

問 26 あなたは、女性の活躍を推進したほうがよいと思いますか。該当する番号ひとつに○を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の活躍についての考えは、『そう思う（計）』が 82.8％、『そう思わない（計）』が 6.7％とな

っている。 

 性別でみると、『そう思う（計）』、『そう思わない（計）』で大きな差異はみられないが、「そう思

う」は男性が女性よりも 7.3 ポイント高くなっている。また、「わからない」は女性が男性よりも

3.1 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

37.9

45.2

44.1

39.1

5.0

5.5

0.7

2.0

11.0

7.9

1.2

0.3

(%)ｎ

41.1 41.7 5.2

1.5

9.5

1.1

(%)

そ
う

思

う

ど
ち

ら

か
と
い

え

ば

そ
う

思

う

ど
ち

ら

か
と
い

え

ば

そ
う

思

わ
な
い

そ
う

思

わ
な
い

わ
か

ら

な
い

無
回

答

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、『そう思う（計）』は、女性 30～39 歳、男性 70歳以上で９割を超え、女性

50～59 歳で９割、女性 60～69 歳、男性 60～69 歳で８割半ばと高くなっている。一方、『そう思わ

ない（計）』は、男性 40～49 歳で１割半ば、女性 40～49 歳、男性 30～39 歳で１割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

52.4

54.3

30.8

35.6

42.9

32.5

38.5

41.4

32.7

32.7

44.3

58.5

28.6

37.1

44.6

54.8

41.7

43.9

30.8

37.9

42.9

47.3

41.8

33.1

9.5

2.9

7.7

4.1

4.8

4.1

7.7

3.4

12.2

5.5

5.1

3.4

3.1

0.8

6.9

4.1

1.8

2.5

9.5

5.7

13.8

5.5

10.7

14.6

23.1

10.3

8.2

12.7

6.3

4.2

4.1

0.8

(%)
ｎ

41.1 41.7 5.2

1.5

9.5

1.1

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

37.9

45.2

44.1

39.1

5.0

5.5

0.7

2.0

11.0

7.9

1.2

0.3

(%)ｎ

41.1 41.7 5.2

1.5

9.5

1.1

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か
と

い

え

ば

そ

う

思

わ
な

い

そ

う

思

わ
な

い

わ

か

ら

な
い

無

回

答

 

『そう思う（計）』 

 

『そう思わない（計）』 
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（７）女性の活躍を推進した方がよい理由〔新規〕 

 

※問 26 で「１ そう思う」、「２ どちらかといえばそう思う」と回答された方のみお答えく

ださい。 

問 27 その理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の活躍を推進した方がよい理由は、「女性の意見が反映されることにより、多様な視点が加

わり、新たな価値や商品サービスが創造される」が 79.6％で最も高く、次いで「男女問わず活躍で

きるようになる」が 65.2％、「人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることがで

きる」が 52.4％となっている。 

 性別でみると、「人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができる」は男

性が女性よりも 10.4 ポイント高く、「男女差が解消されるから」も男性が 7.2 ポイント高くなって

いる。一方、「男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる」は女性が男性よりも 9.1

ポイント高く、「男性の家事などへの参加が増え、女性の負担が減ることにより、女性の社会への

参画が進む」も女性が 6.1 ポイント、「男女問わず活躍できるようになる」も女性が 5.5 ポイント

高くなっている。 

 

女性の意見が反映されることにより、多様な視点が
加わり、新たな価値や商品サービスが創造される

男女問わず活躍できるようになる

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力

を与えることができる

男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい

社会になる

男女差が解消されるから

男性の家事などへの参加が増え、女性の負担が
減ることにより、女性の社会への参画が進む

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

女性の参画が進めば、国際社会からの評価が
得られる

その他

特にない

わからない

無回答

79.6

65.2

52.4

50.0

42.5

35.6

27.5

21.9

0.5

0.3

0.3

1.4

79.6

68.1

47.7

54.1

39.2

38.3

29.8

20.1

0.3

0.3

-

1.5

79.6

62.6

58.1

45.0

46.4

32.2

24.9

23.9

0.7

0.3

0.7

0.7

0 20 40 60 80 100

全体(n=626)

女性(n=329)

男性(n=289)

(%)
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（８）女性の活躍を推進しない方がよい理由〔新規〕 

 

※問 26 で「３ どちらかといえばそう思わない」、「４ そう思わない」と回答された方のみ

お答えください。 

問 28 その理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の活躍を推進しない方がよい理由は、「昇進等は、性別にかかわらず、能力に応じて行うべ

きである」が 62.0％で最も高く、次いで「家事も立派な仕事であり、必ずしも外で働く必要はない」

が 42.0％、「今より仕事が優先され、家庭生活に支障を来すことが多くなる」が 34.0％となってい

る。 

 

  

昇進等は、性別にかかわらず、能力に

応じて行うべきである

家事も立派な仕事であり、必ずしも外で

働く必要はない

今より仕事が優先され、家庭生活に支障を

来すことが多くなる

母親は育児に専念すべきである

保育・介護などの公的サービスの必要性が

増大し、家計負担及び公的負担が増大する

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

男性の家事等などへの参加が増えると、

男性は負担が増す

女性の活躍推進に伴い働き方改革が進むと、

総労働時間が縮減され、業務に支障が生じる

男性の声が反映されにくくなる

その他

特にない

わからない

無回答

62.0

42.0

34.0

16.0

12.0

4.0

4.0

4.0

2.0

2.0

2.0

20.0

4.0

60.9

39.1

30.4

4.3

4.3

4.3

4.3

8.7

-

4.3

4.3

26.1

4.3

65.4

46.2

38.5

26.9

19.2

3.8

3.8

-

3.8

-

-

15.4

-

0 10 20 30 40 50 60 70

全体(n=50)

女性(n=23)

男性(n=26)

(%)
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【性・年齢別】 

 回答者が少ないため、参考値として掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□昇進等は、性別にかか
わらず、能力に応じて
行うべきである

□家事も立派な仕事であ
り、必ずしも外で働く必
要はない

□今より仕事が優先され、
家庭生活に支障を来
すことが多くなる

□母親は育児に専念すべ
きである

  全  体 (50)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (7)

50～59歳 (3)

60～69歳 (4)

70歳以上 (6)

20～29歳 (1)

30～39歳 (3)

40～49歳 (8)

50～59歳 (4)

60～69歳 (6)

70歳以上 (4)

ｎ

□保育・介護などの公的
サービスの必要性が増
大し、家計負担及び公
的負担が増大する

□男性のポストが減り、男
性が活躍しづらくなる

□女性の活躍推進に伴
い働き方改革が進む
と、総労働時間が縮減
され、業務に支障が生
じる

□男性の家事等( ＊) など
への参加が増えると、男
性は負担が増す

  全  体 (50)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (7)

50～59歳 (3)

60～69歳 (4)

70歳以上 (6)

20～29歳 (1)

30～39歳 (3)

40～49歳 (8)

50～59歳 (4)

60～69歳 (6)

70歳以上 (4)

ｎ

□男性の声が反映されに
くくなる

□その他 □特にない □わからない

  全  体 (50)

20～29歳 (2)

30～39歳 (1)

40～49歳 (7)

50～59歳 (3)

60～69歳 (4)

70歳以上 (6)

20～29歳 (1)

30～39歳 (3)

40～49歳 (8)

50～59歳 (4)

60～69歳 (6)

70歳以上 (4)

62.0

50.0

100.0

71.4

100.0

25.0

50.0

-

100.0

100.0

62.5

50.0

66.7

50.0

0 50 100 (%)

42.0

-

100.0

14.3

33.3

75.0

50.0

-

100.0

33.3

50.0

25.0

50.0

50.0

0 50 100 (%)

34.0

50.0

100.0

-

33.3

25.0

50.0

-

100.0

33.3

-

25.0

66.7

75.0

0 50 100 (%)

16.0

-

-

-

-

25.0

-

-

100.0

-

37.5

25.0

16.7

25.0

0 50 100 (%)

12.0

-

-

-

-

-

16.7

-

100.0

-

12.5

25.0

-

50.0

0 50 100 (%)

4.0

-

-

-

-

25.0

-

-

-

-

12.5

-

-

-

0 50 100 (%)

4.0

-

-

14.3

33.3

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0 50 100 (%)

4.0

-

-

-

-

-

16.7

-

-

-

-

-

-

25.0

0 50 100 (%)

2.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

25.0

0 50 100 (%)

2.0

-

-

-

-

25.0

-

-

-

-

-

-

-

-

0 50 100 (%)

2.0

-

-

-

-

-

16.7

-

-

-

-

-

-

-

0 50 100 (%)

20.0

50.0

-

57.1

33.3

-

-

-

-

33.3

12.5

25.0

-

25.0

0 50 100 (%)

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 
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（９）女性の起業に関する考え方 

 

問 29 あなたは、女性が起業することについてどう思いますか。それぞれについて一番近い考

え方の番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

全体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

21.4

17.8

16.4

18.0

14.6

9.1

9.2

9.0

23.5

23.4

23.9

19.7

19.5

20.1

37.2

35.0

31.7

32.7

30.9

29.5

32.7

26.2

42.7

46.1

39.7

44.4

45.4

44.0

9.2

13.7

15.2

14.0

16.9

18.3

17.2

19.8

8.5

7.7

9.0

6.0

4.5

7.6

11.0

19.2

18.3

15.2

22.2

16.5

15.5

17.8

6.3

6.2

6.4

4.0

3.2

4.7

15.0

11.1

12.2

13.7

10.5

19.7

17.7

22.4

12.0

9.2

15.5

18.8

19.0

19.0

6.2

3.2

6.2

6.5

5.0

6.9

7.7

4.7

6.9

7.2

5.5

7.1

8.5

4.7

(%)

ｎ

19.8 36.0 11.2 14.7 13.1 5.2
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と

い

え

ば
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と
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ば
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う

思

わ
な

い

そ

う

思

わ
な

い

わ

か

ら

な
い

無

回

答

(ア)男性に比べて女性は 

起業をしにくい環境が 

ある 

(イ)資金、知識、人脈等が 

不足している場合が 

多く、女性にはリスクが 

大きい 

(ウ)時間を有効に使うことが 

でき、子育て等家庭との 

両立が図りやすい 

(エ)趣味や資格を活かし、 

好きな仕事ができる 

(オ)生活者としての視点や、 

地域資源を活かすことが 

できる 

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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女性の起業に関する考え方は、『そう思う（計）』は、"（カ）女性の潜在労働力を活かすことが

でき、雇用の拡大や社会の活力に資する"が 71.8％で最も高く、次いで"（エ）趣味や資格を活かし、

好きな仕事ができる"が 66.2％、"（オ）生活者としての視点や、地域資源を活かすことができる"

が 64.1％となっている。『そう思わない（計）』は、"（ウ）時間を有効に使うことができ、子育て

等家庭との両立が図りやすい"が 34.8％、"（イ）資金、知識、人脈等が不足している場合が多く、

女性にはリスクが大きい"が 33.5％で高くなっている。 

 性別でみると、『そう思う（計）』は"（ウ）時間を有効に使うことができ、子育て等家庭との両

立が図りやすい"で女性が男性よりも 6.7 ポイント高くなっている。"（エ）趣味や資格を活かし、

好きな仕事ができる"も女性が 5.9 ポイント、"（ア）男性に比べて女性は起業をしにくい環境があ

る"も女性が 5.8 ポイント高くなっている。一方、『そう思わない（計）』は"（ア）男性に比べて女

性は起業をしにくい環境がある"で男性が女性よりも 12.7 ポイント高く、"（イ）資金、知識、人

脈等が不足している場合が多く、女性にはリスクが大きい"も男性が9.9ポイント高くなっている。 
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男性 (343)
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無

回

答

(カ)女性の潜在労働力を 

活かすことができ、 

雇用の拡大や社会の 

活力に資する 

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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（ア）男性に比べて女性は起業をしにくい環境がある 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）資金、知識、人脈等が不足している場合が多く、女性にはリスクが大きい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 4.9 ポイント低

くなっており、女性も今回調査が 6.8 ポイント低くなっている。一方、『そう思わない（計）』は

男性で今回調査が前回調査よりも 3.2 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)
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14.0

16.9
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男性 (343)
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『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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（ウ）時間を有効に使うことができ、子育て等家庭との両立が図りやすい 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 17.6 ポイ

ント低くなっており、女性も今回調査が 14.8 ポイント、男性も今回調査が 21.0 ポイント低くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）趣味や資格を活かし、好きな仕事ができる 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 10.7 ポイ

ント低くなっており、女性も今回調査が 9.6 ポイント、男性も今回調査が 12.3 ポイント低くなっ

ている。 
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『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 

『そう思う（計）』 『そう思わない（計）』 
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（オ）生活者としての視点や、地域資源を活かすことができる 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思わない（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 7.8 ポイン

ト低くなっており、男性も今回調査が 11.0 ポイント低くなっている。一方、『そう思う（計）』

は女性で今回調査が前回調査よりも 9.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）女性の潜在労働力を活かすことができ、雇用の拡大や社会の活力に資する 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、『そう思う（計）』は全体で今回調査が前回調査よりも 7.5 ポイント高

くなっており、女性も今回調査が 10.5 ポイント高くなっている。一方、『そう思わない（計）』

は男性で今回調査が前回調査よりも 7.0 ポイント低くなっている。 
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９ 少子・高齢化について 
（１）出生率低下の原因 

 

問 30 あなたは、出生率が低下している原因は何だと思いますか。該当すると思う番号三つに

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出生率が低下している原因は、「結婚しない人が増えた」が 69.0％で最も高く、次いで「収入が

低く自分の生活に精いっぱいで子供を持つ余裕がない（子育てに経費が掛かる）」が 60.1％、「女性

が子育てと仕事を両立させる社会的な仕組み（保育･ 勤務時間･ 休暇制度等）が整っていない」が

42.9％となっている。 

 性別でみると、「出産･ 子育てに対する男性の理解・協力が足りず、女性の精神的・肉体的負担

が大きい」は女性が男性よりも 7.0 ポイント高く、「結婚しない人が増えた」も女性が 6.1 ポイン

ト、「女性の高学歴化や社会進出により結婚年齢が上昇した」も女性が 5.7 ポイント高くなってい

る。一方、「収入が低く自分の生活に精いっぱいで子供を持つ余裕がない（子育てに経費が掛かる）」、

「楽をしたい、子育てが面倒という人が増えた」は男性が女性よりも 6.5 ポイント高く、「男性が

子育てと仕事を両立させる社会的な仕組み（保育･ 勤務時間･ 休暇制度等）が整っていない」も男

性が 4.3 ポイント高くなっている。 

 

  

結婚しない人が増えた

収入が低く自分の生活に精いっぱいで子供を持つ

余裕がない（子育てに経費が掛かる）

女性が子育てと仕事を両立させる社会的な仕組み

（保育･ 勤務時間･ 休暇制度等）が整っていない

女性の高学歴化や社会進出により結婚年齢が

上昇した

楽をしたい、子育てが面倒という人が増えた

子どもは少なく産んで、十分手をかけて育てたい

という人が増えた

出産･ 子育てに対する男性の理解・協力が

足りず、女性の精神的・肉体的負担が大きい

男性が子育てと仕事を両立させる社会的な仕組み

（保育･ 勤務時間･ 休暇制度等）が整っていない

住宅事情が悪い

その他

無回答
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「女性が子育てと仕事を両立させる社会的な仕組み（保育･ 勤務時間･ 休

暇制度等）が整っていない」は全体で今回調査が前回調査よりも 9.8 ポイント低くなっており、女

性も今回調査が 12.8 ポイント、男性も今回調査が 6.4 ポイント低くなっている。一方、「収入が低

く自分の生活に精いっぱいで子供を持つ余裕がない（子育てに経費が掛かる）」は全体で今回調査

が前回調査よりも 7.8 ポイント高くなっており、女性も今回調査が 8.5 ポイント、男性も今回調査

が 6.5 ポイント高くなっている。「結婚しない人が増えた」は全体で大きな差異はみられないが、

女性で今回調査が前回調査よりも 6.8 ポイント高くなっている。 

  

ｎ

□結婚しない人が増えた □収入が低く自分の生活
に精いっぱいで子供を
持つ余裕がない（子育
てに経費が掛かる）

□女性が子育てと仕事を
両立させる社会的な仕
組み（保育･ 勤務時間･
休暇制度等）が整ってい
ない

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□女性の高学歴化や社
会進出により結婚年齢
が上昇した

□楽をしたい、子育てが
面倒という人が増えた

□子どもは少なく産んで、
十分手をかけて育てた
いという人が増えた

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□出産･ 子育てに対する
男性の理解・協力が足
りず、女性の精神的・肉
体的負担が大きい

□男性が子育てと仕事を
両立させる社会的な仕
組み（保育･ 勤務時間･
休暇制度等）が整って
いない

□住宅事情が悪い

今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

ｎ

□その他 □無回答 □
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42.9

43.1

42.9

52.7

55.9

49.3

0 40 80 (%)

41.1

43.9

38.2

45.3

48.2

41.7

0 40 80
(%)

20.6

18.0

24.5

18.9

16.1

23.0

0 40 80
(%)

18.4

18.5

18.4

16.4

18.8

13.4

0 40 80
(%)

16.4

19.5

12.5

21.7

28.3

13.1

0 40 80
(%)

13.0

11.2

15.5

13.0

13.8

12.5

0 40 80
(%)

4.1

2.5

6.1

7.6

5.2

10.8

0 40 80
(%)

2.4

1.7

3.2

4.9

4.3

5.2

0 40 80
(%)

1.6

1.7

0.6

-

-

-

0 40 80
(%)

0 40 80
(%)
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「結婚しない人が増えた」は、女性 60～69 歳、70 歳以上で約８割、女性

30～39 歳、男性 70 歳以上で７割を超えて高くなっている。「収入が低く自分の生活に精いっぱいで

子供を持つ余裕がない（子育てに経費が掛かる）」は、女性 30～39 歳で８割、男性 30～39 歳、40

～49 歳で約８割と高くなっている。「女性の高学歴化や社会進出により結婚年齢が上昇した」は、

女性 20～29 歳で約６割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

□結婚しない人が増えた □収入が低く自分の生活
に精いっぱいで子供を
持つ余裕がない（子育
てに経費が掛かる）

□女性が子育てと仕事を
両立させる社会的な仕
組み（保育･ 勤務時間･
休暇制度等）が整ってい
ない

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

ｎ

□女性の高学歴化や社
会進出により結婚年齢
が上昇した

□楽をしたい、子育てが
面倒という人が増えた

□子どもは少なく産んで、
十分手をかけて育てた
いという人が増えた

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

ｎ

□出産･ 子育てに対する
男性の理解・協力が足
りず、女性の精神的・肉
体的負担が大きい

□男性が子育てと仕事を
両立させる社会的な仕
組み（保育･ 勤務時間･
休暇制度等）が整って
いない

□住宅事情が悪い

  全  体 (756)

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

69.0

66.7

71.4

66.2

67.1

77.4

77.2

-

61.5

69.0

55.1

60.0

69.6

72.0

0 40 80
(%)

60.1

57.1

80.0

63.1

57.5

60.7

44.7

-

69.2

79.3

79.6

67.3

54.4

56.8

0 40 80
(%)

42.9

33.3

51.4

38.5

52.1

41.7

40.7

-

46.2

31.0

32.7

27.3

57.0

47.5

0 40 80
(%)

41.1

57.1

40.0

40.0

39.7

35.7

52.8

-

46.2

41.4

38.8

47.3

39.2

31.4

0 40 80
(%)

20.6

19.0

8.6

9.2

17.8

21.4

22.8

-

15.4

10.3

28.6

32.7

21.5

25.4

0 40 80
(%)

18.4

9.5

11.4

24.6

19.2

20.2

17.1

-

15.4

10.3

16.3

12.7

17.7

24.6

0 40 80
(%)

16.4

28.6

14.3

29.2

27.4

20.2

8.9

-

-

13.8

8.2

14.5

17.7

11.0

0 40 80
(%)

13.0

23.8

14.3

10.8

5.5

8.3

13.8

-

-

10.3

22.4

12.7

11.4

19.5

0 40 80
(%)

4.1

-

8.6

-

1.4

3.6

2.4

-

15.4

6.9

8.2

9.1

3.8

4.2

0 40 80
(%)

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

【
女
性
】 

 
 
 

【
男
性
】 

□その他

2.4

-

-

4.6

1.4

1.2

1.6

-

-

6.9

2.0

7.3

3.8

0.8

0 40 80 (%)
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（２）子や孫の子育てを担うこと〔新規〕 

 

問 31 あなたは日頃、小学６年生までの自分の子や孫の子育てを担っていますか。該当する番

号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃、小学６年生までの自分の子や孫の子育てを担っているかについて聞いたところ、「担って

いる」が 35.4％、「担っていない」が 59.7％となっている。 

 性別でみると、「担っていない」は男性が女性よりも 6.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

38.2

33.2

56.6

63.0

5.2

3.8

(%)
35.4 59.7 4.9

担
っ

て

い

る

担
っ

て

い

な

い

無

回

答
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「担っている」は、女性 30～39 歳で６割、女性 40～49 歳で約６割、男性

40～49 歳で５割半ば、男性 30～39 歳で約５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

23.8

60.0

58.5

27.4

33.3

33.3

15.4

48.3

53.1

21.8

30.4

30.5

76.2

40.0

41.5

71.2

64.3

52.0

84.6

48.3

40.8

76.4

67.1

64.4

1.4

2.4

14.6

3.4

6.1

1.8

2.5

5.1

【
女
性
】

【
男
性
】

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

38.2

33.2

56.6

63.0

5.2

3.8

(%)
35.4 59.7 4.9

担
っ

て

い

る

担
っ

て

い

な

い

無

回
答
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（３）介護を担うこと〔新規〕 

 

問 32 あなたは日頃祖父母や親（40 歳以上に限る。義理を含む。）の介護を担っていますか。

該当する番号ひとつに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃、祖父母や親の介護を担っているかについて聞いたところ、「担っている」が 17.2％、「担っ

ていない」が 78.3％となっている。 

 性別でみると、「担っている」は男性が女性よりも 3.2 ポイント高くなっている。 

 

 

【職業別】 

 職業別でみると、「担っている」は、家族従業者で４割半ば、自営業主で３割を超えて高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

16.0

19.2

78.6

78.1

5.5

2.6

(%)
ｎ

17.2 78.3 4.5

(%)

担
っ

て

い
る

担
っ

て

い
な
い

無
回

答

  全  体 (756)

自営業主 (52)

家族従業者 (16)

勤務者 (331)

専業主婦（夫） (100)

学生・その他 (236)

32.7

43.8

15.1

15.0

16.9

57.7

50.0

84.3

77.0

78.0

9.6

6.3

0.6

8.0

5.1

(%)ｎ

17.2 78.3 4.5

担
っ

て

い

る

担
っ

て

い

な

い

無

回

答
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【子育て、介護の状態（問 31×問 32）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て、介護の状態は、「子育て介護をともに担っている（ダブルケア）」が 9.3％、「子育てを担

っている」が 25.1％、「介護を担っている」が 7.4％となっている。「担っていない」は 52.0％とな

っている。 

性別でみると、「子育てを担っている」は女性が男性よりも 4.4 ポイント高くなっている。一方、

「担っていない」は男性が女性よりも 3.0 ポイント高くなっている。 

 

 

  

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

9.2

9.6

27.4

23.0

6.2

9.0

50.4

53.4

6.7

5.0

(%)
9.3 25.1 7.4 52.0 6.2

子

育

て

介

護

を

と

も

に

担
っ

て

い

る

（

ダ

ブ

ル

ケ

ア
）

子

育

て

を

担
っ

て

い

る 介

護

を

担
っ

て

い

る

担
っ

て

い

な

い

無

回

答
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【子育て、介護の状態 性・年齢別】 

子育て、介護の状態を性・年齢別でみると、「子育て介護をともに担っている（ダブルケア）」は

女性 70 歳以上、男性 40～49 歳で１割半ば、女性男性 60～69 歳で１割を超えている。「子育てを担

っている」は女性 30～39 歳で約６割、女性 40～49 歳で５割半ば、男性 30～39 歳で約５割と高く

なっている。「介護を担っている」は男性 60～69 歳で約２割となっている。 

 

 

 

 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

ｎ

9.2

9.6

27.4

23.0

6.2

9.0

50.4

53.4

6.7

5.0

(%)
9.3 25.1 7.4 52.0 6.2

子

育

て

介

護

を

と

も

に

担
っ

て

い

る

（

ダ

ブ

ル

ケ

ア
）

子

育

て

を

担
っ

て

い

る 介

護

を

担
っ

て

い

る

担
っ

て

い

な

い

無

回

答

女性20～29歳 (21)

　　30～39歳 (35)

　　40～49歳 (65)

　　50～59歳 (73)

　　60～69歳 (84)

　　70歳以上 (123)

男性20～29歳 (13)

　　30～39歳 (29)

　　40～49歳 (49)

　　50～59歳 (55)

　　60～69歳 (79)

　　70歳以上 (118)

4.8

2.9

3.1

9.6

11.9

13.0

16.3

7.3

12.7

9.3

19.0

57.1

55.4

17.8

21.4

15.4

15.4

48.3

36.7

14.5

17.7

19.5

4.8

2.9

4.6

12.3

6.0

4.9

6.1

12.7

17.7

5.9

71.4

37.1

36.9

58.9

58.3

47.2

84.6

48.3

34.7

63.6

49.4

56.8

1.4

2.4

19.5

3.4

6.1

1.8

2.5

8.5
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（４）介護が必要になったときの対応 

 

問 33 あなたが、もし介護が必要になった時は主にどうしたいと思いますか。該当する番号ひ

とつに○をつけてください。※現在既に介護を受けている方もお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護が必要になったときの対応は、「介護サービスつきの施設（老人ホーム等）に入居する」が

36.8％で最も高く、次いで「自宅で在宅介護サービス（ホームヘルパー等）を利用する」が 29.6％、

「配偶者に世話をしてもらう」が 19.2％となっている。 

 性別でみると、「配偶者に世話をしてもらう」は男性が女性よりも12.2ポイント高くなっている。

一方、「自宅で在宅介護サービス（ホームヘルパー等）を利用する」は女性が男性よりも 10.5 ポイ

ント、「介護サービスつきの施設（老人ホーム等）に入居する」も女性が 5.6 ポイント高くなって

いる。 

 

 

  

 

  全  体 (756)

女性 (401)

男性 (343)

13.7

25.9

4.5

5.2

1.2

1.20.3

34.7

24.2

39.4

33.8

1.0

4.1

5.5

5.2

(%)
ｎ

19.2 4.9

1.20.1

29.6 36.8

2.4

5.8

配

偶

者

に
世

話

を

し

て

も

ら

う

子

ど

も

や
子

ど

も

の

家

族

に

世

話

を
し

て

も

ら

う

そ

の

他

の
親

族

に

世

話

を

し

て

も

ら
う

友

人

・

知
人

に

世

話

を

し

て

も

ら

う

自

宅

で

在
宅

介

護

サ
ー

ビ

ス
（

ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

等
）

を

利
用

す

る

介

護

サ
ー

ビ

ス

つ

き

の

施

設
（

老

人
ホ
ー

ム

等
）

に

入

居

す

る

そ

の

他

無

回

答
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【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、全体で大きな差異はみられないが、「介護サービスつきの施設（老人ホ

ーム等）に入居する」は女性で今回調査が前回調査よりも 3.4 ポイント低くなっている。「配偶者

に世話をしてもらう」も男性で今回調査が前回調査よりも 3.0 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  今回調査 (756)

女性 (401)

男性 (343)

H26調査 (799)

女性 (442)

男性 (343)

13.7

25.9

19.1

11.3

28.9

4.5

5.2

4.9

6.8

2.3

1.2

1.2

0.6

0.5

0.9

0.3

0.1

0.2

34.7

24.2

29.7

33.5

24.8

39.4

33.8

38.4

42.8

33.5

1.0

4.1

3.5

2.0

5.2

5.5

5.2

(%)
ｎ

19.2 4.9

1.2 0.1

29.6 36.8

2.4

5.8

配

偶

者

に

世

話

を

し

て

も

ら

う

子

ど

も

や

子

ど

も

の

家

族

に

世

話

を

し

て

も

ら

う

そ

の

他

の

親

族

に

世

話

を

し

て

も

ら

う

友

人

・

知

人

に

世

話

を

し

て

も

ら

う

自

宅

で

在

宅

介

護

サ
ー

ビ

ス
（

ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

等
）

を

利

用

す

る

介

護

サ
ー

ビ

ス

つ

き

の

施

設
（

老

人

ホ
ー

ム

等
）

に

入

居

す

る

そ

の

他

無

回

答
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【性・年齢別】 

 性・年齢別でみると、「介護サービスつきの施設（老人ホーム等）に入居する」は、女性 50～59

歳で約６割、男性 50～59 歳、60～69 歳で４割半ばと高くなっている。「自宅で在宅介護サービス（ホ

ームヘルパー等）を利用する」は、女性 30～39 歳で４割、女性 60～69 歳で約４割、女性 40～49

歳、70 歳以上で３割半ばと高くなっている。「配偶者に世話をしてもらう」は、男性 70歳以上で３

割を超え、男性 40～49 歳で約３割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20～29歳 (21)

30～39歳 (35)

40～49歳 (65)

50～59歳 (73)

60～69歳 (84)

70歳以上 (123)

20～29歳 (13)

30～39歳 (29)

40～49歳 (49)

50～59歳 (55)

60～69歳 (79)

70歳以上 (118)

19.0

8.6

18.5

6.8

16.7

13.8

23.1

24.1

28.6

18.2

22.8

31.4

9.5

4.6

2.7

6.0

4.9

15.4

6.1

1.8

3.8

7.6

5.7

3.1

1.2

2.0

5.5

7.7

23.8

40.0

35.4

28.8

38.1

35.8

15.4

24.1

26.5

21.8

26.6

23.7

38.1

40.0

35.4

58.9

33.3
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１０ 地域活動への参画について 
（１）地域活動への参画状況 

①現在参画している活動 

 

問 34 次の（ア）～（ス）にあげる地域活動の中で、あなたが「（１）現在参画している（事

業の運営に関わるなど）活動」すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動の中で、現在参画している活動について聞いたところ、「（ア）町内会・自治会、青年団・

婦人会・老人クラブでの活動」が 31.3％で最も高く、次いで「（エ）趣味・スポーツ、教養・学習・

文化に関する活動」が 25.8％、「（イ）保育園・学校等の保護者会・PTA 活動、子ども育成会活動」

が 11.2％となっている。 

 性別でみると、「（イ）保育園・学校等の保護者会・PTA 活動、子ども育成会活動」は女性が男性

よりも 7.1 ポイント高くなっている。一方、「（シ）防犯・防災分野での活動」は男性が女性よりも

5.8 ポイント、「（ア）町内会・自治会、青年団・婦人会・老人クラブでの活動」も男性が 3.9 ポイ

ント高くなっている。

（ア）町内会・自治会、青年団・婦人会・

老人クラブでの活動

（イ）保育園・学校等の保護者会・PTA
活動、子ども育成会活動

（ウ）ＮＰＯ、ボランティア団体等での活動

（エ）趣味・スポーツ、教養・学習・文化に
関する活動

（オ）子育て・子どもの健全育成に関する

活動

（カ）男女平等や女性問題について学習

する会など男女共同参画に関する活動

（キ）消費者問題に関する活動

（ク）医療・社会福祉分野での奉仕活動

（ケ）自然保護・公害防止など、環境問題

に関する活動

（コ）国際交流・国際協力・国際平和に関

する活動

（サ）観光・地域の活性化に関する活動

（シ）防犯・防災分野での活動

（ス）その他

無回答

31.3

11.2

5.4

25.8

3.8
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0.7
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1.2
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0.5

46.4

33.8
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0.9
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9.0
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47.8
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②今後参画したい活動 

 

問 34 次の（ア）～（ス）にあげる地域活動の中で、「（２）今後参画してみたい地域活動、ま

たは引き続き参画したい地域活動」がありましたら、すべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動の中で、今後参画したい活動は、「（エ）趣味・スポーツ、教養・学習・文化に関する活

動」が 31.2％で最も高く、次いで「（ケ）自然保護・公害防止など、環境問題に関する活動」、「（ウ）

ＮＰＯ、ボランティア団体等での活動」が 17.6％となっている。 

 性別でみると、「（シ）防犯・防災分野での活動」は男性が女性よりも 9.0 ポイント高く、「（ケ）

自然保護・公害防止など、環境問題に関する活動」も男性が 7.4 ポイント、「（エ）趣味・スポーツ、

教養・学習・文化に関する活動」も男性が 6.3 ポイント高くなっている。 

  

（ア）町内会・自治会、青年団・婦人会・

老人クラブでの活動

（イ）保育園・学校等の保護者会・PTA

活動、子ども育成会活動

（ウ）ＮＰＯ、ボランティア団体等での活動

（エ）趣味・スポーツ、教養・学習・文化に

関する活動

（オ）子育て・子どもの健全育成に関する

活動

（カ）男女平等や女性問題について学習

する会など男女共同参画に関する活動

（キ）消費者問題に関する活動

（ク）医療・社会福祉分野での奉仕活動

（ケ）自然保護・公害防止など、環境問題

に関する活動

（コ）国際交流・国際協力・国際平和に関

する活動

（サ）観光・地域の活性化に関する活動

（シ）防犯・防災分野での活動

（ス）その他

無回答
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①現在参画している活動 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「（ア）町内会・自治会、青年団・婦人会・老人クラブでの活動」は今回

調査が前回調査よりも 5.8 ポイント高くなっている。一方、「（ウ）ＮＰＯ、ボランティア団体等で

の活動」は今回調査が前回調査よりも 3.6 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｎ

□（ス）その他

今回調査 (756)

H26調査 (799)

0.9

0.6

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

ｎ

□（ア）町内会・自治会、
青年団・婦人会・老人ク
ラブでの活動

□（エ）趣味・スポーツ、教
養・学習・文化に関する
活動

□（イ）保育園・学校等の
保護者会・PTA 活動、
子ども育成会活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（シ）防犯・防災分野で
の活動

□（ウ）ＮＰＯ、ボランティ
ア団体等での活動

□（オ）子育て・子どもの健
全育成に関する活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（ク）医療・社会福祉分
野での奉仕活動

□（サ）観光・地域の活性
化に関する活動

□（ケ）自然保護・公害防
止など、環境問題に関
する活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（コ）国際交流・国際協
力・国際平和に関する
活動

□（カ）男女平等や女性
問題について学習する
会など男女共同参画に
関する活動

□（キ）消費者問題に関す
る活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)
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(%)(%)(%)(%)

25.8

24.3

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

11.2

12.0

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

6.0

6.4

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

5.4

9.0

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

3.8

4.1

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

2.6

4.4

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

2.6

3.3

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

1.6

2.9

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

1.2

2.0

0 50 100 (%)(%)(%)(%)

0.9

0.6

0 50 100 (%)(%)(%)(%)

0.7

1.0

0 50 100 (%)(%)(%)(%)



調査の結果／10 地域活動への参画について 

（１）地域活動への参画状況 

153 

②今後参画したい活動 

【前回調査（平成 26 年）との比較】 

 前回調査と比較すると、「（サ）観光・地域の活性化に関する活動」は今回調査が前回調査よりも

4.5 ポイント低くなっている。「（コ）国際交流・国際協力・国際平和に関する活動」も今回調査が

前回調査よりも 3.6 ポイント低くなっている。 

 

 

 

ｎ

□（ス）その他

今回調査 (756)

H26調査 (799)

1.6

1.6

0 50 100
(%)(%)(%)(%)

ｎ

□（エ）趣味・スポーツ、教
養・学習・文化に関する
活動

□（ウ）ＮＰＯ、ボランティ
ア団体等での活動

□（ケ）自然保護・公害防
止など、環境問題に関
する活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（ア）町内会・自治会、
青年団・婦人会・老人ク
ラブでの活動

□（シ）防犯・防災分野で
の活動

□（サ）観光・地域の活性
化に関する活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（ク）医療・社会福祉分
野での奉仕活動

□（オ）子育て・子どもの
健全育成に関する活動

□（コ）国際交流・国際協
力・国際平和に関する
活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)

ｎ

□（イ）保育園・学校等の
保護者会・PTA 活動、
子ども育成会活動

□（キ）消費者問題に関
する活動

□（カ）男女平等や女性問
題について学習する会
など男女共同参画に関
する活動

今回調査 (756)

H26調査 (799)
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１１ 自由記述 
男女共同参画等に関して、以下のような回答があった。回答の中からいくつかの意見を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）男女共同参画全般について 

・男女共同参加を推進といっている時点で遅れている気がする。【女性 40 歳代】 

・男女共同参画に関しての情報周知が少なく、一般的に自覚している人が少ないのでは。ごく普通

にあたりまえの様に認識するには時間がかかるかもしれないが、一般的な事として広く認識して

もられる様にこまかく具体的に行動してほしい。【男性 60 歳代】 

・逆に「女性」に対する参画を強調する方が男女差別にならないか？保育士、看護師等、女性優位

の職業もある。男性、女性、ジェンダー、障害者関係なく、また差別なく生活できる社会環境に

なることが重要だと思う。【女性 50 歳代】 

 

（２）女性活躍について 

・近年は女性の能力で社会進出出来るようになりましたが、家庭があるとどうしても比重が家庭に

なってしまう。思うように社会の中で発揮出来ない現実があります。とはいえ、法でしばるなら、

企業や団体へのプッシュをお願いしたい。昭和の人間が居る社会に「意識改革せよ！」は無理が

あると思う。議員たち（特に国）を見ていると、口先だけは「男女」と叫んでいるが行動が伴っ

ていないように思われる。女性（母親）が子育てというのも大事なことだと思います。 

【男性 60 歳代】 

・女性の社会進出は重要なことであり、社会の中で男女が平等に扱われるべきことも当然だと思い

ます。しかし、女性が外に働きに出ることが当然とするのはちがうと思います。専業主婦が悪で

あるような扱いを受けているような気がします。【女性 40 歳代】 

・女性特有の能力を生かして社会進出をすれば、日本経済も変わっていくと思う。【女性 50 歳代】 

 

件数

1 男女共同参画全般について 15

2 女性活躍について 7

3 子育て・家庭生活について 6

4 働き方、仕事と家庭の両立について 4

5 雇用分野における男女共同参画参画について 3

6 教育分野における男女共同参画参画について 2

7 人権分野における男女共同参画参画について 1

8 アンケートについて 21

9 その他 9

68

項　　目

全　　体
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（３）子育て・家庭生活について 

・学校では女子だけが家庭をやり、結婚退職が当たり前だった８０年代（私の青春時代）に比べ、

今は本当に良い世の中になってきたと思います。しかしいまだ女性が不公平を感じる場面は多く

残っていると思います。特に、家事の分担についての不満が多いと周囲の話など聞いていると感

じます。一方で、当の女性もあまりにもキマジメに「～しなければ」と、自分を追いこんでいる

のでは？日本の女性はマジメすぎます。家事なんて手ぬきでいい。ごはんも出来合い物でいい…

という社会的コンセンサスを形成していく事も必要だと思います。【女性 50 歳代】 

・仕事をする上では、男女は関係なく平等でも良いと思います。しかし、子育て、家事、介護など

は男性、女性で向き不向が明らかにあると思います。すべてを平等にするという考えは無理があ

り、出産をして、すぐに仕事に復帰するのにも無理があり、やはり子育ては母親がした方が自然

だと思うし、子供が学校から帰って来た時に家に母親がいる方が安心すると思います。職場への

復帰が容易であれば、安心して育休がとれますが、そうはいきませんので、この期間がもっと有

意義（手当の充実とかではなく、スキルアップや減税や優遇など）な時間であれば、女性も家庭

を持ちやすくなると思います。核家族が圧倒的だと思いますが、二世帯や三世帯同居をしても良

いのではないかと思います。家族のあり方も変えていけば、子育てや介護も少しでも人まかせで

はなく、家庭の中で、出来れば良いのではないかと思います。【女性 40 歳代】 

・まずは家庭から男女平等に参画。【男性 60 歳代】 

 

 

（４）働き方、仕事と家庭の両立について 

・男女の機会均一という事は理解できるが、結果、本人の能力になると考えます。実力主義をベー

スにしなくては真の平等とはならないし、単に枠をもうけてでは意味がありません。能力主義で

実力主義がベースと思います。実力、能力が無いのに、単に数合せでは、周囲が困ります。 

【男性 70 歳以上】 

・男性が定時で上がれる社会を築いてほしい。（特に自分自身が地元の中小企業にいるため、職場

の環境が整っていないと実感している。）大手企業は少しずつ、変わってきていると思う。 

【男性 30 歳代】 

 

（５）雇用分野における男女共同参画について 

・「男女平等」の人事管理について。１、男女ともに上位職を目標に、上位職に必要なスキル取得

に取り組む方は少数である。２、将来有望であり、人材育成に取り組むべきタイミング時には女

性で在職している方はさらに少数である。優秀な方ほど良い人と結婚退職してしまうためである。

３、形（数字）のみの平等を求めると、職務遂行能力に欠ける。勤務年数が長い人を登用するこ

とになる。これでは能力主義の時代に女性のみを特別扱いしていることになり、男性差別となる。

又、無理な上位職登用は職場のモラル、会社の業績達成に悪影響となるばかりである。 

【男性 60 歳代】 

・女性が子育てをする風習がまだ残っているため、女性は家庭に男性は仕事にとなっていることは

個人的には良いと思いますが、働いて上になりたい女性たちにはまだまだ不利ではないかと思い

ます。【女性 30 歳代】 
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（６）教育分野における男女共同参画について 

・50 歳未婚の自分が言うのも変ですが、結婚やＬＧＢＴについて学生時代に討議させないと理解が

進まない。もし県が積極的に関わるのであるならば、中学及び高校の内に機会を設けて学生との

話し合いをした方がよいと思います。【男性 50 歳代】 

・その国独自の歴史や文化背景の下に作られた性役割は尊重すべきだが、グローバル化が著しい昨

今、「男」の有り方を見直すべきである。子どもの「発達障害」などの様々な事柄の研究が進む

中、「男」の有り方はあまりにも変わらなすぎる。「女」に過剰な「女」を求める前に「男」が「人」

としてどうあるべきかを考えるべきだと、教育をすべきである。【男性 60 歳代】 

 

（７）人権分野における男女共同参画について 

・そもそも、性別の違いは体力的にもはっきりしていて、男女平等をうたう事に賛成はできません

が、人権という事でしたら、男女差別なく扱われてもいいと思います。質問を見ていると、その

辺りが混同されている感じで、答えがほとんどしっくりこなかったので、私は適任ではなかった

様です。【女性 40 歳代】 

 

（８）アンケートについて 

・内容が難しい。男女平等とはそんなに重要なことなのか。それぞれ別の生きものとして、生き方

を考えた方が良い。【女性 40 歳代】 

 

（９）その他 

・具体的な意見はありません。しかし、勉強になりました。【女性 60 歳代】 
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男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査 

 

令和２年３月発行 

 

発行 千葉県総合企画部男女共同参画課 

住所 千葉市中央区市場町１番１号 

電話 043-223-2372 

 

  



 

 

 


